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第3回 読者と選ぶ「建築と社会賞」

会員投票用紙

口とくにょいと思われた作El

ょいと思われた理由

口とくにょいと思われた記事

氏名

勤務先

住 所 干

ょいと思われた理由

※本号79- 83頁に本年 1月号- 12月号の総目次を掲載 しておりますので、 ご参照下さい。



第3回読者と選13¥

「建築と社会賞J

実施要項

「日本建築協会

80年史19引1げ7-1996J

頒布しています!

「草創期の人々 」より
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日本建築協会

& 血

耳目

口賞の趣旨 ・「投稿欄J の論文・記事 消印有効) されたものの中から 、得票

の多かった「作品j 及び「論文・記事J

を編集委員会にて各部門10点程度選出、

これを第二次審査対象とする。

「建築と社会J という本誌の趣旨にふ (投稿、RE PORTなど)

さわしい社会性・環境などに配慮し た ・その他頁に掲載された論文・記事

有意義な建築作品や建築に関わる論文 ・ (書評など)

記事などを顕彰する。選考にあた って 口賞の部門 口第二次審査

は、会員の声を反映し 、広く開かれた ・作品部門 1 - 3 点 第一次選考を通過した選考対象 (作品

部門) について 、該当者に説明資料を

求めることがある。

賞とする。 ・論文 ・記事の部門 1 - 3 点

口選考対象 口選考方法

本誌「建築と社会J 2002年1月号- 1 2 会員読者による第一次審査を経て、選 * 説明資料内容①写真 5点以内 ②図

面 5点以内 ①周辺環境との景観的調

和がわかる資料としてq渇 以外の写真、

月号に掲載された作品及び、個別の論 考委員会による第二次審査にで決定す

文 ・記事などを対象とする 。(2002年 る。

の何月号掲載の論文 ・記事名及び同執 口本年度の選考委員 図など計 5点以内

筆者名を明記のうえ 、ご投票下さい) 井 上 豊 ( (財) 日本建築総合試験所所 * 説明資料提出期限: 2003年2月末日

口発表と表彰「作品作風頁j 掲載の建築作品 長、 大阪大学名誉教授)

・「本会支部作品頁及びそれに準ずる 木津川計 (立命館大学教授) 作品部門は建築主、設計者、施工者の

中の代表者に賞状 (記念楯) を贈呈す

る。論文 ・記事部門は執筆者 (複数の

場合は代表者) に賞状 (記念楯) を贈

呈する。入賞者は本人に通知するとと

もに、 「建築と社会J 2003年6月号で

発表。

作品頁j 掲載の建築作品 本多友常 (和歌山大学教授)

.  r特集頁J の論文 ・記事 鈴木克彦 (京都工芸繊維大学助教授・

「シリーズ頁j の論文 ・記事 編集委員)

(建築の眼、研究最前線を追う 、< * 順不同 ・制 捕

でん一口{ 云ーを活かす) 口第一次審査

.  r実務の頁J の論文 ・記事 e- mail :  ken- sha@aaj . or. j p または 、

(法令コーナ一 、構造の頁、設備の 「建築と社会J 本号の綴じ込み投票用

頁、施工材料の頁など) ハガキで投票 (締切・ 2003年1月15日

(社) 日本建築協会創立80周年記念

事業として取り組み、1999年7月に刊

行した「日本建築協会8 0年史 1917-

1996J は、その後増刷して日本各地の

図書館、研究機関、そして本会会員の

皆さまからのご注文に応じて頒布して

おります。

大正6年3月30日に関西建築協会とし

て発足以来80年の本会の歴史をA#l J・

240頁にまとめたこの記念誌は、本会

設立者の片岡安 、武田五ーらと当時

の大阪市長・関 ーとの交流を物語り、

東京の建築界に対峠する関西の建築

人物誌ともなってし唆す。また、折々の

会員たちの社会活動を通して、身近に

それぞれの時代の雰囲気を感じること

ができる資料になっています。

購入ご希望の方は、下記へお申し込

み下さし、。

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001

大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

T E L  06- 6348- 0635 

F AX 06- 6348- 0634 

e- mai l :  soumu@aaj . or . j p 

頒 価 1部3，000円 (税・送料込み)

- 日本建築協会の遺産と11.絹 (坂本勝比古)

・日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建

築と社会」の変遷/ 大正時代から現在まで

の本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術

者顕彰/ 工高生デザインコンクール入選者

etc. 

・日: 本建築協会創立者と会を支えた38人の

スコフィール(片岡 安・設楽貞雄・武田五一・

池田 賓・波江悌夫・竹藤健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・

葛野社一郎・横資勉・松本高象・宗兵蔵・

園部文雄・日高幹・野村一郎・古宇田 賓・ A4判・240頁・並製本

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠

一郎・坂 静雄・今林彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西

六郎・大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・横尾義貫・

足 立 孝)

. 座談会「戦中力、ら戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎・大林芳郎・小西 岬・

佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦前後の協会活動の証言ー

*  

. 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/ 桐浴邦夫/ 酒

井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原見昌志/ 和田

康由/ 吉田悦二

建築と社会 ・2002.12 1  



「建築と社会」誌

大正6{同 月に誕生した 日本建築協会 本建築協会雑誌J 、さらに1年後には おりで、パ y クナンノ f ー腕人才fi 笠は、

( 当時 関西悠築協会) の、 機関誌 地築と社会」 と改題し、今 nに至 日本建築協会事務局 (T E L 0 6-6348ー

は大正6年9月に「関西建築協会誌」 っている。 0635、FAX 06- 6348- 0634) まで。

と題 して創刊された。大正8年に「 日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販 売 価絡 は ＱＲ ∞円 Ｈ送 料 ・ Ｑ ￬ ｾ ｕ 税 合Ｉ。

特集一覧・1979- 2000

1979 

vol. 60 

1980 

vol. 61 

1981 

vol. 62 

1982 

vol. 63 

1983 

vol. 64 

1984 

vol. 65 

1985 

vol. 66 

1986 

vol. 67 

1987 

vol. 68 

1988 

vol. 69 

1989 

vol. 70 

1990 

vol. 7 1  

1991 

vol .72  

1992 

vol. 73 

1993 

vol. 74 

1994 

vol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol. 77 

1997 

vol. 78 

1998 

vol. 79 

1999 

vol. 80 

2000 

vol. 81 

号 1 2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

- 転換JUJ の

lrilm発$

- 大阪所持

ポートタらン ・ 問地 11¥1 * ・ コンクリート ・ 日影脱Jli l* ・ ホテ岨策と ・ 削 施設 ・ 雌 の 終rJ ・ 庄内の ・ 酬 三代の ・ 第26 J!lJ ・ 雄投来の

のひびわれ 的制ンステム の変貌 事 強度の検討 まちづくり$ インテリア* 青年技術者* 労務'1叶' ，It*

- ω年代の ・ 今後の ・ 雌の盟jj 盟聾 ・ 軍27圃青年繍t ・ Ut h' らの挫

市，Iiと住築ー 古エ才、Jレギー ・ 安J Hl! 築 ・ 住宅の ・ i l ! 築行政と ・ u近の ・ ，¥'JI，Ii Jif !o.iと ・ 屋内体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外装 ・ 転械にたつ 策設計と新耐

まちづくりの の息切 設計事務所 耐久h 法 肋 防水 E法 7 ) ニテ 4 ・ 施設の混備$ まちづくり 吹J.t li 上材傘 マンショY 鍵設計法$

歴史と展笠 ・ 弘ｬＡ集金物作 ｉ ｲ［ｴ ｬ ｾ 品 集合住 E

・ 中国の論文 .  ・ 台所まわり ・ 災'-- 11. ヒ法 ・ ，¥'JI ，Ji住宅 . 控築物と凪ー ・ 官t. 1I市聾圃公 ・F申立Uj の

・ 峨 能 恥 北京の ・ ポートヒア の計画と ・ シーリング ー み 明 境 住まい下 Z12ナーの 131;tit ・ 1111仕切堕の ・ 郡28個 持らしやすい

郡市J t酎 * • 81・ i没備* 材の知議場 をめざして・ からの寛恕・ ・ 日控，r m した斬E 回 性能評価本 青年H耐者$ 環境と設備

作品盟専 の世桐・

・ 医 療 施 設 - ・ 郡市景観ー ・絵本にみるすま ・ 期29回

・ 新たな尚11 ・ 省エネルギー 地域医療と ・ 近緩の地盤 まち立 )j.J;，観 ・ 大阪 ，Jilr合 ・ ホール主l ! 築 ・ 大スパン ・ l昭利設計 いとまちづくり 肯年技術有 ・ 胤 t 空気

空間の展開・ と開門部$ 設備計両本 とI由貿淑 へのよ ＡｉＢｾＭＭＧ (第 IJUJ)事 とff' *  構造* 作品m* ・ ォーエムホテル ・ 地方の庁合 と人1111・

日航ピル 主l ! 策$

・ 関西の ・ マイコンの ・ ｪ 楢 ＱＺｾ ｩｉＮ . 大阪駅と ・ 東海の将来 ・ オフィス Ｍ ・ プレストレスト ・ ｾＳＰ 断特約

i l ! 築文化 を 建築への ・ 多織化する ・ i l ! 築と コ1ュニケーシヨ ターミナ ｊ レ ・ 維持符里 Ｑ ｾ と と文化を インテリア 鉄筋コンクリ ・ .kJli 輔国際文化 ・ 集合U: 宅と

与える 利間 運動施 設 $ 品質管思 ンU 附テー ピJ レ 制 E史新 与える の変革 →構造 スポーツトt J 問n -

ソョン

・ 21世紀ヘ町聞西ー ・ 関西の ・ ピJ レの ・ まちの活性化 ・ みどりと ・ l¥31猷 格 制 ・ 光俗間

魅力品る 超高局ピル リフレ 1 '/ :1 ・ ｾ［投産業と ・ 住環境と と商E 空間 ・ 消防設備の それをとりまく ・ 商船化社会 ・ i末の精工法 ・ ディテール システムと

まちづ〈りを周う $  内升昔補障措繭 ロポット閲覧・ 法制度 ・ 京市駅I昔日 ポイント 人々$ と生活空1111 の思忽 il!策

の現 ｾＡｕ Ｍ Ｊ 再閲覧ピル・

・ 自由陣式への週 ・ '11'1報化 を ・ ホールー ・ 建物の占情一 ・ 建築と水の ・ 接合一人体と ・ 村野藤吉の

. .k阪持物語. ・ 東海の現在 4 続安井尻E めぐる控革 それが生み I品近の ・ 大阪1]1際 淡出 ・ m市と健l誕 也築にみる一 一断草 ・ 節 3 2 回

と近未米 ・ 控聾柑叫躍を ｉＤ ｲ ｬ￯ Ｉ ｊ ｈ ，Ｇ ｾ＠ t=す文化ー 外噌材料 見本市商会泌 ・ 神 戸町f 勾 スポーツ ・ JJ 建設計作品傘 ・ 伊勢湾をめ 何年技術古

考える fi  ，= -， X 1 L - Ｗ ｴＧ ｜ ｲ［ＺＮｲ ｾｦｬ＠ "'?-幽l:lI，n ぐる見[#d

・ これからの ・ 屋総ーその . 型肝ザインー ・ インテリジェ ・ 錯築防災 ・ 開発ーその創造

I. E空間一掃，Ii 哩 デザインと な; Hニズム ントピルの ・ 自治体包織 と法 ・ 211世紀の 的仕掛川を ・ CAD- ・ オフィス空間 ・ 第 33 回 ・jZJ; ノヨン

血例代にみる 素材 ・ これからの 住築ー設備 と公共建築 ・ 大阪市II'合 I l : 宅と設備 品とめてー その臨問と出聞 の構成 百年技術占 とリニューアル

防庁く1: 訟 計画 (首l 2 JUJ) ・ ツイン21

・ 貯蔵 保特 ・ 姐物と町並みの

・ 人泌物iVJ ・ 腐食 ・ ｾＧ ｊ 立 ＷＰ 周年 ・ ｉ ｗ Ａｉｬｉｽ する 施設 ・ 軍内のIJ: l:L正 ・ 駅 ・ 行政他築家 ・ ンティホテル ・ 佐官級の 接点 ・ 首l 341日l

記念号 東海へ ・ 大阪府立 の可能性 の設備 街づくり * ・ II B有l設計 百年技術者

体育会館 作品集

・ 軟弱地盤 ・ 設備における ・ 中国地Hの展望 白 ・ III 合住宅の ・ 第 35 凶

・ ホテル物議 と基礎 LECと. ・ 建物の外装 ・ 都心居住 とひろしまの ・ 2 1世紀への ・ 制振* ・必日) ; >j {l モ リプレ山. ，'[11=- 妓術者 ・ 讃貨テレビ

・ 文化と恒町東 . 蜘聞も詰品 円レ ッシュ・ まち生み 照明 ・ を与える ・ 大阪府営普 ・ 800号f Z・

梅からの報ロ 作品集
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今月の. &紙

表紙デザイン/ 田村昭彦

企画/ 倉淵奈子子

建築写真ノ河合止措

・国立国際美術館

設 計 / 川 崎 消

施 工ノ安雌組ほか 3 U，) V

鍛 [ / I 97O' P

所在地/ 耽l I 1 市千lli 万博日E凶

・ にぎやかな公問の中で. ここ

だけ切り取られたかのような情

けさが、この美術館にはありま

す。現代美術を見るには申し分

ない環境と思っていましたが、

老桁化と交通の使の起きから、

04年秋には中之ぬへ務転が決定。

被された挫物は今のととろ l 'I f l
)

Jl Jの予定はなく、解体される見

通しです。大阪万博の記憶がエ

キスポタワーに統室、姿をmそ

うとしています。文化財として

i民μ するまでには歪らないこの

時代の鈍物が無残に成されるの

は忍びなく、新しい使い方を探

ってほしいと思います.

(合t閣僚千子}

・特集予告

1 月号/ 東畑建築事務所創立70

周年

2 月号/ 九州のプロジェヲト
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特集・

[ 設計・計図 部 門]

[ 構造部門]

4、

[ 設備部門]

[ 施工部門]

[ その他部門]

第49岡青年技術者

岸 田 雅 彦・潜在的ポテンシャJ レの“ かたち" への翻訳 12  
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有国 博 ・名古屋商科大学ミレニアムゲート、東海リース枚方配送センヲ一事務所棟、名 古 屋 国 際 高 校 中 学 校 一一 14
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安 岡 寛 治・泉佐野市総合文化セ月一、阿南市スポーツ総合セン歩、王子動物園新大型猛獣舎 、NP C? イッヲ

パーキンデ神戸元町、阿南消防組合庁舎、大湾市におの浜スポーツセンター 16  
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吉 塚 浩 史・宮本武蔵顕彫「武蔵武道館J 、竹野町庁舎、舞洲内貿易i阜頭H S-6、4号上屋 18  
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三次市立図書館、広島県立ふくやま産雛交流館“ ピンデローズ" 19  

竹 馬 聡 ・びわ湖水ール、ケアプラザ新居浜、{ 仮 称) 青少年文化創造ステーション 20 
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加 賀 尾 和 紀・マタニティヲリ二ック渡辺、桂川レディースクリニ y ク、金剛病院 23  

鈴 木 直 幹・損傷制御設計の適用と、鋼材系制震タンパの段計法確立 24 

中 塚 光一 ・大規慎複合商業施設の構造設計~雛浪再開発A- 1地区商業棟、 J ( リ? フリー帥抗措術~階段室

型共同住宅周工レベ一宮ーシャフト 25 

尾 上 清 治・湊町リパープレイスの4構造設計および工事監理 26 
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井 上 雄 二 ・半導体製造施般の分子汚染防止エンジニアリンチの計画と実施 31  

今 井 敬 ・集合住宅におけるく体プレキャスト構工法技術の開発と展開 32 

佐 野 匡 史・繁華街における既存地下躯体がある場合の逆打工法 33  

古 場 覚司 ・集合住宅における地上錨体帰第工法の改善 34 

大 西 良 広. 免震強物普及のための周辺技術に関する研究・開発 35 

大阪市中央公会堂の保存 ・再生特集・
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大 阪 市 中 央 公 会 堂 48 

大 正 浪 漫 を 次 世 代 へ ー 中 央 公 会 堂 保 存 ・再 生 事 業 一・豊田幸一 52 

大 阪 市 中 央 公 会 堂 保 存 ・再 生 工 事 の 竣 工 に あ た っ て・渋谷康雄 53 

随 想 - 大 阪 市 中 央 公 会 堂・林野会孝 54 

『保 存 さ れ た』大 |仮 市 中 央 公 会 堂・福田晴虚 56 

中 央 公 会 堂 保 存 ・再 生 工 事 完 成 ま で の 道 程・太白隆信 58 

乙 れ ま で に 改 修 さ れ て き た 履 歴 の 概 要・宍道弘志 59 

保 存 と 再 生 の 工 事 概 要 ・宍道弘志 60 

ホ ー ル の 活 用 整 備 で 当 初 を 凌 ぐ・橋本健治 62 

保 存 修 理 の 実 践・橋本位治 64 

免 震 レ ト ロ フ ィ ッ ト の 概 要・西村清志 65 

設 備 の 改 修 経 過 と 保 存 再 生 の 概 要. 合図洋一/ 島田和幸 68  

保 存 - 再 生 工 事 の 施 工 概 主 主・小林悦夫/ 保地洋志 70 

配 置 図 、 平 面 図 、 断 面 図 、 建 築概 要 、 設 備 概 要 刀

第 3 回 読 者 と 選 ぶ 「 建 築 と 社 会 賞J 実 施 要 項 _ r日 本 建 築 協 会80年史1917- 1996J 頒布 !

木津かぶと台( 第 3 期) 4  

ダ イ ヤ モ ン ド シ テ ィ テ ラ ス 6  

創作家のアトリエ- SI LVER ARK- ( 大窪健之+v邸設計W G) ・居内章夫 8  

掃除日 ・吉村篤ー 景観行政・新たな展開 (6) ・倉橋正己 10  

志、そして 、見本となる大人・種村俊昭 職人の技と工業化の共存. 増地秀夫
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Eヨ風

設 計 ・施 工・

竹 中 工 務 l苫

監 理・

京 都 府 住 宅 供 給 公 社

木津かぶと台( 第3 期)

この集合 Ｑ ｾ￬ 了セは、京古 Ｑ Ｑ ＩＨ Ｚ ＱＧ住 宅供給公社が ｼ ー数年前より ｉｊ￞ｉ 発を進めて

きた「木YI!かぶと台」日|地のt !"i 3 JUI;nl l同です。敷地は奈良県と; ; ( IfI I  

)( :J との県境にあり、なだらかな山必みを望む緑12かな地域に位凶し

ています。

第 3 JUI計画では、 6 事n5 0戸の住宅を 11泣け、第 1 .  2 刈! と合わせて

全 16倣 ・総戸数372戸の同地となりました。

;:n 3  J則は; i $t; I 1競技により新たなアイデアが求められたので、郊外の

W: ! t かな周辺広1境に立地する集合住宅として「永住J の新たな魅力

卜l けとして、敷地の中心にこれまでの川西iにはなか った歩行者り川

の「任のあるけ 1庭 J を設け、 ft .f'A! 川の外 ffil 宅 11¥] を魅力あるものとし

ました 。 そのヒで、最大奥行き Ｓ ｭ の大きなバルコニ一、ｾ ＡＡ｜ 梁 ｦ 凶時

五 Ａ ｩ によるハイサッシ 、 ｊ ヒ ｦ Ａｬｬｬｬ， ぽＧＭｩ＿Ｚの Ｑ ｾＵＢＧｊ .  IJ ト11. 次! 必を h玉めるフライ ング

IJjli Fなどにより、その泣かな外部空川を五五受できる住宅を ト|指 しま

した 。 この ｼ 二 地の良さを感じ、愛 ｊｦ を持 ってもらう Ｇｊ ｾ が「永住」に

つながると身えています。 (J 戸プランにおいては、居住人数の変化

に対して、水量! ! ! り等の集約により、ライフサイクルに対応した改装

も与え易いプランとしました。 また、立t 物白身の長) . f 命を実現する

ために、 Il E耐久世tの1∞年コ ンクリートや、免i ! { 構五!i を採J l l しました。

外噌には ｬ ｃ｜［作棟の流れを滅むタイルと ｊｾＧ こ「からし色」をアクセン

トとして配する Ｎｮ で、 ｬ 枕イ ｆ 住都ｾに刷 Ａ平日 しながらも、既存の街区に車 ｲｲ

たな息吹を吹き込むす ｊｾ を引 ｬ いました 。

所在地一一一京都府相楽郡木津町兜台5 T目

敷地面積一一一16，013.35 m

建築面積一一一 4，846. 61 m 

延床面積一一一18，646. 31 雨

情造規模一一- R C、5F

工 期 一 一 一2001年 6 月- 2 0 0 2年 8 月

怠寄駅ーーー近鉄京都線・高の原駅

i量 影一一一ー古川泰造

Ｈ奥村総樹Ｏ竹 ｉｾ Ｇ ｉ 工務 Ｑｭ





作E彊

Eヨ風

全 体 計 画.

東 畑建 築 事務 所

設 計 ・監 理・

大 林 組 本 后一 級 建 築 士 事 務 所

環 境 デ ザ イ ン・

R T K L イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

デ ィ ・ブ レイ ン研 究 所

テ ッ ク ・ア ー ル ア ン ド デ ィ ス

大 林 組 本 庄 一 級建 築士 事 務 所

施 工・

大 林 ・東 急 ・飛 島 ・銭 高 ・奥 村 共 同 企業 体

ダイヤモンド、シティテラス

ダイヤモンドシティテラスは、 JR伊 丹 駅前 の 工 場跡 地に計画された

ショッピングセンターである 。猪 名川 ・駄六川 という こつ の川 に 挟

まれたこの敷地 において、再開発地区計画制度を適用し、緑豊かな

公 園 - 緑道などの周辺整備 とともに、中心市街地の拠点形成にふさ

わしい新しい都市環境の形成を目指した。延而; f i ' l l 5万n J ' 余 りの建物

は照 伊丹駅とペデス卜リアンデ y キで接続する事で駅からの利便性

を図り、また駅を挟んだ西側 地区ともデッキで連絡する事により、

市街地 の歩行者ネッ トワーク形成に寄与している 。

35印n を超える長さのファサードは、市街地 のスケールに合わせ綴々

な 宏wの壁面やガラス商で分節、内部の多様なJj 匝設それぞれの fl1只J

を表現しながらも、屋上に設けた飛行機の爽を忠わせるキャノピー

で一体感を持たせている 。 ガラスカーテンウオール、半屋外のガラ

ススクリーン越しに賑わいを顕在化させた外装は、アースカラーを

基調に樹木の「緑J 、水・空をイメージさせる「苛J を用いること

により、周辺環境との調和Iと未来を予感させる部会的な華やかさと

の融合を図っている 。

ｾ物内部は核庖 命ｉ￬ ジャスコと大型専 門病 ・シネマコンプレックスの

2 核 を 専門脂モー ル で 結 ぶ布1¥1J戎にしている 。長さ 180 m、 3 ) 01次抜

けのモールは緩やかに弧を描 き、各フロアがセ ッ トノ f ックするダイ

ナミックな桝成とし、樹木や雲など、 抽 象化 した自然をデザイン・

モチーフに、軽やかに浮かぶ屋根 ・ハイサイドライトからの柔らか

な光あふれる空間としている 。

( 神 道 治 ・守f 田 f 己・山田修司/ 大林組)

ダイヤモンドシティの21世紀最初のプロ ジェク ト、 地域に貢献する

多機能scとして開発された。

" i ' J t k : Wされた感性との出会 い" をコンセプ 卜に、 JJ; 1境デザインに米

I'fi lの RT KU上を起問し、コラボレーションを図る事により、今まで

に ｾｾｴ い析が『かつダイナミァクなデザインと宅問を計画、次世代型

scを指向した環境づくりを実現している 。

( 玉位喜久加! 燦';Vj 人/ ディ・ブレイン研究所)

所 在 地 兵庫県伊丹市天津字藤ノ木80

敷 地 面 積 一一一 61 ，31 9.45 m

建築面積 一一一 36，668.5 2 m

延床面積 一一一 151 ，729.0 9 m

構 造 規 模 一一一S 、5F、B1F . P1F  

工 期 一一一2001年 11 月- 2 0 0 2年9月

寄 駅 一 一 一 J R福 知山線 ・伊 丹 駅

渇 影一一ー上諸尚美( 左頁、右頁夕景) 、野口費量史( 伸和)



す
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掃除 [[ 景 観 行政・新たな展 開 (6)

吉 村 篤一

わが家ではお正月を迎えるための準備として、 30日は私の兄

弟の家族が集まってきて、にぎやかに昔ながらの石臼で餅つき

をする 。 また大11毎日には女性陣はささやかなお節料理の準備を

し、男性陣( 私一人) は、家内外の掃除をする習慣になってい

る。普段の掃除というのは掃除機で床面のほとりをとることが

ほとんどであるが、暮れの掃除は床だけでなく、ガラスふきゃ

いわゆる“ すすはら L ゾといって、もともと「煤を払う」とい

う意味であるが、天升判ー近にある蜘峠の巣等を取り除く作業も

するごとにしている 。 この作業は一年に一 、二度しかしないの

で、だいたい天井と壁のまじわるあたりに、土蜘蚊のやその他

小さな虫が巣を作っていることが多い。 それらを取り除くのが

年一回の “ 楽しみ" でもある 。 それは、動物( 虫) の巣の作り

方がよく分かるからだ。動物( 虫) の巣は最小限の材料で、最

大の空間を確保できるように考えられており、天井と皇室のまじ

わるあたりの“ すみっこ" に作られていて、しかも取り除きに

くいのである 。 乙れは囲碁の手法の隅から陣地をとっていくの

と似ていて、本来の動物の棲みかのありかたを示している 。

人間も動物の一種である以上、これらの小さな虫の巣から私

たちの住まいの原点について学ぶことがあるはずで、ある 。読 者

諸兄もぜひ暮れには大掃除をして、住まいの原点を学んで、みて

くださ t ｾ ｯ＠

奈良女子大学生活環境学部人間環境学科教授

志、そして、見本となる大人

種 村 俊 昭

職業についての自論あるいは、; 弔' に心掛けられたらと思うこ

とがある 。 それは、実に単純なことで、職業と大げさにとらえ

なくても 一つの行為として考えたH寺、まず、目標( 目的) があ

り、それを達成するための方法があるという単純な関係である。

織業において、目標とは、生活の粧というのが第 1 に出てきそ

うであるが、それは、結果としてついてくるものでありたい。

あくまでも目標は以下の言葉に込められたものでありたいもの

である 。すなわち、大志、夢、人そして社会への思い、情熱、

感動、貢献、達成感、精神的満足感等々 。

これらの人の気持ちを動かす心を持ち統けるととが、まず大

切であり、すべての職業に共通な基本的なものでありたいと思

っている 。次にそれらを実現する方法そのものによって職業の

種類が広がるものと考えられる 。すなわち、物を作ることで実

現したい人は、設言|ー家、大工、彫刻家、料理人等々になればよ

いし、音楽で表現したい人は、音楽家、歌手等々になればよい

し、政治で実現したい人は政治家に、教えることで実現したい

人は教育者として、等々 。

現実離れしているという批判や何を今更という感があるかと

は思う 。 しかし、あまりにも今の日本の状況、すなわちその“ 目

標" が政治から企業、個人に至るまで、消耗的で私利私欲的傾

向が強く、精神的あるいは文化的側面が希薄な事態がマスコミ

を通じて、そして、身近で、見聞きし、将来に夢馳せるべき子供

たちに見本となる大人があまりにも少なくなってきている状況

を鑑みれば、あえて聞い直す必要があるのではないかと思う 。

特に発注者を含めた建築関係者において。

日本設計関西支社チー 7 ・アーキテヲト
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倉橋 正己

今回は「市民全体の景観づくり」についての取り組みを二つ。

その一つは「乙うべまちなみゼミ」 。

今や手軽に海外や圏内の旅行に行ける H寺代。旅先で優れた街

並みや景観を体験する機会が増えている 。市民のiif 観に対する

意識が高まることは、景観行政を進める上で、の力強いl味方にな

る。 乙の味方を嶋ゃそうと始めたのが「こうべまちなみゼミ」

で、今年で 3 年目になる 。市 民一人ひとりが自ら身近な景観づ

くりに取り組めるよう、景観に対する怒識啓発・知識の習得を

することを目的としている 。 そしてゼミ修了者を「まちなみサ

ポーターJ として地元で景観形成に関する取り組みに繋ぐ。

二つめは「景観形成市民協定」 。

景観は地域の個性や文化の表れでもあり、景観という視点か

らまちへの愛着や誇り、そして活気を取り戻したいという活動

か各地 に起こっている咋今である 。

それを具体化するには市民、企業、行政という異なる主体が

協働できる仕組みが不可欠である 。 そこで神戸市は条例に基づ

く「景官Ｚｬｖｲｾ成市民協定」と ｌ 、う制度を用 ｍ した 。

地域の身近な禁 制f3成上のルールを住民間で協定を結び、市

長が認定する 。つまり協定地域内で建築をするときは事前に計

画を地元の協定迎営団体と thZ議するというシステムで、行政は

団体の活動を支援する 。強制力はないが、市民主体のまちづく

りとしては優れた制度で、現在 5 地区で協定が締結されている。

まちを創り、まちを変えていくのは市民であるという当たり

前のことをJ俗隼してしミく支媛メニューがようやく整いつつある。

神戸市都市計画局アーバンデザイン室長

職人の技と工業化の共存

増 地 秀 夫

新しい時代のモノづくりを求めて、工業化と人の技の共存を

テーマとして、刑] 紙 ・漆等の素材や指物・経師毒事の技を現代に

取り入れるなど数々のトライを行ってきましたが、先日、キッ

チンメーカーのイメージリーダーである「トーヨーキッチン」

の工場見学をさせて頂いた時、私が求めているこれからのモノ

づくりの一端を見せてもらったような気がしました。

「生産量は職人の数で決まる」という工場長の言葉が「職人

の技と工業化の共存」を如実に表していました。 多種多様な新

しいキッチンライフの提案を可能にするために複雑な形状をし

たシンクの生産現場は、機械と職人の技がコラボレーションし

ているようなモノづくり方法で、職人技のシンク加工は絶対真

似できないと 豪語する反面、木加工は有印底した工業化。 また、

素材の多くは世界中から集められているとはいえ、 3 ヶ月待ち

6 ヶ月待ちも許されるという、そんな強気の国内メーカーがあ

ったでしょうか。

価値の基準が変化し、画一安師な工業製品から、オリジナリ

ティを追求する個性重視の自分価値へと移行してきている成熟

社会でのモノづくりは、 との例のように、機械と職人の知恵と

技との共存こそが、鍵を握っているような気がします。社会の

変化 は、必ず技術が先行し、システムが変化 を遂げることで定

着していきます。 これからの社会を変化 させ得る技術とシステ

ムを求めて更なる追求をしていきたいと願っています。

積水ハウス (株) i商品開発部内装設備設計室長

建築の眼



青年技術者選考委員会総評

選考委只長 設 楽 貞 樹

長ヲ| く不況や、北朝鮮問題と H音い話題ばかりが自

に付く昨今ですが、先日伝えられた二人相次いで

のノーベル賞受: 立の報は久々の明るいニュースで

した。 なかでも 化学1' 1: の田中耕ー さんは本人も

“ 寝耳に水" と言うほど全く注目されていない中

での受1 ' 1 : で、あらためて選考委員会の「権威や名

声にとらわれずオリジナリティーのみを評価す

る」という確固たる選考姿勢に驚いたと同時に、

1!&J 1Aをいたしました。

人を選考するということの丞みは、われわれの背

年技術者選考委員会も同じです。今年は41人とい

う過去最大の応募がありました。いずれも優劣つ

けがたい籾鋭ぞろいで、 10名のベテランの審査委

員も選考に苦慮しましたが、議論を重ねた結果24

名の方が選考されました。選ばれた方は今後も青

年技術者の名に恥じないよう、なおーj習の精進を

願いたく思います。残念ながら選に漏れた方も僅

少差で及ばなかっただけなので、落ち込まず次の

チャンスを狙ってください。

委員長としての感惣を一点だけ述べると、応募者

の中で自身の関与度が読み取りにくいプJ が意外に

多かったことです。設計は一人の力で完結できる

ものではなく、大手設計組織なら会社の方針、ア

トリエ事務所なら主主存者の意向が作品に強く反映

されていくのは仕方ないことだと思います。その

中でも、どのポイントで自身の思いを実現させた

のか、( ノーベル1 ' ¥・ではないが) どこにオリジナ

リティーがあるのかを積極的に諮っていただきた

い。これは、来年応募される方にお願いしておき

たいと考えます。

設計・計画部門/ それぞれの設計組織に背まれた

青年の志が、応募に際してどのように独自性をも

って表現されたか。それは、担当した他人と属す

る組織とが社会に対してとった応答の証しとみて

応募の状況と結果

部門 設計 ・計画

応募数 22 

入選数 12 

構造

7  

4  

設備

6  

4  

よい。紙上に印されたそれらの重い諸事実に対し

て、あえて選出の結よp : を読者に| 問うている 。が、

選出の観点は複数で、幅があり、選の内外は相対

的な差異にほかならない。ことの大小でありたく

はない。自らの取り組みの姿勢が客観的にすっき

り表明されているとよい。紡来として、この|時代

の背年のありょうが去11r: Pされるのだから。実務に

取り組み始めて約10年1111のJoc栄は、いつか振り返

ったとき、自らの背骨になっている ことに気付く

だろう 。

私個人としてはとりわけ塚田、加賀尾、小川、有

田の諸氏、そして選外にはなったけれどH君に共

感できたことをここに付記する。 ( 橋本健治)

構造部門、その他部門/ 応募は、青年技術者とし

てふさわしい力作ばかりであった。その中で明暗

を分けたのは、自分がよ|ミたした役割を明快に記述

し、担当した建物の課題に対してどのような構造

的手法を用いて解決し、その結来、建物の空間が

どのように優れたものになったかなど、プレゼン

テーションの優れた人が選ばれた。

高速道路や鉄道が敷地内にあり、複雑な形状をし

た建物の構造設計から工事監理までを手がけ、問

題解決のための実験や実iJIIJ を通じて自分の役割を

明快にアピールした尾上君、座周補岡I j プレースを

用いた制震構造の設計法及び開発に関して簡潔に

まとめた鈴木君、免民建物の周辺技術の開発に取

り組み自分の担当した純聞を簡潔にまとめた大西

君などは早々と当選を硲尖にした。

今回、残念ながら選にもれた人は表現に工夫をし、

再度挑戦していただきたいと思う 。それほど内容

的には僅差であった。( 八木貞樹)

設備部門/ 提示作品の内容以上に、本人が関与し

た程度、役割、立場等に重点をおいて選考した。

入選 4 氏には、自ら新しい提案を行い実現するた

めの積極性が感じられた。

井上氏は提示作品への関与l度がやや分かりにくい

が、分子汚染防止において能力を発揮されている。

施工

5  

3  

その他 計

41 

24 

牛尾氏は快適性と省エネ性を両立させる積極的な

取り組みが評価された。瀬川氏は笑施設計、工事

監理li において自己の能力を発揮されたことがうか

がえた。山下氏はアトリウム空間の性能評価に的

を絞られ、本人の成果カf把握できた。

U氏は施工段階における揚重合理化提裟で許制で、

きるが、 ￭ｗ ｩ 新性という観点並びにその他の ｾｉｈｩＧ￭ 関

与の，; 己述がなかったことが↑ 苦しまれる 。N氏は最

新のオープンネットワ ークへの取り組みと着眼点

は評価fi できるが、システム全体の問題点の克服と

いう観点の記述がなかったことが惜しまれる 。

( 穴吹隆)

施工部門/ 今井氏一一複合工法の採用にあたって

はPCal 振の組み合わせにより叡知があるが、柱 -

梁一体化工法をはじめ段差音11分についてもアイデ

アが良〈検討されている。佐野氏一一市街地の軟

弱地披における既存地下WJ ! 家が残った状況の中、

経験を生かしたち密な計画がされ、また工事中で

の施工t 1 ; ・型にも見るものが感じられた。EJ : I ; ; -

大規模市街地再開発工事として工期j 短縮のための

あらゆる手段を検討しているが、結よ| ーだけではな

く、もう少し具体的に実施した方策を記してほし

かった。S氏一一若手社員の育成 ・教育というこ

とで検討されているが、ベテラン社民の例人のノ

ウハウを入れ込むとか、若手社員の豹工から竣工

までのマニュアルとして形成されているとか、も

うー工夫がほしかった。古場氏一一日} ( ' j マンショ

ンのPCaイヒは当たり前という考えは、コスト而で

考え直さないといけない問題である。 コストを考

え在来工法との併合を考慮する必要と、 PCaにつ

いてはサイト PCaとして良く考えられている。

(林 一彦)

第49回青年技術者選考委員会

設楽良樹/ 安井建築設計事務所取締役設計部長

三輪成ー/ 神戸大学助教授

m本健治/ 坂倉建築研究所大阪事務所執行役J::t

雛波正人/ 竹'- 1-'工務j苫役只補佐

相ｾｬｔＺ ｨ Ｇￇｦ弘 Ｏ ｉｉｈ 利設 Ｗ［ Ｍ Ｑ ー執行役只

rpi1'功 J ミ/ 大阪大学大学院教授

八木氏樹/ 大林組本庖建築設計部部長

柴山知広/ 日建設計設備設計室長

穴l次 隆 消水建設関西事業本部設計第 3部部長 (設備担当)

林 一彦大成主J ! 設関西支庖建築部部長

梅原弘記大林組本広建築工事企画部部長
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設計・計画部門

書 し だ ま さ ひ こ

岸 田 雅 彦

生年月 H Ｑ 割 ｩ Ｗ ｾｾ 7月6 日

ｬ 止終 ｾｈ 君 " 旬年大阪府立大学段学部良業J:

学科緑地計画工学講座卒業

xi 歴 ゆ卯i l'(側附和設計入社

主な姐当業務

1991-93 丹後町古代の些基本;{"I蘭 - !ll!穴

式住}i! H耳元闘地設計

1994-95 A駅北地区市街地再開発等調究

( A .  s 調査)

1995-98 H団地主J l 符i調査・再生基本方針

1998-99 文化的資源まちづくり稲川調査

1999-∞ 小野市ひまわりの丘公闘基本栴

: ¥! ! - 実施設計

2000-01 徳山県西井川相知農村公闘

実胤設計

- 青年技術者のこと ，;(

揃いの法被をまとった男衆にふとん

太鼓が曳かれていく ... 。

心ない事件があたかも日常の習わし

のごとく日々の紙面を娠わしている

昨今、この綿々と受け継がれている

地域行事に触れ、その活力にどこか

神々しい輝きを感じ 、高揚した気分

になるのは何故でしょうか。

個性豊かなまちづくりが叫ばれてい

る背景には 、都市の没個性化を遠因

とした地域コミュ ニティの希薄化を

はじめとする諸問題力f垣間見えます。

このような中で、地域固有のたたず

まいの再槍築、自然環境との調和と

いった視座を通じて、真の豊かさを

実感できる生活環境の創出がこれか

らの都市・地域づくりにおける重要

なテーマであると考えます。

現在、周囲のあたたかい理解もあり 、

都市 ・地域づくり計画から (公園)

設計に至る幅広い業務に参画する機

会を与えられていますが、いかなる

業務においても、このような課題意

識を持って、“ おらがまちの誇り" の

掘り起こし 、新たな魅力の付加に微

力ながらも貢献し得るよう切瑳琢磨

に努めています。

まだまだ修練の道は始まったばかり

ですが、これからも真筆な姿勢で都

市 ・地域づくりにかかわっていきた

いと考えています。

- すいせん者

久保田弘昭

昭和設計取締役都市計画部長

潜在的ポテンシャルの“ かたち" への翻訳

個性豊かな都市 ・地域づ くりに向け

て、表層的な計画条件への対応のみな

らず、地域独自の隠れたポテンシャル

や潜在的な要求 ・条件を掘り起こして

統合化し、明もたち" として空開化する。

以下の業務では 、計画からものづ くり

に至る多様なフェースにおいて 、この

ような視点からの取り組みを試みた。

- 地域うしさの “源" を掘り起

こす計画的アプローチ

「文化的資源まちづくり活用調査業務J

では、 地域ら しさの織成要素 「文化的

資源J を介したまちづくりへの計画的

アプローチ手法を提案し 、モデル地域

における具体化を試みた。

( 1  ) 文化的資源の理念

地域らしさの拠り所として狭義の“ 文

化" の範鴫を超えて 、「地域住民が心

豊かに人間らしく 生きる生活そのもの

を支える特色ある地域環境j を 『文化

的資源j と捉えた。

( 2  ) まちづくりへのアプローチ

①まちづくりのきっかけをつくる

地域らしさの醸成の担い手は 、地域住民

自身である。官民協働型まちづく り推進

のためには 、目標像や役割分担の共通認

識化が不可欠といえ、対話と相互理解

のテーブルづくりが第一歩となる。

②取り組みの意味と目標像の共有化

「文化的資源j の掘り起こしを地域住民

自ら行うこと 、またそれ自体が地域環

境を向上させる文化的取り組みである

と認識することにより 、まちづくりへ

の誇りと 目的惑が醸成される 。それら

の活動を通じて、地域の将来イメージ

(目標像) を共有化することが重要とい

える。

@身近なと ころから手をつける

既成市街地においては 、危急の課題が

存在しない限り 、大規模な都市空間の

再構築が可能な場合は稀である 。よっ

て「現状修復型の空間秩序の再構築J

「生活秩序 (意識) の共有化」が基本テ

ーマといえる。

①文化的資源活用型まちづくり理念の共有化

②地織固有の f文化的資源j の抽出 監理

官民協働の対話

テーブルの霞置

優先的に実現化

すべき事項への

取り組み

" 0  

③文化的資源を活用した地域将来イメージの対話

④地域の目標像( ソフト・ハード) の合意形成

地i或まちづくり指針( ビジョン) 素案の策定

⑤実現化方策 ( 役割分担等) 、優先順位の検討

三之二

行政 先導的事業の推進、地域住民活動の支援

地域住民身近なまちづくり活動、地域住民啓蒙

く〉

まちづくり活動→地域まちづくり指針の地戚 I : 文化的資源活用型まちづく

の高次化 住民による熱成 I  : りの他地織への波及 '  

文化的資源活用型まち づく りの推進フロー

- 地域特性をまちの骨格として再

構築する

rH団地再生基本方針策定業務J では 、

再開発型の地域再生計画に際して 、潜

在化した地域特性を新たな空間基軸と

して再矯築する将来像、すなわち、

・背後の山並みへの眺望輸になり、生

活サービス施設の連担した緑豊かなブ

ールバール空間 (東西軸)

・ウォ一安 一フロン卜立地を意識させ

る幸財く性の高い遊歩道 (南北軸)

を骨格とするまち空間、立地特性に根

ざした地域らしさの表出する生活舞台

づくりを提案した。

- 地域特性を景観要素としてデザ

イン化する

「ひまわりの丘公園整備計画 ・設計業

務J では 、地域住民の愛着の慈成を主

眼に、 『地域らしさの表出した絵になる

風景j を景観要素として内在化した公

園空間デザインを試みた。

愛着のある空間として日常的に利用さ

れることで 、公園はより魅力的な空間

となり、その存在意義を発揮する。



設計・計画部門

た け だ よ う す け

竹 田 陽 介

生年月日 l恒i7年4月6 日

J u終学臆 JJ(郎大学大学院工学研究科建築

学第二専攻修士課桂修7

!:11 H置 1993
S
料開守"i' 工務応入社

1994年間本社開発計画本部

町目的年同大阪本j占設計部

2∞2S1'同本社プロ ジェク ト推進本部

作品経歴 ニッケパークタウン第 2J Ul 3t商

受賞

六甲山活性化計画

セカンドイン悔回計岡

C市街地再開発事業基本計画

X ドーム計画

西梅1I I 都ili 再開発計画l など

1995
1
1' f夢シティ 21への提言ー阪神大震災を

こえてj 専門家部門優秀賞

1999
1
1'  ftl 宅生産復興財問主催第16閉まちづ

くり設計鏡抜j 入選

- 青年技術者のことぱ

土地区画整理事業の仮換地を受け 、

区画道路が付け替えられた新しい敷

地形状が姿を現した。建設工事中で

ある現地に立つと 、事業主そして行

政担当者とともに検討を重ね、共に

思い描いた街の姿に徐々に近づきつ

つあることを実感する。

多くが長期間に及び、社会環境等の

変化により計画の見直しを余儀なく

されることもしばしばである都市計

画プロジ.工クトにおいて 、その過程

で次々 と現れるハードルをクリアし、

当初思い描いた理想を現実のものと

させるのは、私は計画者の計画に対

する「こだわり」と「柔軟性j であ

ると考える。この一見対極にある思

考を臨機応変に使い分け、 Iこだわり J

と I柔軟性j の両側からのアプロー

チを繰り返しながら 、その一方で大

所高所からの常に一貫した「計画へ

のこだわり j を確固として保持し続

け、計画推進に当たる姿勢が重要で

ある。

私はこの業務を通じ 、単純な計画論

を超えた多くのことを学は。せていた

だいた。事業主や行政担当者などお

世話になった方々にお礼を申し上げ

るとともに 、今後も「こだわり j と

「柔軟性j の両輪で、理想のまちづく

りを追求していきたいと思う 。

. すいせん者

佐々 木正人

竹中工務盾営業本部

プロジェクト推進本部長

西梅田都市再開発計画 ｾＲ つの制度手法を活用した都心再生プロジ ‘ 工クトｾ

西梅田都市再開発計画は 、ヒルトン大

阪とハービス大阪に挟まれた 、大阪駅

の南西に位置する地区において、都市

基盤整備、都市環境の形成、建築計画

の誘導を図ろうとするもので、 1980年

代よりスタ ー 卜した西梅田地区貨物ヤ

ド跡地のまちづくり計画の延長線上

にあり 、西梅田のまちづくり (オオサ

カガーデンシ ティ) の集大成として位

置付けられる都市開発プロジェク卜で

ある。

①敷地整序型土地区画受理事業 (西日

本初) と再開発地区計画制度の合併施

行

②地上 ・地下を立体的な多 目的広場と

従 前

従 後

。
! l i 行者専用通路

(プロムナード) (地区施設)

幅員 10m (有効5m) 総延長約 160m

l壁面撞週障の内閣については、

撞物2眉分程度が屋内通路となる) 中央郵便局

地下通路 (車路)

- 基盤整備、都市計画、用途企画な

ど広範囲の役割を果たす

当計画で私は 、民間資本による公共性

の高い空間整備と都市の機能更新を行

うことを 目標として、そのために必要

な様々 な企画 ・検討 ・調整を行った。

・敷地整序型土地区画整理事業の適用

区画道路の廃止、その付け替え道路

(街区南側道路の拡幅、街区東傾11幹線道

路の 1車線拡幅) の整備友ぴ敷地のス

ーパーブロ ック化を敷地整序型土地区

画整理事業の適用により行うことを提

案した。それにより 、公共空間の適切

な整備と、公共減歩の最小化という事

業主ニー ズの両立が実現した。

・地下接続によるアメ ニテ ィ豊かな地

下空間の実現

西梅田地下歩行者道路及び地下鉄西梅

田駅コン コースとの接続を 、その公的

意義、接続幅員の根拠等を整理した上

で、事業主とともに 4 ヵ所での媛続を

提案し 、関係各局との検討 ・協議を経

て、実現へと漕ぎ着けた。閉鎖的な既

存の地下街空間に 、地上の光と風を取

りこみ、開放的でアメ ニティ豊かな地

下空間が実現、地下環境の劇的な改善

が期待されている。

・再開発地区計画の都市計画決定

土地区画整理事業区域全体を 、1990年

に都市計画決定されていた西梅田地区

再開発地区計画区域として編入するこ

とにより 、大阪駅前という都心に相応

しい都市環境の形成、建築計画の誘導

を図る計画とした。特に 、計函区域の

北東 コーナ一部分を地上と地下を一体

的空間とした立体的な多 目的広場とし

ての地区施設 (各約1，000m' ) として位

置付け 、大阪駅前の顔に相応しいダイ

ナミ ックな空間形成を図る計画とした。

私は事業者と行政との聞に立ち、検討

と協議を十分に重ねることで、 再開発

地区計画の都市計画決定へと結実させ

ていった。

13 
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あ り た ひろし

有 国 博

生年月日 196711'7月 19日

hl 終学l躍 ｍ Ａｊ ［ｴｾ 術大学大 学 院

ill 築jjj 画専攻修士説l程修了

業 歴 l的鮮民間守中工務応入社

現在、 大阪本/ ，1; 設計部主任

作品経漉

I99SSl
o  附村病院白菊奴

1996lF  1Kl前写其場

1998年東海リース枚方配送セン ター

事務所七ｾ

1鈎8年 ｾ ＧＵ ｊＺｾ 鎚八邸

2飢均年 名古属商科大学ミレニアム ゲート

Ｒ ∞ ｾ ｉ ￵＠ 名古1属国際市校 ・中学校 (施工中)

- 青年技術者のことば

古典的かもしれないが、設計という

行為は、「場所性J を十分に読み込む

ことから、すべてがス空 卜すると

考えている。

建築の建つ場所には 、それぞれ特異

な土地の形質や歴史、クライアン卜

の要望や社会的な価値など 、様々 な

「背景」があり 、その特性を読み込む

ことは 、建築というモノ・コトを生

み出す上で、最初の手がかりとなる。

もちろん、読み込みに「正解」があ

ると楽観視しているわけではないが、

むしろ 、それが難しいからこそ 、自

を凝らし 、耳を傾け 、できる限り正

確に読み込もうとする姿勢は欠かせ

ないのではないかと思う 。また、「読

み込んだこと j を解釈し空間として

創ること 。人々に様々なかたちで

「新たに読まれるものとして書く」技

術が、設計の技術なのではないかと

思っている。

その技術の取得のために、豊富な空

間経験や材料への好奇心、文化への

理解、自然への愛など 、奥深い探求

を求められているように感じている。

建築は 、建ちあがった瞬間から、そ

の場の「新たな背景j となり、そこ

にいる 、それを見る 、それにかかわ

るすべての人々に少なからずの影響

を与えていく 。その責務を受け止め

て、今後も活動を進めたいと思う 。

. すいせん者

黒川省二

竹中工務庖大阪本庖設計部長

名古屋商科大学ミレ二アムゲート

東海リース枚方配送センター事務所棟 名古屋国際高校- 中学校
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お が わ か お る こ

小 川 薫 子

生年月日 1972i 附月3日

最終学歴 1995年奈良女子大学家政学部住居

特博業

業 )g 1995if-J11崎消+ 環境・建築研究

所入社

作品経歴 ゆ96年最稿寺弁財天大仏堂

ＱＹＹＷｾｆＮＨｬ 取環境大学

1999年烏丸御池公衆トイレ

2飢帥年小松駅周辺文化施設

(仮称、施工中)

- 青年技術者のこと ぱ

建築は、情報化 ・オー トメ ーション

化が加速していっても、常に実体の

ある、オーダーメイドの「もの」と

して存在します。敷地条件、クライ

アン 卜の要望、デザイン性といった

様々な条件 ・制約をバランスよくク

リアできる最適解を探し求め、現実

のものとしていく行為が設計だと思

います。その最適解は、ふと思い付

くこともあれば、何度もス 9 ディを

重ねて「発掘J できることもありま

す。宝探しのようなもので、それが

設計者にとっての建築の魅力なので

はないでしょうか。

ただし魅力にとりつかれた設計者の

自己満足で終わってはいけないと思

います。社会にとって価値ある建築

とは何か。ひとつの建物の完成まで

には、多くの人々の労力と時聞が費

やされますが、使われることではじ

めて命を吹き込まれます。機能を満

足させた上で、空間構成や光 ・風の

取り入れ方によって、ユーザーにふ

とした安らぎや心の変化を感じても

らうこと 。質の高い空間をつくるこ

とで、質の高い時間までも提供でき

ること 。それが建築の価値を高め、

設計者としてできる社会貢献につな

がるのではないでしょうか。今後と

も、この想いをもとに、目まぐるし

く変化する社会に求められる建築を

模索していきたいと思います。

. すいせん者

川 崎 清

川 崎 清 + 環 境 ・建築研究所

代表取締役

、

鳥取環境大学

烏丸御池公衆トイレ

小松駅周辺文化施設

15 
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や す お か か ん じ

安 岡 寛 治

1967.年 6月15日生まれ

1986年 大阪市立工芸前等学校建築科卒業

1986
1
1' 側京畑建築事務所入社

業務H品経歴

2∞2年 大i'llili 立におの浜スポーツセンタ-

2001年 アース製薬研究棟

20C的年 阿南消防組合庁舎

19991F  NPCクイ ックパーキ ング神戸元町

1998年阿南市スポーツ総合センター

1997年 王子動物倒新大型主主獄舎

- 95年 泉佐野市立総合文化セ ンタ ー

1991年 瞥視庁渋谷繁緋J号庁舎

1989年 MA市十画

- 89年 武蔵野市総合体育館・潟水プール

- 青年技術者のこと ば

今、ものづくりという仕事を通 じて、

こんなことを感じています。

「オーナーj さんや「その土地・地域

性j との出合い。ユーザーさんとの

出合い。またそこで設けられるさま

ざまな与条件との出合い 。そして

現場関係者の方々との出合い。建築

はそんな多くの「出合いJ の中に存

在する偶然によ って生まれる物語な

のではないか? ということです。ほ

んの少し何かが違えば、そこには少

し遣う物語が存在する可能性がある

のだから・・・。

だからこそ 、私はその時々の出合い

を大切に建築に取り組みたい。それ

ら多くの出合いそして対話の中で 、

相手と向かい合い自分と向かい合う

ことで物事の本質を見極め 、自分な

りの答え (必然性) を導きだ し、 そ

こからものづくりをおこな ってゆき

たい。

「みんなの想いをカヲチにする j そう

した中、新たな出合いと物語が生ま

れる豊かな空間をつくることができ

れば、技術者として幸せなのではな

いかと考えています。

. すいせん者

松村孝治

東畑建築事務所建築設計室長

WOR K S  

阿南市スポーツ総合セ ンター

王 子 動 物 園 新 大 型 猛 獣 舎

NPCクイ ックパーキング神戸元町 阿南消防組合庁舎 大津市におの浜スポーツセンター



設計・計画部門

っ か だ と よ お

塚 田 豊 男

l揃年大阪市生まれ

199VF 京都大学大学院工学研究科建築学専

攻修士課程修了

I99VF 随砧建設開A/E 事業本部路築放Jt 部

入社

1998年間関西支応i l ! 築設計部配属

・業務・ 作品・受賞経歴

199311' S  x  L 住宅設計コンペ「チヤ ール

ズ・ダーウィンの家J ｉ ｾ 入選

1  995
1
f - 札幌パルコ外装リニューアル/ 広品

段原被合商業ピlレ

1996年 コスモスライフ本; 社ピル

1997年戸畑サティ

2α 均年近鉄新難波ピJレ

2∞l1F 世界救世教神戸教会ーグッドデザイ

ン賞受賞一

鹿島建設関西支脂建築設計季刊誌

10  P  E  NJ 編集長

2ωVF 中央復i l ! コンサルタンツ本社ピルー

日経ニューオフィス奨励ft (環筑m

受賞一

- 青年技術者のことぱ

「名は体を表すj と言われるように 、

建物も最終的には 、施主やユーザ ー

を表徴するものであって欲しいと私

は願います。終始クレバーな判断を

求める組織、底抜けの優しさを渉ま

せたり ダ一、挑戦に対する懐の広

い企業など、様々な人と話し合う中

から ニー ズを引き出し、その人たち

が垣間見せる「あく J のようなもの

を空間に織り込むことが出来ればと

考えています。その人たちのポテン

シャルを 引き出し、時にはその組織

の将来を見据えた提案や、これまで

の使い勝手とは違う新しい技術開発

を繰り返し行っていきます。

成果物である空間は、意外性のある

パティオであったり、立体的な陰影

を落とす祭壇、あるいは自然と科学

を融合させたオフィスであったりと

全く違った手法により表現してきま

した。ただ単に美しく見えるという

だけで、シャ ープでスレンダーな納

まりや形態的ボキャフラリーのみで

まとめるやり方は限界にきています。

施主やユーザー自 身が完成した空間

に身を浸すとき、特徴をよく捉えた

自画像のような感覚を抱いて建築を

楽しんでいただけることを密かに狙

いながら、試行錯誤のスケッチをこ

れからも行っていきます。

. すいせん者

山 田 元

鹿島建設関西支庖建築設計部担当部長

世 界 救 世 教 神 戸 教 会 (神戸 ・三宮)

近鉄新難波ビル (大阪・鍛波)

コスモスライフ本社ビル (東京・赤坂) 中央復建コンサルタンY 本社ピル (新大阪)
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設計・計画部門

ふ る っ か ひ ろ し

古 塚 浩 史

生年月1' 1 ｉｦ ｴｬ 踊 Ｑ Ｔｾ ｲｯ Ｕ 月 ＲＰ 日

fJ>t 終学l罷 平成 5年神戸大学大学院工学研

究科修オ課程修了

職 阪 平成 5iF(1閥If rJ布l設古|入社

業務経股

京都市n: I 働問住宅

ダスキンl次lIIi'1i!送セ ンタ ー

舞洲l均質叫1]ij' (HS-6号上屋

舞洲内貿1] ;1孤HS-4号上屋

西宮浜公営問I由

松下m工株式会制A &i iW自由技術セ ンタ ー

大原町宮本武蔵顕彰武蔵武道館

大原町平和の様

竹野町庁舎

リバー産業(仮称) リパーガーデンみなと通り

リバー産業{flii 称) リパーガーデン東大阪

- 青年技術者のことば

建築は出来上か.ったもので評価され

る。設計過程でいくら 苦労しでも 、

出来上がったものがすべてであり 、

途中のプロセスの紡余曲折、苦労は

誰も聞いてくれない。とはいっても 、

その結果を得る最終的には表に現れ

ないプロセスが非常に重要であり 、

さまざまなフェースごとのプロセス

の積み重ねで建築か完成していく 。

そのプロセスを進める 中で常に心が

けていることは、相手がどうされる

ことを最も望んでおり 、どういう答

えを期待しているかを考え 、対応す

るということである 。その対象は施

主やエンドユーザーであることが最

も多くなるが、上司であ ったり 、プ

ロジェク 卜のパートナー であ ったり

する。また 、その中でも最も重要な

対象の一つが、その土地であると考

えている 。計函敷地が持つ地域性、

歴史性を読み、どういう答えを望ん

でいるのかを探りながら設計を進め

るよう常に心がけている。

プロセスで手を抜くと決して良い結

果が得られない。それがわか ってい

るので手を抜けず、毎日苦しい思い

をしている。「産みの苦しみ」である。

これか らもこの「産みの苦しみ」に

耐え 、また 、楽しみながら愛される

建築を生み出していきたいと思う 。

. すいせん者

沼田亘

昭和設計取締役

'" 

舞沙1'1内貿埠 頭HS - 6 ・ 4 号上屋



設計・計画部門

た な か き み や す

田 中 公 康

Ｑ ＹＶＷｾｆ 兵 ｨｬｉｙ ［ ｜ 生まれ

ゆ90年京京理科大学理工学部卒業

199211' 東京理科大学大学院理工学部研究科

修士課程修了

Ｑ ＹＹＲｾｆ 日￬Ｑｬ ｩｬｬｴｮ ｴ 入 ｾｪ

日述jm: 3'十大阪設計箆

・位当した主なプロジェクト

1  992- 19941 i ト滋賀県立琵琶湖博物館

1994-{F  大阪協科大学天満橋附属病院

1994- 199告年 7 ' ) 7太平洋インポートマート川町

Ｑ ＹＹＵＭ Ｑ ＹＹＶｾｆ 九州国際大学文 化 交流センタ ー

1996年 目立造船南港ピル

Ｑ ＹＹ Ｗ ｾ Ｑ Ｇ＠ 三次i!i稲祉保健センタ ー ・三

次市立凶1'1飢

1997- 2蜘年広山県立ふくやま産業交流館

" ピァグローズ"

2∞l年 懇愛会奄美病院 ru世111)

- 青年技術者のことぱ

もの創りの歓ぴ。子供のころに誰も

が経験するものを作ることへの喜び。

私の場合、大工であった祖父、父の

仕事場が建築を志す原風景となりま

した。学生時代に見たギリシャの遺

摘、その光と影がっくり 出す風景、

ヨーロ ッパの歴史的な様式建築、 ア

メリカの近代建築群。その建築技術

や芸術的な僑成美に触れ、建築設計

を生業にと心に決めました。

あれから十余年、ク ライアン卜や多

くの人々と歓ぴを共有する新たな喜

びが加わりました。建築は特殊解だ

とよく言わ れます。同じ敷地、 同じ

要件でもクライアントや設計者の考

え方の違いにより建築は様々な様相

を呈します。求められるプログラム、

その時代、社会から求められる もの

が何か、今まで- 以上に深い洞察力と

スピードが求められています。

また、建築は人々や周辺環境に与え

る影響が極めて強く、常々責任感と

やり力f いを感じます。時代が社会に、

社会が建築に求めるもの、その時代

や社会が変化しても親しみを持って

末長く生き続ける建築とは…? 常に

自らに聞い続け、技術に裏付けされ

た確かな知識と考察力を磨き、私な

りの特殊解をかたちにしていきたい

と思います。もの創りの歓びととも

- すいせん者

川島克也

日建設計設計大阪設計室長

滋賀県立琵琶湖博物館 目立造船南港ビル

三次市福祉保健セ ンター・三次市立図書館

広島県立ふくやま産業交流館“ ピックロース，.."

19  



設計・計画部門

竹 馬 聡

生年月 ｉ ｾ ｉｾ ｦ 有 Ｑ ＴＲ 年 Ｗ 月 ＲＶ 日

i詰終学!躍 京都工芸繊維大学工芸学部建築

学科、平成 2年卒業

業 ｾ＠ 平成2年、勝佐藤総合計画入社

作品経雄

現住、政計技術系群 l則西事務所

主任

京都市元篠宮二条域新収蔵庫

須崎第 2地方合同庁舎

大阪市 (仮体) i'! 少年文化創造ステーショ ン

愛般労災特日IJ 介護施設ケアプラザ新居浜

滋賀県立芸術劇場ぴわ湖ホール

長崎県庁舎新聞l飢

大阪狭Il" li文化会館S AY A K Aホール

世帯マンダム本社 R& D棟

滋賀県立水環皮科学館

- 青年妓術者のことぱ

これまでに企画から基本設計 ・実施

設計、監理まで様々な仕事に携わ っ

てきた。そのすべてに共通して言え

ることは、「モノをバランスよく組み

立ててい く作業を積み重ね、最終的

に一つの結論を導き出す作業J であ

るということ。建築には犠々なファ

クターがある 。自然環境、地域性、

機能性、意匠性、時代性、コスト 、

。それらをバランスよく組み立て

る必要がある。ファクターの重要度

はそれぞれの計画で違うものである

し、バランスが悪いと出来上がらな

いものでもないが、出来たとしても

そこには何らかの違和感を残すこと

になる。様々なモノがバランスよ く

車Eみ立てられたときにはじめて良い

仕事が出来たと感じる。

様々な人とのかかわり合いの中で一

つのものをつくり 上げていく 。立場

の違う人々との関係の中で一つのも

のをつくり上げていくには、人間関

係のバランスも重要にな ってくる 。

限られた時間の中で仕事をこなして

いくにも 、バランス感覚が重要だ。

仕事と家庭とのバランスも考えない

といけないことも十分わかっている

が… 。

. すいせん者

山上義美

佐藤総合計画関西事務所

取締役事務所長

びわ湖ホール

(仮称) 青少年文化創造ステー シヨン



設計・計画部門

か わ の か ず ひ き

河 野 和 久

生l l' J HI I 蜘 年12月28日

M終学厳 l蜘同1稿本大学工学部旭築学科革案

業務経歴 199011'側刺腿築事務所入社

作品経歴

1991lF  大阪府以佐野市総合文化センター

1993年 相|両県大野城市多目的桜合施設

1江崎県農業大学校宿泊館

19例年 グラ ンメッセ熊本熊本産業展示場

1蜘 年 ウ イ ンズ八僑

IW f. 福岡県北丸州市モノレール駅舎

I蜘 咋大分県円出町保健編祉セ ンタ -

2000年 熊本県大il t町立図占館

- 青年技術者のこと ぱ

設計を進めるにあたり常に考えてい

るのは 、「形態 (デザイン) は機能に

従ったものJ であることです。

敷地の特性、要求条件及び自然環境

などを素直に取り入れ、施設を構成

してゆくことが大事であり 、奇をて

らった形態やデザインのみであって

はならず、形態の理由を関われれば

どこをとっても 、理にかな った返答

ができる建物でありたいと考えてい

ます。理にかなった施設備成や内部

空間は 、人々に素直に受け入れられ

ると思います。

また 、建築と設備の一体化を常にテ

ーマとしています。竣工後のクレー

ムは、ほとんどが設備に対するもの

です。よって、設計者のひとりよが

りで設計を進めずに、いかにすれば

メンテナンス性が良〈無理のない設

備計画ができるか常に心がけていま

す。しかし心がけていてもなかなか

上手くいかないのか現実で‘すが 。

形態は機能に従ったものと書きまし

たが、デザインを蔑にするつもりは

毛頭ありません 、美しいことは非常

に重要で 、常にテ ーマとすることで

す。これからは 、機能やデザイン面

のみでな く、 地球環境に対する取り

組みや人に優しい印象を与えるもの

づくりをして いきたいと考えていま

す。

. すいせん者

重松雄二

東畑建築事務所執行役員九州事務所長

グランメ ッセ熊本

日出町保健福祉センター

大津町立図書館
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設計・計画部門

てらにしのぶはる

寺 西 敦 敏

生年月日 1967年10月8EI

応終学歴 1992年名古屋工業大学大学院工学

研究科修了

栄 歴 199Vro総安井悠築股刑事務所入社

名古屋事務所設計部

作品経歴

神戸町立図1' 1館

多治見市生涯学習センナーfまなぴパークたじみj

特別餐護老人ホームすばる

福岡田I総合町民センター ruホール」

津島市立図技館

福岡町健! ) ; J ! 福祉センター

受賞

・福岡町総合町民センター ruホ} ルJ 一平

成10年度富山県建築1 t一

・1制市立図書館」械 I Vl ' 優秀! 照明施設支

部長奨励賞 、平 成 ＱＳｾｬ ￵ 愛知 ｉｗ ｩｊ Ｖ 回人にや

さしい街づくり賞一

- 青年技術者のこと ぱ

最近の建築設計において、よくコラ

ポレーション (共同制作) という言

葉を耳にします。現実に設計者とし

て作品を創り出す過程において、

様々な人たちとコラポレーションを

行っています。その形態も多様に変

化してきており 、最近はPFI といった

今までとは違った組織形態の中での

共同制作も出てきています。

人の持つ感性というのは十人十色で

あり、同じ空間でもいいと感じる感

性、悪いと感じる感性があると思い

ます。その空間にとって悪い感性を

ただ切り捨てるのではなく 、それを

糧に自分にはない異なる感性を磨き

上げ、新たな空間を創り出すことも

重要だと思います。実際は非常に難

しいと思いますが、一人の作業では

なく、共同制作の過程の中では可能

ではないかと思います。1華々 なコラ

ボレーションにおいて 、時には設計

者として夢が語れない、現実的すぎ

ると思ったこともしばしばあります。

これもいい空間づくりの一つのステ

ップだ と思います。ただ忘れてはい

けないのは、コラボレーションとい

う作業は重要だと思いますが、その

過程の中で埋没してしまい、自分の

色 (感性) を忘れてしまってはいけ

ないことだと思います。

- すいせん者

野崎敏夫

安井建築設計事務所

常務取締役名古屋事務所長

Z

M

 

i!f 匁f.t! 削191公共図 ，，ｾｰＮ 白として笑胞例の少ない自架 付 照明の製作において、

当時笑胞経験のある! 照明器具メーカーのヤマギワ、 i'l 梨メーカ

ーの日本ファイリング、天童木工、院修を依頼していた図古館タピストリー f脱色の附，:)'(;J

ｦｩ Ｇ 報大学の舶松教授の協力により、 間 接照明による Ｑ Ｑｾ 架 付照明 』

が完成した 。 ｾＡｾ架としてのデザイン、Ａ照度分布計画、消費沼カな

ど細部にわたり検討を重ねた。試作品を製作し、! 限度分布のJ I'iI! IJ

や図¥! I館Cj の必; 見を聴取する など微調車告を重ねて完成させた。

アートワーク/(側4古! i Hlliilril . Ll J [:J!i V-

ｻ ｉｦｾ サイ ン

多治見市生涯学習センタ

「まなびパークたじみJ

「やき もののまち多治凡」

の図曾館としての特徴を出

すため、型? 架のサインに陶

部プレートを採用した。従

来の日本一H 草分類 ( NDC)

に答わるサインとして利用

できるように、児童問や一

般mにあった図柄、何種類

かの色パターンを試作し 、

う減員名のプレート色との整

合性や、サインとしての見

やすさ、大きさについて何

陶結プレート j且も検討を行い製作した。

津島市立図書館

ライブラリーモール

お[ 話コーナー



設計・計画部門

か が お か ず の り

加賀尾和紀

生年月日 ＱＹＶＷｾｆ＠ 5  J' 131日

1i1終学鹿 1993年三1 f I 大学大学院工学研究科

建築学修士敵程修了

業 歴 Ｑ ＹＹＳｾ 繍鴻池鋭入社

1994年大阪本脂建築設計部配属

WM，経臆 1996年H老人ホーム

ヘリオスプルワリ ーパプ

1997年法音寺大阪支院

デオデオ下中野応

1999年法音寺神戸支院 (計画)

2鵬年渡辺産婦人科

チカモチ純薬京都第二工場

2∞l年京都ケアセンター 「そよ風j

金田l病院

2∞2年桂川産婦人科

厳島 ｩ 樹科ＨＩＡｾ中 Ｉ

琵琶湖大俗病院俗世中)

- 受賞

1991年桑名市巡花寺地区藤ヶ丘展望台デザ

インコンペ段優秀

1992i f  第6回環境デザインコンベ学生rt

- 青年技術者のこと ぱ

女性 (母) や家族にと って出産する

ことが- { 重のセレモニー になってい

る少子化社会を捉え、医療はもちろ

ん、それを受け入れる建築的な要素

にまで演出を試みる産婦人科のオ ー

ナーは多い。建築の要素やイメ ージ

は、これまでの医院建築からの脱却

を図ろうとするものが多いが、特に

病室 ・食堂・分娩室とい った患者と

のかかわりが多いところに対しては、

その色は濃い方向にある。

設計者として 、これらの作品は 、背

景となる社会事情がすぐに理解でき

たこともあり、具象化する過程で、

テーマとなるキ ーワードを抽出する

ことやボリュ ーム ・外観を考察する

ためにパース ・模型を作製するタイ

ミングが、オーナーとの接点を 見出

す上で重要であったと思う 。

私にとって設計することは 、コンセ

プ卜やイデオ ロギーといったある種

の政略的な思惟ではなく 、オーナー

と分かり合った上で、両者が共有で

きる単純明快な モチーフを考えるこ

とである 。特にこれらの作品につい

ては 、物を創る原点 (ニーズ) をく

み上げ、快答( 建築) するさま、そ

のものであ った ように思う 。

. すいせん者

{ 実態典男

鴻池組大阪本庖建築設計部長

マタニテイクリニック渡辺

- キーコンセプ卜

「ランドマ クとなりうる敷地の特性J

「騒音遮蔽のデザインj

「生命誕生のステージを躍動的に」

"  f ドラマテ ィ y ヲ空間の創造J

ムレグン

抜

一

イ

耽

一

ダ

縦

一

飢

外

一

舛
ル

ス一
一

ホ

ノ

拍

桂川レディ ースクリニック

'  
I  rリ ・テE ビュー」する病院

金剛病院
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構造部門

す ず き な お み き

鈴 木 直 幹

生年月日 1967年8YI28日

最終学歴 日本大学理工学部建築学科

1991年卒業

業 腹 1991&f.{時竹中工務応入社

1  992-l 1' 大阪本応隊計部

1999&ド竹中技術研究所

2∞i年大阪本日; 設計部

主な作品経歴

ＱＹＹＴｾｆ＠ タクマピル

問 4年 T 保養所

1996年 重 要 文 化 財111神戸151書館

1996年東海リ ース枚方配送センター

1997年木下クリニック

1998年汀百ピル

1998年城星学閥耐.J : l 改修

2∞111'  長岡香料本社ピル

2∞2-l F  l I ' l ヨゼフ学園暁星日校新校舎

. 青年技術者のことぱ

構造設計をはじめて約10年が過ぎた。

何もわからない状態から夢中になっ

て勉強し、設計してきた。この10年

問、変わらない気持ちは建築が好き

で、もの作りが好きなこと 。変わっ

たのは情造設計に対する考え方。学

生時代は華やかで大きな建築の設計

に自分がかかわることばi かり考え、

社会とのかかわり方など頭になかっ

た。仕事をはじめたころは、基準の

定める安全性を確保することが構造

設計だと思うような時期もあった。

しかし構造設計をはじめて 3年自に

遭遇した阪神大震災で、建物に生じ

る部分的な損傷に対する技術者と社

会との認識の違いに樗然とし、「建築

は社会的なものである J というごく

当たり前のことにやっと気付かされ

た。

その後は 自分の中での構造設計者の

理想を「社会と対話しながら建築を

創造する構造設計者」とおき、少し

ずつではあるが努力している 。今後

もまだまだ未熟な自分が理想に近づ

けるように努力していきたい。

また構造を作るのではなく建築を創

るいう基本を忘れずに、これからも

建築家と協勤していく所存である。

. すいせん者

黒川省二

竹中工務l吉大阪本庖設計部長

損傷制御設計の適用と 、鋼材系制震ダンパーの設計法確立

1995年の兵庫県南部地震を経験し 、 履歴型制震ダンパーの最適量に関する えられる。当初、制震フレ スの設計

『大地震時に 、建築物の架橋に部分的 様々な研究によると 、主架橋の損傷低 を過去のデータから推測して行 った

な損傷が生じても宣言終的に崩嬢から人 滅には主架橋とダンパーの河l性比と、 が、要求性能に対して明確な保有性能

命の保護を図る j とする耐震規定が、 ダンパーの分担耐力比が重要とされて が示せないことは性能設計の観点、から

技術的には正しくても社会的には理解 いる。 も問題であると考え 、設計法の確立に

が得られないことを痛感した。 J TBピルにおいてもこの理論を適用し 取り組んだ。

- 座屈補剛プレースの開発

て、主架構の損傷を低減した。実施設 まず採用した制震プレ スの性能確認

計において 、理論上の最適値に近づけ 実験を行った。加カサイクルは 、解析

筆者は 、1993年から H形鋼を心材に用 るために行ったことは 、主架構を長期 におけるダンパ一部分の応答履歴より

いた座屈補剛プレース (図 1 ) の開発 荷重に対して設計し 、それをベースに 設定した。実験の結果、過去のデータ

に取り組んできた。当初は制震部材で ダンパー量を検討していくことであ を用いて設計した試験体では要求性能

はなく耐震部材であったが、ダンパー る。理論上、夕、ンパ系の剛性に対し が満足できなか ったため 、H形鋼の幅

としての可能性を示していた。開発当 て主架構系の同1) 性は小さい方が良いた 厚比を変更して要求性能を満たした

時の問題点は 、既往の設計式の適用可 め、主架橋系の最小剛性を長期荷重に (図5 )。実験結果から 、制震フレース

否、補剛材と H形鋼の付着、補剛材端 対する設計結果とすることが最良と考 の寿命がほぼマイナ一則で評価できた

部の端部補剛力の評価法等であった えたためである。 ため、引き続き材料および幅厚比ごと

が、これらを実験や解析により解決し 、 一方、夕、ンパーとして採用した座屈補 に疲労実験を行い、今後の設計に生か

補剛材lこRCを用いて実建物に適用した。 剛制震プレースの耐力と剛性は、ブレ せるデータを蓄積した。

実施では重量が大きい点や、端部の無 ースの断面を決定すると一つの組み合 以上より 、幅厚比験討とマイナ一則評

補剛区聞が短いため施工性が悪いこと わせとして決定してしまうため 、図3 価を軸とする設計法か確立できた。

等が問題となったため 、鏑管を H形鋼 に示す変断面部材として 、耐力は中央

- 今後の展望

に被せる鋼管補剛座屈補剛プレースの の低降伏点錦部分で決定し 、同1) 性は端

開発をはじめ 、1997年までに 、端部 部の普通鋼部分で調整ができる構成を J TBビルの構造設計を通じて 、制震構

に無補剛区聞を有する場合の設計式、 考案した。その結果、ダンパーを理論 造に不可欠な鍛材系ダンパーの性能評

端部の支持条件を反映した設計法等を 上の最適値に近づけることができた。 価法を提案することができた。この設

確立できた。 設計結果は、主架構の塑性率がレベル 計法により 、個別実験なしで建物特性

- 損傷制御設計の適用

2 地震時でもおおむね1.0となり (図 に応じた制震ダンパーの設計か可能に

4  )、 所期の目標であ った損傷制御設 なり制震構造の発展に寄与できた。現

J T Bビルは 、形状的には中規模のオフ 言十を達成することができた。 状では地震時の低サイクル疲労に対す

ィスビルの典型である片 コア形式とな

- 制震ダンパーの設計手法確立

る性能評価だけであるが、今後は地震

っている。ここでは意匠 ・設備と協動 後の取り替え要百判定の方法や、強風

した上で、外周のペリカウンター内に 制震タンパーに求められる性能は、 時に降伏を許すような場合の設計法等

方杖型の制震プレースを設置し、コア 「想定する最大ひずみに対して安全で に取り組み、鋼材系夕、ンパーのメリ ッ

部に設置した通常型制震プレースとバ あることH 取り替えまでに遭遇する トである安価で性能が良い点を活力、し

ランスをとり 、片コア形式で問題とな 地震動による累積ひずみに対して安全 て、震災に強い建築の増大に貢献して

る偏心を防いだ (図2 )。 であること」の 2 点に集約されると考 いきたい。

防る圃圃圃 I L ! J I  

r  I  寸- R C繍剛材 l  

1 -・・・・圃レ引 J  
J  J  J  

、H形鋼プレース

コンクリートとの界面には

付着を防 ぐ塗料を塗布

座屈補剛制震プレース種別

ーーーーー ー通常型

ーー・ーーー 方杖型

図 1 開発当初の座屈繍岡IJ ブレース 図2 基準階平面と軸組

J T B ビJ レ
13F 

10F  

5F  

1  F  

0. 0 1.0 2. 0 

図 3 変断面制震プレ ース 図4 レベル 2 地震時主架構の塑性率
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図5 制震プレースの実験結果
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な か っ か こ う いち

中 塚 光 一

生年月日 1967年2月11日

出終学歴 ｬ 鈎Ｒｩ ｆ 大阪大 学 大 学 院 工学 ＼ｩｩｊｦｾ科

修了

業務経鹿 l脳 科 附端組入社

1992i F本硲建築設計部

1996年村野浄水場J V工'1ロF務所

1998年本脂建築設計部

主な作1172師

- 厳談再|摘発A- I地区建設工事商業椋

. 空港施投側| 瑚酋闘際空港絡納hl1

- 階段1i! 型共同住宅mエレベーターシャ フト

.オーズタウンサウスス クエア田 ・W番館

.  ｓ ｅｅｄ ｓ ｾｴ 神 戸Ｈ三 昆堂 Ｉ

・ロイヤルコート千里古江台

- 六甲7 イランドA- 2両地マ ンシ ョン

- 三菱電線側系統変¥1i ' 交通システム事業所

大沼力試験場

- 青年技術者のこと ぱ

Matri x一世界はマ卜リ yクスで構成さ

れていて 、われわれはそれを解き明

かす活動を行っている。

日頃、構造設計者には馴染みのある

もので、Ma加Xは構造計算の過程で出

現する。方程式を作成し、 Matri xを解

くことが日常作業の一つである 。向。

性方程式にも、運動方程式にもMatri x

は存在し 、われわれは親しみを覚え

つつも四苦八苦してお付き合いして

いる。

他のMatri xt .t ?  視野を広げると 、設

計には意匠、構造、設備が絡み合う

Matri xが存在することに気づく 。実際、

それぞれの分野が単独では存在し得

ない。複雑なMatri xの中で、お互いを

高め合い、時には戦うことによって

最高の解を求めていく 。

いつでも 、ひとつの要素として時聞

が存在する 。設計、施工工程等。経

済の基本となる コストを絡めたMa加X

も重要。機能と コストとのMatri xは、

いつでもわれわれに付きまとい、解

を求める活動を行っているのである。

用意されたMa甘ixt こ操られて躍らされ

ているのは馬鹿らしいが、自分を取

り巻く Matri xを自ら作成し、把握する

ことは可能だろうか。だが、救世主

たるにはこれらのMatri xの存在を認識

し、解を求めることが必要なのであ

ろう 。

- すいせん者

田中耕太郎

大林組本庖建築設計部部長

大規模複合商業施設の構造設計~難波再開発A ・1地 区 商 業 棟

本建物は、南海電鉄・難波駅の南側隣

接地、ミナミの賑わいと活力のシンボ

ルでもあ った大阪球場の跡地に、未来

都市として誕生する。

- 全体構造計画

建設される建物は 、超高層事務所ビル

の「オフィス N 棟J i オフィス S 棟」

と、複合的な商業施設を有する 中高層

建物 「商業棟j の3棟に大別される。

構造計画上、商業棟とオフィス N棟は

地下部分を 体構造とし 、地上部分に

Exp.J を設けて 、構造上独立させた。

一方、オフィス S 棟は地上、地下とも

に構造的に他棟とは独立させている。

南北方向約250m、東西方向約170mの

大規模建物である商業棟は 、2階床ま

でを一体構造とし 、それより上階は東

棟、西棟の 2棟に分岐させ独立した建

物と した。両棟聞の動線確保のため 、

東棟傾IHこExp.J を設けたフリ ッジを架

け渡した。

オフィス S{車

( 皿期)

- 地上部構造計画 (商業棟)

地上部は 、建物剛性及び耐力の確保、

省力化、工期短縮を考慮し 、柱S R C

造、梁S 造のラー メン矯造とした。ま

た、段丘状の建物形状から生じる影響

を考慮し、S 造の偏心 K型プレ スを

各階に適宜配置した。

・地下部矯造計画 (商業棟)

地下部分は 、建物機能が連続している

こと友び防水性を考慮し 、商業棟と オ

フィスN棟を 一体構造とした。それぞ

れの上部構造に生じる応力を 安全に基

礎及び地盤に伝達させるため 、R C造

耐震壁を十分に配置し 、地下構造全体

として高い強度を確保した。

また 、地下水位が高く (GL - 2.5m)

大深度の地下構造のため 、浮力対策と

して 、耐圧盤及び杭の 自重により浮力

に抵抗する構造とした。

e1，反使用時の安全性

本計画は3棟の大型複合施設であり、

全体工期は、 1999年着工から 2008年

竣工までの 9 年近くが予定さ れてい

る。この長期にわたる工期と順次解体

され る建物 (大阪球場等) の継続使用

のため 、4段階の開業 ( ウィンス先行、

I 期、 E 湖、E 期) を計画している。

全体工期短縮のため、地上と地下を同

時施工す る「逆打工法j を採用してお

り、基礎梁が完成す るまでの上階の仮

使用状態 (工事中の建物が 自立せず、

完了した建物部分に影響を与える点)

があり 、この使用期間における構造体

の安全性の検討を行った。

オフィス N棟

( 1期)

場所打ち コンクリー卜拡底抗

Ｍｾ ｬ＠
、川

N

山

一
ン

ウインズ先行J l  |  

(地下階) J  I  

バリアフリー化対応技術~階段室型共同住宅用エレベーターシャフト

既存建物に増築する際には 、住民が住

みながらの工事となるため 、安全でか

つ最小限の仮設計画が必要であり 、ま

た、短工期で E V シャフ卜を構築する

必要がある。このため工場生産された

プレキャスト ・鉄筋コンクリ ー 卜製の

カルパート状「シャフ卜・ ユニ ットj

を、現場で積層するだけで簡単にシヤ 町シャ フト・接続通路取合部 ( B部分)

フ卜を構築する構造形式を採用した。

E V シャフ 卜の力学的な構造特徴は 、

鉛直方向に対しては 、力をシャフト 自

身負担する 自立型とし 、水平方向 (地

震時 ・風荷重時) に対しては 、力を最

上部にて既存建物へ移行させて依存さ

せる一体型としている点にある 。

本格的な高齢化社会を迎え 、高齢者の

居住に配慮した住宅の整備 (バリアフ

リー化) が求められている。

特に高齢居住者の割合が多い公営住宅

等の既存階段室型共同住宅を対象に 、

階段室ごとの増築を前提とした低コス

トでコンパクトな エレベ‘ ータ シャフ

トの開発を行った。

- 構造計画
既存建物取合部 (A部分)

E Vシャフ ト間連結部 ( C 部分)

25 
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t  

お の え せ い じ

尾 上 清 治

生年月 EI 1969年5月7 日

i詰終学歴 ｉ ｾ ｆ 東京 工業大学大学院 総合理

工学研究科社会開発工学専攻修

士課独修了

業務経歴 l!l941foi 防安井建築設計事務所大阪

事務所併進部

I999JF!li 1工事管理部

2∞l年同情造部

主要業務実tj'!

1994年 池III 市立池悶病院

1995!F 福祉住宅体験館

1995年 大 阪赤十字病院病棟

1995!f- 伊丹産業本社ピル

1996!F 日本化学繊維検査協会大阪事業所

1996
J
F  R  C造 . S R C造建物の耐震診断シ

ステムの開発

1997; 1 ' 京都駅前開発ピJレ

1998; 1' 淡町リバープレイス

2∞l年今里町l防病院

- 青年妓術者のことぱ

建築の仕事を始めて約 8年半が経ち

ます。その半分近い歳月を 、今回の

作品紹介で取り上げた湊町リバープ

レイスに費やしてきました。

当社では私の入社する 2年前よりこ

の物件に取り組んでおりましたが、

経済情勢の変化等によって幾度も計

画の見直しが行われてきました。私

は構造設計チームの一員として、本

施設の最終案の基本設計から携わり、

実施設計および現場常駐での工事監

理を行いました。

本施設は立体道路制度を活用 して道

路と建物を 一体的に整備することに

より 、建設費の抑制および都市空間

の有効利用を図ったものであり、今

後のわが国における道路・建物のあ

り方の一例を示したものと考えてお

ります。

ここで得た経験を活かして 、現在開

発が著しい免制震デバイスや性能設

計法を積極的に活用することで、今

後とも、より高度で困難なプロシ‘工

ク卜に取り組んでいきたいと考えて

おります。

. すいせん者

森田秀喜

安井建築設計事務所大阪事務所

構造部長

湊町リバープレイスの構造設計および工事監理

j奏町 リバープレイスはスタ ンテsィング る架構は 、①建物中央に位置するSRC タは非常に少ないため 、数値解析に加

ホール、オフィス 、広場および阪神高 造のコアフレーム、②建物頂部のハッ えて工事中に振動実験を行うことによ

速道路公団のランプ・パーキング工リ 卜トラス 、および@ コアフレ ムとハ り、民放 F M局に友ぽす振動が許容値

アの 4つの主要機能からなる複合施設 ットトラスを市吉ぶダイアコナルコラム 以下となることを確認した。

である。オフ ィスには、テナン卜とし である 。ダイアコナルコラムの各階接

- 工事監理

て民放 F M局が入居している。 合部では、H形鋼梁と鋼管がそれぞれ

以下には 、本建物で私か取り組んだ構 3 *または 4 *で取り合うため 、スム 夕、イアコナル コラムの鋳鋼縫合部は、

造計画、振動対策、および鉄骨工事を -:;' :な 力の伝達を意図して鋳鋼品を周 1300 t もの軸力が作用するため 、鋳

中心とした工事監理について概要を紹 いた。 鋼母材および溶接部について引張試

介する。 本棟下層部については 、高速道路ラン 験 ・曲げ試験 ・衝撃試験 ・硬さ試験 ・

- 構造計画

プやパーキングエリアを支持する部分 マクロ試験を実施 して、 その性能を確

はS RC造とし、その上部の立体広場を 認した。また鋳鋼部とダイアコナルコ

敷地近辺には阪神高速道路堺線や j R  支持する架構はS造とした。道路部分 ラムの溶接は現場溶接であり 、し かも

関西本線および地下通路などが存在し の床版や桁受梁など、車両の動荷重の この部分は複雑な形状を している こと

ており、本施設の中心機能部である本 影響を 直接受ける構造部材は「道路橋 から 、鋳鋼部の原寸大模型を作製 して

棟はこれらに固まれた場所に位置して 示方書」等によ る土木仕様も満足する 洛接施工性を確認し、継手長を大きく

いる。この限られたエリアに上記 4つ ょう設計した。 するなどの改善を行った。

の主要機能を設けるために 、本棟の上

. 振動対策

またオーバーハング部は約23m持ち出

層部は45度にオ ーバーハングした骨組 しており、鉛直方向のたわみが大きい

で機成し、その中央部にスタンディン 本建物には、振動に関して高い居住環 ことが予想されたことから 、建方中に

クホ ール、外局部にオフィスを配置す 境を必要とする民放 F M局が入居する オーバーハング部の数カ所で変位 ・ひ

る計画とした。下層部においては、道 ため 、スタンディングホ ルで観客が ずみ計測を行って、 計算値と計測結果

路の一部を建築構造物と 一体として建 曲に合わせて行うリズムステ ップを 、 から工事の進捗に伴う変形を予測し 、

物内に取り込む計画とし、道路上部に ホ- ) レ床lこ500mmのコンクリ ー卜 スラ 外装受鉄骨の製作に反映させることに

広場やスタンディングホールロビーな ブを採用することにより低j成させるも より外壁パネルの取り付け精度を確保

どを配置した。 のとした。また 、このようなホ ール観 した。

本棟上層部の逆正八角錐形空間を支え 客の振動に関する参考事例や実j則デー

本 棟断面図

E

旧

寸

H

コアフレームとヲイ アコルコラムの鋳鋼接合部 湊町リバープレイス全景



構造部門

い わ き ゅ う いち

岩 佐 裕 一

生年月日 196811
o  5月14日

最終学歴 1992年神戸大学工学部建築学科

卒業

業 歴 1992lF側鴻池組入社

作岳1経歴

東京本応設計部

1998lF神埼以E築本部;u.t Rtt:f 辺部

200lljo大阪本脂建築設計部

199<1  池下両|摘発ピル

1995 1タワー

1995 笹塚パークホームズ

1995 等 力々 7丁目マ ンシ ョン

1998 エステシテ ィーツインタ ワー川崎

1998 後楽二丁目京地区再開発ピル

1999 産土神社境内戦備

2棚 剤 師大方丈改修

2∞1 M邸改修

- 青年技術者のことば

日本には住宅やお寺など 、多くの木

造建築がある 。木造建築が日本文化

の一部を構築しているともいえる。

社寺建築に代表される伝統的木造建

築について、その意匠性や歴史につ

いて人並みの関心はあったものの 、

その構造は知らないことばかりであ

った。

伝統木造の設計、やってみるとなか

なか難しい。古くからの研究はある

が、S 造や R C造に比べて 、その構

造特性を定量的に評価する研究事

例 ・成果は少ない。架橋を構成する

材料が木材だから 、のこぎりなんか

があれば 、自分でもオリジナルの仕

口を作れないこともない。この木材

の加工のしやすさや自然の材料であ

ることや、時代特性 ・地方特性によ

り、一口に木造といってもその仕様

は千差万別であり 、その耐震性能を

定量的に評価することは難しい。設

計においては 、どのように考え 、判

断し 、評価するか、その連続でもあ

った。

木造に限らず 、建築は多様化・高度

化している 。設計者がすべき総合

的 ・工学的な判断の重要性は増すば

かりである 。ーっとして同じ建築は

ない。下すべき判断も一つではない。

設計者として、最良の判断が下せる

よう努力していきたい。

. すいせん者

黒木安男

鴻池組大阪本庄建築設計部部長

伝統的木造建築の耐震補強方法の開発と実用化

我が国の木造建築は、輪組権法を主要

な権法として育まれてきたが、このよ

うな木造建築は、構法の複雑さと木材

の不均質性 ・不確定性のゆえに 、構造

力学的な解析があいま いなままにされ

てきた。伝統的木造建築は 、S 造や R

C 造の剛後架橋とは異な った特有の抵

抗機構を有しており 、一般に、変形性

- 仕ロダンJ¥ーの開発

木造建物では 、仕口部は剛接合に なら

ず、地震時には仕口部で大きな変形を

生じる 。この仕口部の性質を利用 して、

柱 ・梁仕口部に仕ロダンパーを取り付

け、仕口部に一定の剛性と減衰性を与

え、地震力を建物全体に分散させるこ

耐震性能を向上させる。

仕ロダンパーは、高分子材料の粘弾性

体を使用したダンパーで 、三角形形状

をした鋼板と鋼板の間に粘弾性体を挟

み込み、図 1 、2 に示すように柱梁仕

口部に取り付け、す占弾性体をせん断変

形させることにより 、地震荷重や風荷

重のエネルギーを吸収する 。

能は非常に大きいが水平耐力が乏しい とにより 、建物の精造減衰を増加させ、

ものが多い。

1995年の兵庫県南部地震以後、伝統

的木造建築を耐震補強する方法とし

て、 免震構造を採用したり 、建物に鉄

骨架橋を組み入れるなどの方法を採用

したりすることが見られたが 、伝統的

木造建築の構造特性を理解し、 木造を

木造として補強したとは言い難い。伝

統的木造建築の耐震補強計画にあた

り、上記のような現代構法の採用はそ

の補強効果も高〈 、評価も定量的に行

える反面、建物が木造でなくな ってし

まう ような疑問を感じ た。

伝統的木造建築はその意匠性はもちろ

んのこと 、その構造特性 (構造美) も

日本の伝統文化として位置付けられる

のではないだろうか 、と強く感じた。

このようなことが発端となり 、耐震補

強効果が高い構法であることはもちろ

ん、伝統的木造建築の持つ構造特性を

損なわない倦法 (軸組構法の延長線上

にある惰法)、 意匠性を変化させない

構法 (見えないところで補強し 、かつ

必要であれは取り外 しか可能な構法)、

すなわちAuthenticityなる構法の開発・

実用化を行った。

・補強事例

補強事例について 、以下に 3例を紹介

する 。

口産土神社境内整備

所在地大阪市此花区

延べ面積 209. 68m'  

建設時期 19 3 6年 ( 昭和 11 年)

改修時期 19 9 9年8 月- 2000年10月

仕ロダンパー取り付け状況

図 2 仕ロダンパーの補強イメージ

図 1 仕ロダンパーの取り付けイメージ

. 耐震調強効果の確認

実大事由組の振動台実験は 、日本建築学

会「木構造と木造文化の再情築J 特別

研究委員会の研究活動の一環と して行

われ、一連の実験の中で、 耐震補強方

法のーっとして仕ロダンパーを取り付

けた実験を行った。

5 m X 3 m  の大きさの振動テーブルの

上に、中規模のお寺の一部のほぼ実大

規模となる高さ約 5 mの試験体を製作

し、実観測波形を用いた加振実験を行

った。試験体は伝統的木造建築で一般

的な太径柱や賃借造、組物で掲成され、

柱脚は礎石上に置かれている だけで固 20 

定されていなし 、。仕口ダンパーは30cm ｟ Ｑｾ＠
ν El 0 

タイプ (粘弾性体が 2層あるダブルタ ぷ E

イプ) を、柱と大引聞の仕口部に各方 電j

向4体ずつ取り付けた (図3 )0 ・15

v  -20 

仕ロダンパーの取り付けにより 、最大 U  

変形が約 1- 4 割程度抑制された。

J MA Kobe NS波 250cm/s'

口天龍寺大方丈改修 口M邸改修

所 在 地 I 京都市右京区

延べ面積 570.49m'  

建設時期 19 0 0年( 日自治3 3年)

所在地・大阪市東成区

延べ面積 242. 50 m'  

建設時期 19 3 0年以前( 詳細不明)

s  

改修時期 2000年11 月- 200 1年9 月 改修時期 2001 年12月- 2 0 0 2年5 月

仕ロダンパー取り付け状況 仕ロダンパー取り付け状況 惚工中)

27 
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うし お と も あ 吉

牛 尾 智 秋

生 ｾ ｦ 月 ＱＱ 1拙 年10月HI

hl 終学膝 神戸太学大学院工学研究科環境

社両学専攻修 1:課程修了

業 ｾ＠ I  993{1当栂IHI ! 設計に入社

大阪設備 ［ｾ［ｮ 議 所以

主なWM，経歴

盟村こしきしま館

鹿児山県市町村自治会館

議良県大淀町文化セン ター

神戸凶際会館

原子力研究所]¥; 1，止千科学開発椋

Ｑ［ｾ ＮｪｻＱｉｉ Ｑ Ｑｉ Ｑ 港 Ｑ 呼開発 予 ｬｾ ;ti 商業施絞

.Jr.R.，p文化交流館生涯学判センター

徳応県立鳴門高等学校

関西1屯力新本j占ピル {坦oi2'I '>

Ji{ 郁大学校キャ ンパス仕! lI2'fo>

奄美病院 (盟肋1' >

- 青年技術者のこと It

建築設計に携わる者にと って、設計

した建物が利用者や管理者に喜ばれ

る姿を目にすることは、非常に嬉し

いことです。設備妓術が高度化して

いる現在において 、魅力ある空間づ

くりに設備設計の果たす役割は、

年々大きくなっていると実感してい

ます。

神戸国際会館では、利用者に喜ばれ

る一歩進んだ快適性と管理者に喜ば

れる省エネルギー性の両立を目指し

ました。竣工後の実測やアンケー卜

を通して、その効果が満足できるも

のであることが確認できました。こ

の事例は、設備計画のみが優先して

決められた計画ではなく 、設計与条

件に基づく全体計画の中で、その特

質を踏まえて建築計画と融合した中

で達成されたものです。

不要なものをそぎ落とし Ij/;、要なもの

を昇華させたものに形容される「機

能美j という言葉があります。これ

は、建築計画と設備設計の融合の中

で目指すべき目標であります。ライ

フサイクルコストの大部分を占める

設備システムを設計するものとして、

省エネルギー化を目指すとともに 、

相反する可能性がある快適性の向上

との両立を目指して、機能美に優れ

た魅力ある空間づくりに挑戦してい

きたいと思います。

. すいせん者

大原千幸

日建設計大阪設備設計室長

神戸国際会館における快適性と省エネルギー性の両立

神戸国際会館は、阪神 ・淡路大震災で

解体を余儀なくされた旧会館を大ホー

ル、オフィス 、広舗、銀行、映画館、

地域冷暖房施設 (D HC) などを備え

た複合建築物に建て替えたものであ

る。施設の再建にあたり 、神戸復興の

シンボルとして永続的かつ、経済性に

優れ快適に利用されることを 目指し 、

基本計画、基本設計、実施設計を担当

した。

- 水寛原、 エネルギーの高効率

利用

・井水の熱利用

井水は年聞を通して約19'C と温度が安

定 している 。その温度特性を活かし 、

井水熱の主な利用先は、井水との温度

差が大き く確保できる外気の予冷・予

熱と した。井水は、熱利用後、雑用水

として利用する計画とした。

竣工後の実測では、井水コイルを付加

させた外調機の必要熱量のうち冷房時

約2 5 %、暖房時約4 0 %を井水熱より賄

っていた。井水熱の全利用量は、夏期

1，411k Wh/ 日(401USRTh/ 日)、 冬

期578kWh/ 日(164USRTh/ 日) に達

した。

・夜間入れ替えシステムによる利用熱

量の確保

本建物は雑用水量が、季節 (D HC冷

却塔補給水の有無 Ｉ 、曜日で ＱＸＰｾ

550m
3

/ 日と異なる。雑用水利用より

熱利用需要の方が多い日を想定して 、

夜間に揚水井 (350世X 100mHX 2本)

から井水を井水槽 (容量550m
3

) へ汲

み上げ¥井水槽から井水を還水井 (450

外 観

低層: ) 苫舗

中層: ホール、高層: オフ ィス

世X 1 0 0 mHX 2 本) により地中に戻

すことで井水槽内の水を入れ替え (夜

間入れ替え)、 井水槽内を夏期は冷や

し、冬期は温めておく計画とした。

竣工後の実測では、夏期に比べて雑用

水使用が約1 /3となる冬期において、

夜間入れ替えシステムが有効であるこ

とが確認された。

. コ ジェネの運転実績

コジェネ (発電出力 4 9 0 k W、廃熱

2，640MJ / h X  2 台) は廃熱を 、多

の熱を必要とする D HCIこ売却するこ

とができたため、高効率連続運転か可

能となった。

ＲＰＰＰ 年 Ｗ 月 ｾＲＰＰＱ 年 Ｖ 月の運転実績

では、ピーク電力2，717k Wに対してコ

ジェネ発電980kWを占め、契約電力低

減に貢献していた。また、コジェネの

年間発電量は全電力量の4 2 %に透し

た。

- ホールの居住域主周

・ホール天井/ 床併用吹出し

吹出し方式によるホ ル内の気流分布

の遣いを把握するため、気流シミュレ

ーションを行い、床吹出しでは循環流

がほとんど起こらないことを確認し

た。ただし、床吹出しは吹出温度差が

大きくとれないため、①大きな吹出面

積が必要となり座席面のみでは確保し

づらい②除湿のために再熱が必要とな

り省エネルギー的でないなどの理由に

より 、本計画では循環流を抑制でき 、

上記問題点を解消できる天井/ 床併用

吹出し方式とした。

・客席での温熱環境

床吹出しは客席での快適性を向上させ

るため、室内温度に近い温度で吹出す

ことを想定し、単独系統 (P MV制御)

とした。

床吹出口の位置は、気流感を感じにく

い椅子の脚部分から吹出す計画とし

た。 1 席当たりの風量、風速は 、90

m
3

/ h、約， m/ sとした。

ホール公演時の実測では、床吹出しに

より 、足下 (床面から 200mmH) と肘

もと (同面から 6 0 0 mH) で、の最大温

度差が 2 'C から " C に改善されたこと

が確認できた。また 、「気流感J に関

するアンケー卜 では、客席の大部分は

「感じなかった J ｾ＠ I少し感じた j で

あった。ただしバル コニ一席の一部で

は「感じたj という記述があり 、この

ドラフ卜解消が今後の課題と言える。

. オフィスの温熱環境向上

- 冷暖切り替え吹出口の開発

ベリメータでの温熱環境を良好に保

ち、冬期のベリメータ暖房、インテリ

ア冷房によるミ キシンクロスを防ぐた

め、冷房/ 暖房で自動的に吹出し/ 吸

い込み位置が切り替わるペリメータ床

吹出口を開発した。

夏期は、ぺリメ ータでの冷風吹出し/

吸い込みをフラインドより室内側で行

い、窓とブラインド聞は簡易工アーフ

ロ一方式にて熱を除去し、冬期は、ベ

リメータでの温風吹出し/ 吸い込みを

窓とブラインド聞で行い、インテリア

冷房とのミキシングロスを防ぐ計画と

した。

ガラスとブラインドの聞の幣箆を除去

冬期の実測で‘ は、窓面から 1 ｾＴ ｭ 範

囲での温度差が約 1 'C になっており、

ぺリメ ータ暖房、インテリア冷房によ

るミキシング ロス を防いだ。夏期も同

範囲での温度差が約 1 'C になってお

り、良好なペリメータ温熱環境であっ

た。
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せ が わ あっし

瀬 川 淳

生年月 EI Ｑ ＹＶＶｾ ＱＧ ＱＲ 月 ＲＱ 日

l詰終学歴 神戸大学工学部¥I i 気工学科1989
if-

卒業

業 廃 1  989i 斜陽竹中工務応入社

目叩年大阪本応設計部

1  997i l ' 新住友病院作業所設計室

2 0 C同年大阪本脂設計部

作品経歴 京都中央信用金庫京都駅前ピJレ

西神52団地

グランコリーナ西神南

タクマ本社ピル

京都F Tピル

- 青年技術者のことぱ

医療施設の設備設計における特徴は 、

複雑で高機能が要求されることはも

とより、病室を除いては同じ室が二

つと存在しないと思えるほど 、各室

ごとに要求される性能 ・機能が遣う

ということです。また、経営や管理

といった立場からのニー ズも存在し

ます。それら建築主ニ ズを的確に

把握し 、確実に施工に反映すること

は設備設計者として当然の責務です

が、大変困難なことだと思います。

その理由は、計画から末端の施工に

至るまでに建築主をはじめ大変多く

の人がかかわるからです。その困難

を打破するために必要なことは、設

備設計者として複雑な諸条件から最

良な設備システムを構築できる技術

力を持つことと 、皆が納得できるま

でコミュ二ケーションを行うことだ

と感じています。

今回、建築主や設計 ・施工関係者に

恵まれ、皆が納得できるまで コミュ

ニケーションを行えたことが、所期

の設計品質が達成できた大きな要因

の一つであると思います。

今後私は 、今回の経験を水平展開し

さらにレベルアップを図ることと、

技術力を研鈴して、複雑で高機能な

医療施設を最良な方向へとリードし

ていけるような設備設計者になるこ

とを 目指して努力していきたいと思

います。

. すいせん者

黒川省二

竹中工務庖大阪本底設計部長

新住友病院の設備設計

写真 1 新住友病院

住友病院は、昭和35年に開設した旧病

院施設の狭隆化に伴い、高度医療と最

新の情報通信シス テム を備えた新住友

病院 (写真 1 ) として生まれ変わるこ

ととなった。

本プロシ‘ 工ク卜は、基本設計を日建設

計、実施設計を日建設計・竹中工務底

の共同設計で‘ 行った。その中で私は設

備全般の実施設計友ぴ設計監理を担当

した。

ここでは私が特に重点的に取り組んだ

内容について記述する。

・各室要求| 生能の詳細確認と

施工への作り込み手法

病院には多くの異なった機能を必要と

する室が存在し 、そのそれぞれに医

者 ・看護スタッフ等のユーザーが二一

スを持って存在する 。それらのニー ス

を的確につかみ、確実に施工へとつな

げていく手法を本計画で実施した。

この手法は、 ユーザーの異なるソーン

ごとに実施するヒアリングと 、以下の

資料で構成されている。

・室ごとの契約品質一覧表

・ヒ アリングシ ー ト (図 1)  

- 総合図 (家異 ・設備プロ ッ ト図)

特にヒアリンクシートには、その室の

用途 ・目 的についても記載し 、施工関

係者全員か湾臨した上で施工に当たれ

るように工夫した。

ここでの資料作成には時間を要した

が、 ユ ザ ニ ズの効率的な確認と 、

確実な施工への作り込みを達成するこ

とができた。

・省ランニングコストへの

取り組み

病院経営を取り巻く環境は医療法改正

をはじめ刻一刻と変化しており 、健全

経営を維持することは大変厳しい状況

となってきている。そのような中で病

院施設のランニング コストを低減する

ことは病院経営にとって至上命題とな

っている 。

そこで以下の省エネルギー・ 省ランニ

ングコストを 目指したシステムを設計

に取り入れた。

- 雨水再利用設備 の導入には、漏洩波による作業者への

採算性を特に重視し 、シ ンプルな設備 危険回避とマイクロ波発信装置が高熱

と制御によりイニシャルコストを低減 になるのを防ぐという課題があ った。

し、メンテナンス点数の低減により維 その諜題に対して装置蓋回りの材質改

持 ・管理コストの低減を図 った。竣工 良、差開閉装置の二重インタ ーロ ック

後の実績データから 、当初試算通りの 追加により安全性を確保し、また装置

ランニンクメリットが出ていること力、 設置室の気流検討により発信装置周囲

確認できた。 の温度上昇防止策を行うことにより課

写真 2 感染性廃棄物滅菌破砕機

・感染性医療廃棄物滅菌破砕装置

当初計画の焼却炉が法改正のため設置

不可能とな った。そこで感染性医療廃

棄物処理コスト低減を目指し 、滅菌破

砕装置 (写真 2) の検討を行った。

ますメーカー比較から 、紙 ・布類の発

火に対する安全性が高いY 社製を選定

した。 しかし、水分を多く含むおむつ

類の処理には長い時聞を要するという

問題点があ った。そこで電子レンジの

応用であるマイク口波の導入を提案し

開発することとな ったが、 マイク口波

題を解決し、マイクロ波の導入が達成

で き た ( 図 2 ) 。これにより、おむつ

類の処理時聞が約半分となった。

鎗工後の実績データからも、マイクロ

波導入による作業効率と処理能力の向

上による効果が確認できた。

. C A F Mの提案と導入

新病院の開院による施設規模、管理点

数の増大という課題を、管理の効率化

によ って解決し維持・管理コスト増大

を抑える手段として、 CAF M(Computer 

Ai ded F  acility Management ) の提案を行

い導入された。

その中で私は 、設計・施工の段階から

作成する設備図 ・施工図 ・機器製作

図 ・検査表などの電子化データを 、C

A F Mデータへと転用できるためのシ

ステム構築を行った。

導入したシステムは順調に稼動してお

り、病院関係者の好評を得ている。

図 1 ヒアリンク シート

図 2

.υ r甚加勲帽へ 加般により量生する壇化水量や

「 血埴寄の加朗里を盟リ障< .

守主目 白

111軍刀A r.;;;;;9すTτ て7寸寸

ランエータ ー ー - ;111111 111 1  I X  1  

一一一 (N21  川 1 1111 1'>:' 1  

← 渇却氷 山ｾｾ UI Uδ ト 空軍

窒素発生装置

軍事で加踊掴円在世歯車t I 腫にすることにより、

障理帽ゅの司開祖b' 尭此することを防止する.
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文化フォーラム春日井、ホテル卜ラスティ名古屋栄における性能検証とその計画

- 単周ガラス員流熱量+日射透過熱毘

・ダブルスキン実測貨流熱量+ブラインドなし

ダブルスキン実測量t流熱量+ブライン ドあり

日射低減効果

帯における給湯需要率が非常に高くな

ると予想された。また電力テ、マンドピ

ークは、前述の内容に加え、暖房 ・朝

食準備の厨房負荷が重複するために発

生していると考えられた。

・熱源システム計画

本施設の計画では 、全電化ホテルのラ

ンニングコス卜に大きな影響を及ぼす

デマンドの低減を目標とした。その方

策としては 、各負荷ピークを重複しな

いようピークシフ卜する必要があ っ

た。負荷調整の対象は設備 ・構造・コ

ストの面から有利な給湯設備とし 、貯

湯槽と高架水槽 (車合湯) を1 日使用量の

7 0 %程度確保し 、残湯量から熱源の最

適な台数制御を実施できるものとした 0

・竣工後性能検証計画

本施設では効率的な施設運用を図るた

め、詳細な運用デ タを 3年間収集し 、

竣工後性能検証を行う予定をしている。

1  ) 電力用途ごとの需要データを収集

し、施設運用に有用なデータを建築主

に提供する 。

II ) 建築主にテ、マンド制御効果と省エ

ネルギー性の報告を行う 。また常にそ

の効果を 、現状より改善するための考

察や有効な方策を実行するための立案

に資し 、効率的な建物運用に関するサ

ポートを建築主に対し継続して行う 。

m) 運転パターン用モデルの確立と最

適な運転管理; が行える制御システムを

構築することで、機器の長寿命化に努

める。

最後の 3年目には、さらなる改善を図

るため 、最適運転の見直しゃ客室予約

数による熱源運転の予測制御を実現し

たいと考えている。

したシステムが設計どおりの能力を発

揮できているかどうか" “ 利用される

方に不快感を与えていないか" という

ことか、竣工後いつも気になっている 。

そこで本施設では 、最も慎重に設計を

行ったアトリウムにおいて環境測定を

行った。環境測定lムアトリウム内及

びダブルスキン内に測温抵抗を 、ダブ

ルスキンを中心に日射量計を取り付け

て行った。その結果を以下に示す。

測

定

2

測

定

1

2

日

総

合

計

近年、世間では建物資産の証券化や建

物廃棄物の問題が大きく取り上げられ

ており、以前にも増して社会か.良質な

資産の維持・建物の長寿命化に努める

環境になりつつあるように思われる。

社会二ースに応える手法として 、性能

検証が重要視される時代とな ってい

る。性能検証とは 、建築設備の劣化故

障や効率的な運転が行えているかなど

様々な診断を適切に実施 し、 継続的に

改善を行うことで効率的・効果的に設

備の運用を図ることか可能となるもの

である 。

性能検証 1

・文化フォーラム春日井

設備部門

や ま し た てつ じ

山 下 哲 司

生年月日 ＱＹＶＹｾ ｆＴ 月 ＱＶ 日

最終学}ff. 1993年三重大学大学院工学研究科

建築学JJi 攻修士課程修了

梁務胸腔 Ｑ ＹＹＴ ｾ ｆ 安井建築設計事務所入社

大阪事務所設備部配属

199611 ' 名古屋事務所設備部勤務

主な作，111経歴

- 文化フォーラム春日井

.  ｩｾ ｴ ぬ ￯ Ａ￭ 立 図 ｻＧ Ｑ ＱＱｦｬ

.  J  A F中部本部・愛知支部新社展

. 春日井市立丸問小学校諸施設

・ホテルトラステ ィ名古屋栄

ロールブラインド
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アトリウム内部断面温度 (実刑l値9/6)
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P MV 測定結果

・日射低減効果については 、単層ガラ

スに比べ3 0 %程度自|ト滅できた。

・居住域の温熱環境については、事前

検証のシミュレーションと同程度の快

適性が維持できる結果となった。

また前述実測中には、居住域の快適性

と快適温熱帯の調査を行うため 、P M

V  測定器を用いた測定を行った。計測

結果から、室温を 2

0

Cほど高く設定し

た場合においても 、計算上十分快適性

が確保できることが確認できた。そこ

で2001 年以降、夏期の室温を ，
OC

ほ

ど高く設定していただく提案を行い 、

エネルギー使用量削減に繋がるよう努

めている。

31  29 27 25 23 21 

ガラス

- ダブルスキンの提案と事前検証

アトリウムガラス面からの熱取得量の

削減については、建築計画との調整を

図り 、函面ガラスにダブルスキンと電

動ロールフラインドを設ける方法を検

討した。建築主への提案では、アトリ

ウムの温熱シミュレーションを行い、

事前にその有効性を検証 した資料を利

用することで理解を得ることができ

た。

. 竣工後性能検証

設備工ンジニアとして 、“ 自分の計画

1 階レベル

交流フォー

ラムの温度

コンタ図

- 青年技術者のことば

私は入社当時、“ エンジニアとして使

いやすい設備や快適な環境を建築主

に提供するとはどういうことか" に

ついて具体的にイメージができなか

った。最近は 、設計から竣工するま

でだけでなく、竣工後も直接顧客と

接する機会が多くなり、それに伴い

建築主が施設を運用していく苦労を

伺う機会も増えてきた。

設計者の深い思い入れによる設計が、

利用者にとって複雑で使えない重い

だけの設備になってしまっている場

合をよく聞く 。これは、使う倒lの視

点と設計者の視点が噛み合っていな

いことから起こっていると思う 。エ

ンジニアは自身が意図するスペック

だけを追うのでなく 、竣工後、建築

主がどのように利用していくかまで

を理解し 、使用者と設計者の視点を

近づけていく設計をすることにより 、

良い施設を建築主に提供できるので

はないかと今はイメ ージしている。

私はまだ設計をはじめて 9年目であ

る。このイメージは 5年・ 10年後に

は経験を積みもっと大きなものにな

ると思うが、さらに良い施設を建築

主に提供できるよう努力していきた

いと考えている。

エネルギーの高効率利用がさらに進め

られるようになるであろう今後は、前

記のような性能検証を実施することが

あたりまえという H寺代に入ってくると

恩われる 。造るための先端技術の習得

のみで満足せず、性能検証を有効に用

いて 、社会や顧客のニーズに応え喜ば

れるよう業務に取り組んでいきたい。

- 将来展望

性能検証 2

. ホテルトラスティ名古屋栄

ホテルトラスティ名古屋栄は、名古屋

都心部に新築する全電化のビジネスホ

テルである。

本施設は繁華街に建設されるため、早

朝シャワーの利用客が多く 、その時間

文化フォーラム春日井は 、愛知県北東

部の春日井市に建設された文化振興の

ための施設である 。市民交流の場であ

るアトリウムは 、敷地中央広場に対し

開放感を得られるよう西面をガラスで

構成する建築計函であ った。しかし 、

夏期にはガラス面からの侵入熱が増大

するため 、アトリウム内の温熱環境が

損なわれることが予想された。

. すいせん者

山田祐三

安井建築設計事務所設備部部長

1階レベル

気 流

ベクトル図

居住域平面シミュレーション コンタ



設備部門

い の う え ゅ う じ

井 上 雄 二

生年月日 196811' 12月3日

ｲｾ 終 ＢｊｦＺＱｦＮ 1991
1
1' 山口大学工学部機械工学科

卒業

業務経歴 19911阿附守中工務応入社

1992l f- 阿九州支I占設計部

1995l 1'岡大阪本版設計部

1995年同九州支m設計部

担当作品経歴

1994年 石 俗ベニア商会ピル

1995年 しんわ本祉ピル

1997年 中華映t 1LCD- TFT Fab 1  

199911' 統一武蔵野台商工場

2醐 11' rt' 華映管LCD- TFT Fab 2  

2c( 同年 ソニー ・コンビュータエンタテイン

メント Fab2  

2∞2l F  統一武蔵野台北工場

2∞2j ド中華映管LCD- TFT Ll I 場 (Fab3)

- 青年技術者のことぱ

「最良の作品を世に遣し 、社会に貢献

する」という竹中工務腐の絞営理念

は、この21世紀においてますます重

要になってくると思う 。いかなる企

業もこの社会貢献という理念を失っ

たときに、衰退していくのではない

だろうか。

私は建築設備の世界に入って本年で

11年目となるが、この分野が社会貢

献に果たし得る可能性は極めて高〈 、

年を追うごとにその責任が広がって

いることを痛感する。

近年は少子 ・高齢化、グローバル化、

高度情報化、環境保全へと急速に移

行しており 、それにより個人生活や

社会基盤が変わり 、地球的規模での

思索が必要不可欠とな ってきている。

産業の米と言われる半導体分野は 、

社会と極めて密儀に関連しており、

この分野に建築設備技術者としてか

かわっていくことができるのは、名

誉なことである 一方、その責任も大

きいと考えている 。また、施設とし

ても莫大なエネルギーを使用するた

め、地縁環境に配慮した多くの要素

技術が必要である。

今後も社会貢献を常に心掛けた設備

技術者として 、より 一層の研鈴を行

い、社会に足跡を残していきたいと

思う 。

. すいせん者

黒川省二

竹中工務庖大阪本広設計部長

半導体製造施設の分子汚染防止エンジニアリングの計画と実施

最近の半導体製造工場の製造環境は 、

加工寸法の微細化に伴い、デバイス特

性不良の要因として従来のパーティク

ル汚染に加えて 、空気中にガス状で存

在する分子汚染の影響が問題視されて

いる。

今回「ソニー ・コンビュータエンタテ

インメン卜 Fab2J において 、施設全

域に及ぶ総合的な分子汚染防止エンジ

ニアリングを 、計画から実施 ・検証ま

で一貫して参画してきたので、以下に、

自身が深〈関与した内容を中心に述べ

る。

クリ ーンルーム棟外観

- 分子汚染対策の計画

分子汚染の発生源は、①外調機を通じ

て外部から進入するもの、② クリーン

ルームを構成する材料から発生するも

の、③作業者から発生するもの、④生

産装置に起因するもの、に大別される 。

以上の発生源をいかに抑制するかとい

う点が重要である。

分子汚染の種類は、酸性ガス 、場基性

ガス 、 ドーパ ン 卜 ( リン 、ポロン) 、

有機物に大別される。各汚染因子によ

りデバイス特性不良も異な ってくる

が、選択的に汚染するため 、個々の物

質ごとに汚染量 を設定して いく必要が

ある 。

実施に先立ち 、汚染因子である外気の

汚染量 を測定並びに実績に基づき設定

するとともに 、クリーンルーム内の制

御すべき汚染物質の稜類と汚染量 を設

定した。種類と目標とする汚染濃度は

竹中工務庖が保有するデータベースに

基づいた。

- 分子汚制す策の実施

実施の主要手順は図 1のようになる。

(1) 材料リストの整備

実施の初期段階で重要な作業は 、使用

材料リストの作り込みである。数多く

ある機器、機材を原材料レベルまで分

脱ガスI i t 験

NG  

;111 

析し 、製造環境への影響度合いを判断

する 。

判断基準は①データ ベースに基づく、

②過去の使用実績に基づく 、①使用量

が少ない、④竣工時期には“ 枯れる"

(離脱しない) 、①~④に属さない場合

は、⑤脱ガス試験を実施し 、分析を行

い、採用の可否を判断し 、材料の絞り

込みを行った。特に⑤は、スモールチ

ャンバ一方式による昇温離脱試験後

に、成分分析を行った結果から判断す

るために、多くの時聞を要した。

キャリヤーガス 試厳体

スモールチ ャンパ一方式外観

度 I ，1  

」 」 臥心ｾ掛 川品 ｊ ｜ｌＮＮ ｗ 刈ＢＢＢＢＧＮＮｌｕ
10 20 

時間

図 2 分析結果例

最終的に確定した材料は約500種類に

も友ぴ、途中の候補品 を含め l i 600種

類程度を判定した。脱ガス試験も 100

種類以上実施した。 3 カ月弱という限

られた時間で消化する必要があり 、多

くの労力を要した。

(2) 工場検査~作業所巡回の実施

材料リストで選定した材料が確実に使

用されていることを水上まで徹底して

確認するために、工場検査を実施した。

さらに、搬入時の養生材や現場での保

管方法など 、経路で‘の汚染防止につい

ても細部に渡りチェ ックリストを作成

し、徹底した管理を行った。

また 、納品書により資材の仕様と量の

作業所巡回状況

図 1 分子汚染防止エン ジニアリングフロ ー

確認を行い、定期的に作業所巡回を実

施し 、分子汚染の観点から施工状況の

確認を行い、フィードパ ックしていっ

た。

(3) 環境測定の実施と分析

以上のように施工中の管理を行い、最

後に環境測定を実施した。環境測定は

竣工時 と稼動半年後の2固に分けて実

施し 、時系列的な変化を確認した。

環境測定状況

分析結果例 濃度

気中分子量測定及び分析方法は日本空

気清浄協会 (J ACA) の基準に準拠し

て行った。 さらに、i先浄済みのウ工

ハを用いた有機物の環境曝露試験を 同

時に実施し 、ウ工ーハへの付着状況の

確認を行った。

分析の結果、分子汚染気中濃度は極め

て低濃度であることが確認できた。 さ

らに 、竣工時の測定に比べて稼動半年

後の測定結果の方が、さらに低濃度で、

あることが分か つた。

以上により 、今回の計画から実施に至

る一連の作業の有効性か確認できたと

ともに、時間的な経過に伴い、クリ ー

ンルーム環境の分子汚染濃度は低下す

ることカ唱認できた。

- 今後の展望

半導体の微細化は今後さらに進み、そ

れに伴い分子汚染制御技術はますます

重要な位置付けとなることが予測され

る。 しかし一方では 、分子汚染のメカ

ニズムはまだ十分に解明されていない

部分も多く 、今後の学術的な研究成果

を待つ必要がある。そのような状況下

で、現状においては実績が最大の企業

財産であると言える。

今回、最先端の半導体製造工場で、最

先端のエン ジニアリンクワ ークに責任

ある立場として一貫 して参画すること

ができ 、自身の大きなスキルア ップに

繋がった。この技術 ・手法は今後しば

らくの問、続いていくものと思われ、

自身の更なる飛躍のために一層の研鎖

を重ねていきたいと考えている 。

31 
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今 井 敬
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最終学歴 1  993!J♂京都大学大学院工学研究科

建築学専攻修士課桂修了

業務経歴 1993年(附守中工務Jti 入社

1993年神戸支w技術課

1993年大阪本日; 作業所 [松下電工

交野社宅新築]

1993年大阪本応設計部構造諜

Ｑ ＹＹＴ Ｎ ｾ ｊ Ｇ 大阪本応作 業 所 ｛ 蛍中市民

病院l

1997!F向上 [近鉄学閥前駅ピル建替1

1999年大阪本日; 技術部

200211，:大阪本J;1j ill 築技術部

代表的発表論文

• 19941
"  9月 「繰り返し1111げを受ける鋪椴

逃柱材の構而外変形の発生・成長に関する

尖験的研究J 日本建築学会大会学布I講演

梗概集 (東京)

.2∞2SF 8月 「 鋼板コンクリ ー ト併進耐 ｾ

壁の胞工実験J ...n本建築学会大会学術講

泌担! 概集 (金沢)

- 青年技術者のことぱ

建築技術者として歩み始めて 9年に

なりますが、これまで感じてきたこ

とは 、一つめに“ 建築技術は Com

muni cationとManagement の賜物" と

いうことです。個々の技術は「短工

期で コスト増j など矛盾を字む場合

か.多くあります。そこで諦めずに問

題点を討議し技術の統合に取り組ん

で全体の最適解 (顧客から作業員まで

皆が H叩py になる) を追求する姿勢

が必要だと思います。二つめに“ 情

報は発信者が最大の受信者" です。

PCa関連技術情報の発信を通じて関

係者から貴重な意見を数多く頂戴し、

私自身が一番勉強になったというの

が正直なところです。三つめは“ 発

想は偶然でも 、どこかに必然がある"

ということです。

r  Serendipity=偶然から モノを見つけ

出す能力j という言葉がありま すが、

まさに、 Serendipity を高めることこ

そわれわれ技術者にとって不可欠な

要素だと言えるでしょう 。目前の一

見無関係と思われる事象も、今悩ん

でいることや、これから起こる問題

の解決、そして新たな技術開発につ

ながるかもしれない、そんな意識を

持ち続けたいと思います。

. すいせん者

佐藤光宏

竹中工務庖大阪本庄建築技術部長

集合住宅におけるく体プレキャスト構工法技術の開発と展開

ここ数年、建設投資に占める集合住宅 トシミュレーションも綿密に行い、本

のシ工アが急速に拡大し 、顧客の集合 工法のコスト面における妥当性も検

住宅に対する こー ス‘は多種多様化して 証・確認した。また、〈休職の生産効

いる 。一方で短工期施工 ・口ー コス 率も大幅に向上し 、0.2人1mと非常に水

卜・品質向上についてはすべてのプロ

ジェク卜において共通した課題であ

る。

以下においては 、自身が大阪市の某マ

ンション計画において 、柱梁一体型

PCa工法をはじめとするく体構築法の

合理化を進め 、そこで蓄積されたノウ

ハウを他のプ口ジ‘ エクトに応用 ・展開

を図り 、イントラネ ッ トで発信してい

ること 、また 、在来工法に頼 ってきた

スラフ段差を鉄骨材を介して構築する

工法を開発したことなどの事例を示す0

・柱梁の一体化~複雑な作業工

数の{ 配戚を目指して ~

御幣島某マンションは 15階建280戸の

大規模マンシ ョンであるが、要求され

た工期 ・コ ス卜とも条件の大変厳しい

プ口シーェク卜であ った。そこで、複雑

な柱梁仕口部 (パネルゾーン) をプレ

キャス卜化して現場作業工数の低減

と、均質なく休品質の確保を図ると同

時に、口一コ ストへの要求に応えるた

め、作業ヤ ドの計画、揚重機の選定、

搬入車輸の検討を現地調査、詳細図面

作成、模型製作等を通じて検証し 、形

状を決定した。

この柱梁一体型PCaを軸としてあらゆ

る部材のPCa化、システム化を図り 、

実働で 1 フロア 8 日タクトを実現し

た。一方で在来工法をはじめ 、各部位

のプレキャスト採用の有無による コス

準の高い数値を上げることができた。

. く体構築法のコーディネート

~愚直化の追求~

御幣島某マンションの技術を 、規模の

大小を問わず他の集合住宅プロジェク

卜に展開した。敷地や揚重機によ って

PCa部材の帝IJ 約を受けるプロシ‘ ェク卜

に対し 、柱梁一体型PCa部材を柱とパ

ネルゾーン付き梁に分離し 、柱筋によ

ってパネルゾーンを串刺しにする工法

をメ ニューに加えた。また低層住宅で

あれば、高層住宅の上部の構造断面を

転用できることに着目し、言十函中のプ

口ジ工ク卜の特性を犯握した上で設計

段階から生産計画担当者として参函

し、グロス発注による原価の低減を図

っている 。

また私自身、柱、梁、壁、床、バルコ

二一等の集合住宅のく体を情成する各

部材の構工法、コスト 、納まり 、品質

などのデ ータを駆使し 、プロジ‘ ェク卜

の条件に最適な 工法を組み合わせる

Coordinator としての役割も果たしてい

る。例え 1;1: 、低層 7 階建の菜マンショ

ンでは工期短縮と外壁タイル品質確保

のため 、パネルソ ーン梁一体型PCaを

採用し 、超高層の某マンションでは納

まり 、コスト両面の検証結果から柱の

みPCa化し梁は一部PCa、パネルソ ー

ンは現場打ちとしているなど 、常に最

適化を 目指し 、フレキシブルに計画を

柱梁一体型PCa建て込み 串刺 し型PCaの施工

建て込み時には織去済み

バルコニーPCa

PCa手摺壁を差し込み、高強度モルタル注入にて一体化。

地組 最終仕上げ完了後揚重し、外部無足場を実現

採用工法のイ メージパース

行っている。

また 、こうした集合住宅のプレキャス

卜化にかかわる一連の技術をオ ープン

にし、関係者聞の議論を活性化してさ

らなる発展を推進するため、イン卜ラ

ネッ トで広〈公開し 、情報の受発信に

も精力的に努めている。

. 発想の割奥~独自技術開発~

御幣島菜マンションでは柱、梁、壁、

バルコニー については大幅な合理化が

実現できたが、床についてはスパンク

リ 卜合成床版を採用したものの、水

廻りの段差部分に在来工法を採用した

ため 、作業工数がこの部分にかかりす

ぎた。ちょうどこの時期、原子力施設

の遮蔽墜を S C構造 (鋼板 コンクリ ー

ト構造) で構築するための施工法の検

証を行っており 、その構造に ヒン トを

得、鉄骨を介してスラブ段差を矯築す

る工法を考案した。

詳細に納まりの検討や コストシミュレ

ーションを行った結果、この工法は施

工面だけでなく 、意匠及び設備設計の

函からも間仕切り位置設計の 自由度が

向上 し、配管が納めやすいなどの優位

性が確認された。そこで婿造技術者の

協力を得て構造実験を行うことによっ

て安全性を確認した上で、豊中某マン

ションでの実施が実現した。なお、こ

の工法は特許出願も果たしている。

新工法の実施状況

. まとめと展望

一連のプレキャス卜構工法技術の開発

と展開によ って、工期短縮 ・コ ス ト低

減 ・品質の確保という課題に大きな成

果を上げ 、これからも 、さらなる水平

展開と発展を遂げていくことを確信す

る。もちろん、この成果は筆者一人に

帰結するものでなく 、多くの関係者と

の協業によるものであることは言うま

でもない。特に集合住宅は工事が始ま

る段階で販売が開始されることも多

く、着工後の施工技術者の技術提案も

限界があるため 、コス トや工期の問題

を解決するためには企画 ・設計段階か

ら参画することか不可欠とな っている。

今後はプレキャスト構工法技術のキー

マンとして、開発し、蓄積した技術を

最大限に生かし 、あらゆる課題に真撃

に取り組み司磨きをかけていきたし、。
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!J: ljo月日 ゆ68年6月23日生まれ

最終学謄 早稲聞大学理工学部建築学科

1991ljo卒業

梁務経lit 大成建設(欄1991年入社

工事経歴

1991  四国支応/ 四屯情報ネットワ ークセン

ター

1993 千葉支庖/ 鎌取ショッピングセンタ ー

1997 大阪支底/ よしもと本館

1997 関西支庖/ 常盤会館

1998 関西支脂/ 東宝敷島劇場

200同関西支Ji V よしもと心斎橋ピル

2002 関西支広/ 市立大学総合教育輔i

- 青年技術者のことば

建築業は個別の受注生産 を行う特殊

な製造業であり、どの建物 も、同じ

条件でつくら れるものはありません。

そのなかで、私たち施工管理者に求

めら れる技術 (能力) として、

- 要求された品質を確保するための

技術

・より 安くつくるための技術

- 工程を短縮していくための技術

. 安全に作業するための技術

・施主、設計、近隣等作業所をとり

まく 方たちとの折衝技術

等、様々 な技術( 能力) が求めら れ

ます。

どの技術が欠けても良い建物はつく

れないし、自分 も、その建物に関係

する方 も々満足しないでしょう 。

今後もいろいろな作業所で、 自分に

とっての新しい技術に接し、精一杯

頑張って、経験 ・知識 ・人間関係を

深めて トー タル的な f技術者j とな

れる よう努力したいと思いま す。

. すいせん者

JII 村信司

大成建設関西支庖建築部作業所長

繁 華街における既存地下躯体がある場合の逆打工法

よしもと心斎橋ビルは、大阪ミ ナミの

心斎橋筋商庖街と宗右衛門町通りの交

差点に面する大阪随一の繁華街におい

て、既存建物を解体して、新たに商業

ビルを新築する工事であった。車桶規

制や騒音規制の制約のなかで、敷地の

2 / 3 に残っている既存地下躯体 ( B

2  F) を解体しながら、地下 2階 ・地

上8階建ての商業ビルを建設する 。

所定の工期のなかで、地下についても

敷地いっぱいを利用して建物を完成さ

せるために、

①既存地下組体の仮設利用

②新設建物の地下短体形状 ・I也業方法

の提案

③逆打工法の採用

等について、計画段階より設計事務所

に提案、協議を行い、施工を実施した。

- 新設建鞠の基礎と地業

. 新設建物の基礎形状

当該敷地は南側I (敷地面積の約 2 / 3 )

は地下既存躯体 ( B 2  F ) があり、残

りの北倶11 (約 1 / 3 ) は地山の状態で

あった。

南側lの地下既存躯体については、耐圧

盤および基礎梁は解体せずに残し ( B

2  F のスラブまでは撤去) 、その上に

新設建物の基礎を マットス ラフにて設

計する 。消火水槽等のピットについて

は、北側の地山部分に基礎梁形式にす

るよう設言十事務所と検討した。

・新設建物の地業方法

地業について、地盤改良による杭なし

とするか場所打ち杭かの選択があった。

似鴇起こりうる地下水位上昇対策

②既存地下躯体を残した状況での地盤

改良の施工性の問題

③工期厳守のためには逆打工法の採用

が有利

等の理由より、場所打ち拡底杭とした。

- 山留壁の工法

敷地南側では、既存地下外壁のうち、

敷地外周に面する 3方を解体せずに残

し、山留墜として利用する工法を提案

した。また、既存地下躯体下部の遮水

墜として、水ガラス系の薬液注入を既

存地下外周壁の周囲に施工した。

敷地北側地山部分に、 S M W山留壁を

設けた。S M W施工後、薬液注入部と

S M W取り合い部には、再度薬液注入

を行った。

地下水対策としては、敷地内部の排水

のためにテ、イ ープウエル を北側の地山

部分に 1 カ所設置した。

. 既存地下拒体の解体

- 杭打設部の先行解体

場所打ち杭施工に先立ち、杭打設に支

障のないように既存地下躯体の解体を

l

I

M

-

-

l

'

L

I

-

-
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境

界
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する必要があり、 ロックオ ーガ一、全

旋回工法、深礎工法で比較検討した結

果、振動・騒音が少なく装置も小規模

である深礎工法による解体を行った 0

・既存地下短体の解体

残りの解体作業 I; J : 、逆打工法により、

地山部分の掘削とあわせて施工した。

① 1次解体 ・掘削

敷地の東半分より解体 ・掘削を行い、

新設 1 F 床躯体を構築し、西半分は 1

F 床を利用して解体 ・掘削・ 1 F 床躯

体工事を行い、作業構台を省略した。

② 2次以降の解体 ・掘削

2 次解体・掘削以降は 1 F の仮設掘削

関口 ( 6 . 4 X 7 . 8 m) を利用して施

工した。

.i 封l L去の採用

- 山留支保工

逆打工法により各階の梁 ・スラブが支

保工の役割を果たすが、外周廻りの関

口部は新設外周 R C梁の補強および仮

設鉄骨梁の設置により対応した。

またピッ ト部分の掘削 ( 4次掘削) は

B  1  F スラブまでの高さが 6. 3 mに

なるので、 3次掘削後に既存基礎躯体

より S M W面に斜切梁を設けた。

・上載荷重の負担

①新設建物中央部の荷重

情真柱鉄骨より杭で負担する。

②新設建物外局部の荷重

母国

外周部に I; J : 杭がないので、

南側J : 既存地下外周壁の上に新設外周

躯体と一体打ちする R Cアゴを設け、

上裁荷重を既存地下躯体に負担させ

る。

北側 : S M W芯材に頭付スタッドを溶

接し、新設外周躯体と一体とし、上載

荷重を負担させる。

1  F 床については、重機・車輔の作業

範囲 ・荷重を特定し、スラフ補強を行

った。

- 工期の厳守に向けて

逆打工法のメリットを活かすため、

① 2  Fの床を 部後施工とし、吹抜け

を設け、地下工事用重機作業スペース

を確保した。

② 2 次掘削 ・B 1  F 床躯体完了後に地

上第 1節鉄骨建方を行い、 3 F 大梁鉄

骨上にタワークレーンを設置した。

③前面道路倶IJ l スパンを一部後施工と

し、荷捌ヤードを確保した。

④車鏑規制もあり 、鉄骨建方を早朝作

業、地下工事を通常時間での作業とし、

地上・地下工事を平行して行った。

既存地下躯体を仮設利用した逆打工法

は、敷地の有効活用・工期短縮 ・解体

費を含めた費用の低減 ・山留壁の安全

性確保 ・騒音、振動の低減による近隣

への配慮などのメリ ットが生じる工法

であると思った。
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施工部門

こ ぱ ひ ろ し

古 場 覚 司

生年月日 1966年12月18日

l詰終学歴 神戸大学大学院工学研究科環境

計画学専攻修上諌程修了

業務経歴

1991年 側竹中工務応入社

1991年 大 阪 本m技術部

1991年大阪本応作業所 I新梅凹シティ 1

1991年東京本応7dt計部情進課

1992年大阪本応作業所 {渡辺繍共IITI ピル1

1995年大阪本応作業所 [北急桃111台l

Ｑ ＹＹＷｾｆ＠ 大阪本応技術部

2001年大阪本脂作業所 [ くずは駅前E街区

マンション]

- 青年技術者のことば

『叡智を結集し、良質の建築を安く創

り込む! J  建設需要が低迷する昨

今において、優良建設業として生き

残るための命題のひとつといえる 。

いままでの一般常識にとらわれるこ

となく、貧欲な姿勢で上記命題に取

り組んでいくことがわれわれの使命

である。

私は今回、超高層を含む 4棟のRC造

集合住宅の建設工事に、初期の計画

段階から携わることができた。最近

の高層R C造集合住宅の躯体構築は

PCa部材の割合を増やし、効率的か

っ管理工数が比較的かからない工法

が主流であったが、当プロジェクト

では躯体を創り込むプロセ スにおい

て、品質 ・安全・ 環境面に配慮しな

がら、 工程に影響を友ぼさず、かつ

口ーコスト化が達成できる従来工法

とPCa部材の最適な組み合わせを模

索した。また、敷地を有効利用して、

高価な外注PCa部材の現地 (サイト)

製作にも チャレンジした。管理者側

として決して楽ではない工法 を採用

し、結果的に多くの汗を流したが、

短体コストの大幅な削減が達成でき

たことは、われわれ技術者の次の指

標となり得ると考える。

今後は前述の命題を f叡智と汗を結

集し、良質の建築を安く創り込む ! J

とし、追求する努力を続けていきた

し、。

. すいせん者

中野達男

竹中工務庖大阪本底作業所所長

集合住宅における地上躯体構築工法の改善

集合住宅市場において、受注活動にお

けるコスト競争は特に顕著であるが、

その一方で顧客ニーズの多様化に合致

すべく様々な高付加価値も要求され 、

結果として厳しい原価構成とならざる

を得ないのか現状と言える。

筆者はこの状況下、くずは駅前 E街区

マンション新築工事において 、躯体の

品質を低下させることなく 、より合理

的な躯体構築工法を立案 ・改善し 、コ

スト低減に成果を上げることができた。

写真 1 完成予想パース

. PCa構成計画の見直し

RC造の場合、品質 ・工期・安全・環境

面の優位さから 、高層になるほど躯体

のプレキャス卜化を推進する傾向が強

い。ところがコスト面においては必ず

しも優位と言えないのか現状である。

当プロジェク卜では工場製作の柱 ・梁

PCa材力f コンクリ ー 卜強度によらず一

律同じ設定であり 、その単価を比較の

べ スとした 。コンクリ ー卜 強度が

80Nの場合は工場PCa材の方が在来工法

よりコストメリ ッ卜があるが、 60N以

下の場合は逆転現象が起こる 。また 、

柱において鉄筋の継手を考慮すると、

PCa  (スリ ブ) と在来工法 (溶接)

ではさらにコスト差が生じ 、在来工法

がコスト面においてますます有利にな

る。このことに着 目して、工程の許す

限り内部の柱、梁は在来工法を採用す

ることにした。外部に直接面する部位

は安全性と、タイル打ち込み等の先行

仕上げを考慮して PCa部材を採用した

(図1)。

この見直しにより、地上躯体における

PCa化率 (m
3

換算) は図2 のように推

移し 、 ａｾｔ 棟の平均で在来工法が ＱＸＥ

増となり約68%を占め、地上躯体に占

めるPCa部材の割合が減少した。当初、

躯体工程への影響が懸念されたが、作

図 1 P Ca部材配置図 (T棟)

業手 ｊｾ 買の見直しと、 60 

PCail 附を大工に据 竺l …l  

(T様) 54.3  
。

え訂f付サ初けさせ、在来工 J5話jぷ1?t号fF3泊 匂8 仏

J  
(T練見直し)

法も含めた作業人員 宗4ω0 1↑ I

の平準化をはかり 、 証言 11 1  ＿ ｾ＠ 7  

1言v V I . L. -' ; " (A棟見直し)

かつ習熟効果によ 記 ＲＵ Ｑｾ 024. 7  ( B棟見直し)

り、限られた人員で ?: 15? 直し)

マス女一工程の実動 10 し一一一一

20 25 30 35 40 

9 日を維持でき、最 10 

短でABGf東では実動

図 2 P Caイヒ率分布図

45 

階叡

8 目、T棟では実動 7 日まで短縮できた。

. PCa部材のサイトPCa化

プロジ工クト敷地の北東面には次期開

発予定地 (同一建築主所有地) と、地

下駐車場上部の緑地ヱリアが存在する。

サイト PCa'; t この有効な土地を活用し

て製作することとし 、中高層のA ・B'

C棟の部材を製作する西サイトヤード

と、超高層のT棟の部材を製作する東サ

イトヤ ード の2 カ所を設営した。

在来工法て、のPCa型枠の利点として 、

特別な PCa製作専門工を必要とせず 、

本体躯体工事を担当する型枠大工、鉄

筋工、鳶・土工の混成チームで行える

ことが挙げられる 。また 、地に足のつ

いた安全な状況で作業が行えるため 、

高齢 (60歳以上) の熟練工をあえて配

置し 、その技能を活かすとともに高齢

作業員の雇用機会を創出した。

今回チャレンジした「在来工法での

大々的なサイト PCa製作J は、PCa部

材を工事敷地内で製作するため大型搬

入車両数も大幅に削減でき 、排ガスに

よる大気汚染の減少や、構築踏での在

来工法に比べ型枠材の転用回数も高〈、

南洋材の使用削減効果もあり 、環境函

において大きな波及効果がある。

・スパンクリー卜無加工化

スパンクリー卜は幅1 . 0 m、1.2mが定尺

寸法であり、躯体形状に忠実に合わせ

ると、柱型の切り込みやスラブ貫通部

の穴明け等が発生し、単価を下げきれ

ない要因となっている 。そこで上記加

工を一切なくし、定尺幅の製品を工場

でスパン寸法に切断するのみの割付を

考慮して発注することにより 、製作コ

ストを低減させ、単価を約 1割下げて

図 3 スパンクリート割付図

購買することができた。図3 に示すよ

うに 、定尺で割り切れないスラブは在

来型枠とし 、その場所に型枠搬出穴を

計画した。また 、設備配管貫通部も同

様に在来型枠で処理した。

・現場打ちコンクリートの配合

高強度コンクリ ト Ｈ ＴＵｾＸＰｎ Ｉ は大

臣認定を取得しており、取得時の配合

はやや安全側の配合となっていた。そ

こで 、AB僚の地下躯体で上記配合の実

績デ ターを蓄積し 、かつ別配合で試

験練りを行い、配合変更を検討した 。

特に80Nでは 1mX 1 mX 1 mの模擬試

験体を作製し 、4週・ 9週のコア強度

で80Nが出ていることを確認した。

- 地組鉄筋と溶接継手による

効率化

鉄筋は高層棟で高強度 (SD490) が採

用され 、継手方式の選定が品質面、コ

スト面においての課題であ った。そこ

で仕口部の実大モ ックア ップを作製し 、

機械式継手や溶接継手の施工性を検証

した。施工性検証の後、コスト比較を

行い( 表 1)、 ABC棟ではCB溶接、T棟

ではNNT溶接の採用を決定した。

表 1 継手検討表

¥ 
施工性 当社実績 単価

CB 
。

×  
。

護NNT
。

×  
。

工ンクローズド ×  
。

×  

機械式 トップス
×  

。
×  

スリーブ ×  
。

×  

在来化をはか った配筋作業も、サイト

PCaと同様に安定した 11諮床で柱 ・梁

筋のi曲組みを行い、設備スリーブ等も

先行で取り付けた。その後クレーンで

揚重し所定の位置にセ ットし 、ジ ョイ

ン卜部を溶接して 、歩掛りは大幅に向

上した。

・今後の課題

躯体コスト低減を計画・実施したこと

で、高層集合住宅において、積極的に

PCa化を推進すべき部位と 、工程の許

す娘り在来工法を推進すべき部位のす

みわけが明確になった。PCa部材と在

来工法とのすみわけを工程が許す限り

模索し 、纏体の口ーコスト化を推進し

ていくことが今後の課題と考えている。



その他部門

お お に し よ し ひ ろ

大 西 良 広

生年月日 RIl和47年8 月15日

五t終学臆 平成 8 年大阪大学工学部建築工

学科卒業

業 歴 平 成 8年(開松村組技術研究所勤

務

主な研究経歴

.  Ｎｦｩｾ府ゴム用多段スライド式耐火被磁の開発

. 引磁力対応型航府ゴムの開発

- 免6un物の地h' l時応答に閲する研究 (兵庫

県市部地復時の絞村組技研観測波と時期l歴

応答解析との比較等)

・強 ｾｊ 動予測手法に関する研究Ｈ波形合成手

法に附する研究・松村組技研観測i車に基づ

く兵w県南部地ruに関する検討等)

- 青年技術者のことば

今回の応募に当たり 、入社以来学会

等に投稿を行った論文 ・梗概の一覧

を作成し、その内容を振り返ってみ

ると 、おおまかに区分して 、「免震j

と「入力地震動J の 2 つがその大半

を占めていた。

今回の応募ではこれらのうち、「免震

建物普及のための周辺技術に関する

研究・開発」として行った、「積層コ

ム周多段スライド式耐火被覆J と

円l張対応型積層ゴムj の開発に関し

述べた。このほかにも、「免震建物の

地震時応答に関しての研究」や、あ

るいは「入力地震動に関する研究j

も行ってきた。

今後はこれまでの経験を活かし 、地

震防災に関する技術の研究 ・開発を、

総合的な視野から推し進めていきた

いと考えている。

. すいせん者

嵐 幸 雄

松村組執行役員建築本部長

免震建物普及のための周辺技術に関する研究・開発

免震構造により建物が設計されるよう

になって最初の10年聞 は、それはごく

一部の建物に採用されているに過ぎな

かったが、平成 7年兵庫県南部地震以

降、 1年間に評定を受けた建物の数は

最初の10年間のそれに匹敵するとい っ

たほどの急激な増加を示 した。

このように免震建物が増加するに従

い、免震装置を設置しているスペース

を有効に利用する 目的や、掘削土量を

低減し低コストにする目的で、基礎免

震でなく 中間免震を採用する場合や 、

浴状比の大きな建物に免震構造を採用

する場合が出てきた。これらの場合に、

従来の免震装置 (あるいはその周辺装

置) だけでは対応できない (不可能 ・

高コス卜 ・見栄えの悪さ ・使い勝手の

悪さ etc.) ことが生じてきた。

そこで「免震建物普及のための周辺技

術に関する研究 ・開発」として一連の

研究 ・開発を行った。

写真 1 複合ビルに使用した例

写真 2 地下駐車場に利用した例

- 積層ゴム用多段スライド式

耐火被覆

免震構造建物の多くに用いられている

積層ゴ ムは 、その材料である コムが可

燃性のものであるため、通常の基礎免

震では「点検等による立ち入りを除吉、

普段は人が立ち入ることがないj よう

に免震層を区画しである。 しかしなが

ら中間免震構造を採用する場合、点

検・管理者以外の人も立ち入ることの

できる場所に、設置されることが多い

(建物の中間部分に、免震層を設ける

場合も考えられる)。

このような場所に積層ゴムを設置する

場合には、積層コムが可燃性の鉛直支

持部材であることから、建築基準法の

規定により、その部分より上部の階数

に応じて 、2時間あるいは 3時間の耐

火性能を有する耐火被覆を施す必要が

ある (大地震の後に火災が発生するこ

とが多いことから、地震後にその性能

を発揮できる耐火被覆が必要である )。

積層ゴムに耐火被覆を施す場合に、通

常の柱と大きく違う点は 、「積層コム

は大地震時に数10cmものせん断変形を

する j 点である 。このために 、「積層

コムの変形に追随できる耐火被覆J が

必要となる 。そこで、[ 積層コム用多

段スライド式耐火被覆j を開発した

(図 1)。

本装置は、変形イメージの図 2 に示す

ように 、繊維混入セメント板がガイド

の役割を果たして 、多段に積層された

耐火被覆がスライドしながら 、積層コ

ムの大変形に追随する機繕とな ってい

る。

耐火性能については加熱試験を行い 、

3時間の耐火性能を有していることを

確認している。

また本装置は 、各パーツに分割すると

軽量 ・コンパクトであり 、ハンドリン

ク性に優れているため取り付け ・取り

外しが容易であり、簡単に積層ゴムの

点検も行うことができる。

柱形状に対応して、耐火被覆形状をO

形・ 口形にすることも可能である。

ＢＢ ｾｾ ［ ｾ葉樹脂鵠 シ ー卜
総経混入けい厳カルシウム仮

図 1 多段スライド式耐火被覆の構成

図 2 多段スライド式耐火被覆の変形

イメ ージ

. 引張力対応型積書ゴム

免震構造で設計される建物が増えるに

つれ、次第に塔状比の大きな建物にも

免震構造が適用されるようにな って き

た。また設計時に、より詳細な検討が

なされていくにつれ、地震時の振動に

おける上下方向の検討も詳しく行われ

るようになってきた。

これらにより 、転倒モ メン卜による

隅柱の引抜力と上下方向振動による引

抜力の重ね合わせにより 、免震装置に

引張力が発生する可能性が高くな って

きた。積層 コムに大きな引張力が作用

すると 、内部のコムにボイド (空隙状

の欠損) が発生し 、さらに引張ひずみ

が大きくなると 、このポイドが成長し

て積層ゴムが破断するに至る 。また積

層コムの破断にまでは至らないもので

も、地震時にこのようにボイドが発生

した場合、地震後の積層ゴム性能が低

下している可能性がある 。このため 、

積層 コムにボイドを発生させないこと

が必要である。

これらの設計側からの要求に対し 、装

置仮1 ) からの解決方法のひとつとして 、

積層 ゴムそのものを引張力に対して強

くなるように製作する方法があり、実

際にそのように製作 ・実験による検証

が行われている 。もうひとつの方法と

して、ここで開発している製品のよう

に、積層 コムの部分に対して大きな引

張力が作用しないように装置を工夫す

る方法がある。

ここでは「コムは引張力に対して弱い

もの」という前提のもとで 、後者の立

場に立って、免震装置に作用する引張

力のうち積層コム部分に作用する引張

力を低減するための装置として 、引張

力対応型積層 コムを開発した( 図 3 )。

図 3 引張力対応型積層コムの構成

写真 3 せん断 ・引張同時載荷試験

本装置は、通常の半分の総コム厚さを

もっ積層 ゴムを 2段に重ね、水平方向

のせん断力は中央に配したせん断キー

を介して 、鉛直方向の引張力は弾性コ

ムワッシャー付きボルトを介して伝達

する機構となっている。

このような機構とすることにより 、水

平力および鉛直方向の圧縮力が作用 し

た場合には 、通常の積層ゴムと同じ性

能を発揮し 、鉛直方向の引張力が作用

した場合には 、装置全体の引張変形量

の大部分を弾性ゴムワ ッシャ ーに負担

させることで、積層ゴムに作用する引

張力を低; 成することができる。
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京都の歴史的な町並みの将来への継承を目指して

伝統的景観保全型の防火条例の創設

福島貞道

京都市都市計画局建築指導部指導課

383 
。 法令コーナ

-22の52すべき|く11r:?iZT22火

G  

| ・防火 準防火地域の解除 (法第22条区減の制限) I  

。伝統的な建築物によ

る歴史的な町並み

京都市においては、安全な都市環境を確保するとともに、 京都市

の伝統的な建築物及び乙の伝統的な建築物によって形成されている

歴史的な町並みの景観を保全、再生し、これらを将来の世代に継承

することを目指した新たな仕組みの防火基準「京都市伝統的景観の

保全に係る防火上の措置に関する条例J ( 以下「伝統的建築物防火

条例j と呼ぶ) を、京都市独自の条例として創設した。

防火上の箔置を定めた条例

. 認定建築物

独自の防火基準の規制

- 認定建築物以外の建築物.

防火または準防火地域の規制

ゆ ｼ歴史的な町九州 ｾ
なく、内部の不燃化等により「火を外に出さな Lリという視点も取

り入れた、建築物総体としての防火性能を評価する基準であり、歴

史的な町並みの形成に寄与する伝統的な建築物を対象として適用す

る、京都市のi防火基準のメニューとして策定したものである。

ー建築物の意匠等の指導

( 市長の承認制)

京都市市街地景観整備条例

京都市が策定した伝統的建築物防火条例は、京都市独自の防火基

準と防火地域あるいは準防火地域における現行法に基づく 基準に準

じた防火基準をそれぞれメニューとして組み込んだものであり、 一

定の要件を満たしている地区を「伝統的景-観保全地区」として指定

し、当該地区内の建築物に適用していくという仕組みをとっている。

つまり、伝統的建築物防火条例は、現行の都市計画法と建築基準

法の枠組みによる防火基準もその中に組み込んだ性格を有してい

る。 したがって、当該条例の適用地区として指定する「伝統的景観

保全地区J については、都市計画法上の防火地域あるいは準防火地

域の指定を解除するという手続きも、今回の防火制度の全体的な仕

組みの中に組み込んでいる 。

伝統的建築物防火条例の適用の対象は、伝統的な建築物によって

歴史的な町並みが形成さ れている地区のうち、 ①将来にわたって伝

統的な建築物及び歴史的な町並みを保全、継承していくことが必要

と認められる地区②景観形成に対する地域住民の意識が高く、自主

的な|防火に対する取り組みが充実している地区という 二つの要件が

盤っている 地区としている 。乙れは、行政と住民とがパートナーシ

ップの下にお互い協力して京都らしい歴史的な町並みを残していこ

うとするもので、ある 。

乙のような地区を対象に、住民との協議等を踏まえ、都市計画法

に基づき当該地区に指定されている防火地域あるいは準防火地域を

解除する 。それと同時に、当該条例の規定に基づく「伝統的景観保

全地区J としての指定を行う乙ととしている 。この指定によって、

該地区におけるすべての建築物について、伝統的建築物防火条例

による新たな防火基準が適用されることになる。

根拠法令は地方自治法及び建築基準法に基づく条例として創設し

ており、技術基準に関しては、建築主事等の確認審査対象基- 準とし

て確認処分とリンクする仕組みをとっている。

l 伝統的建築物防火条例の概要

(1) 京都市の旧市街地の特性と課題

京都市は、千二百有余年の優れた伝統を有する歴史的文化都市で

あると同時に、 146万余の市民が生活する大都市である 。幸いに大

きなI被災を免れた京都市の旧市街地には、戦前からの建築物や古い

町並みが残されており、この中には、悠久の歴史の中で伝統的に育

まれてきた、京都の建築文化を代表する町家等の木造建築物がある。

京都市が、とれからも歴史都市として持続的に発展していくため

には、その時代々々のニーズに合わせた新たな近代的建築文化を創

造していくとともに、保全すべきは徹底的に保全する仕組みを構築

し、将来に向けて新しい時代を創造し続ける生き生きとした活力あ

る都市でなければならない。このためにも、 町家等の伝統的な建築

物の健全な保全、継承を図り、町並みの中にも歴史がいきづく都市

再生を推進していく必要がある。

(2) 歴史的町並みの継承に対する課題

これらの伝統的な建築物の多くが存在する旧市街地は、都市防災

の面から防火地域あるいは準防火地域に指定しており、現行の都市

計画法と建築基準法の枠組みによる防火規制の中での新築及び増改

築等に当たって、延焼防止の面から種々の規制が掛かることとなり 、

従来通りの構造、デザインの保全、再生が極めて困難な状況にある 。

このため、多くの11可家等が老朽化に身をまかせ、都市防災上大き

な問題となってきている。また、建て替えが進めばそのたびに、先

の防火規制によって、伝統的なデザインが失われ、京都らしい歴史

的な町並みが消失していくなど、歴史都市としての健全な持続を目

指す京都市にとって大きな課題となっていた。

このことはまた、伝統的“ 技" の使い道をなくしその衰退をも助

長することとなるもので‘ 、建築文化にかかわるハード、ソフト両面

からの伝統の崩壊を意味するものである。

l 京都市旧市街地の問並みが抱える課題

法

令

コ

ー

ナ

ー

さだみち)( ふくしま

今回、現行法による既成の概念とは別に、新たな視点から、歴史

的町並みの景観と地域防災との調和を図る仕組みを持つ、京都市の

地域特性に合った防火基準を京都市独自の制度として創設すること

とした。

この制度は、地区の防火に対する取り組み等による地区としての

防火性能の評価と、新たな視点からの防火基準による建築物単体と

しての防火性能の評価とを組み合わせた総合的評価に基づいて、そ

の地区に指定されている防火地域あるいは準防火地域を解除するこ

とにしたもので、ある 。つまり、 一定の地区を単位として防火性能を

評価するシステムであり、策定した伝統的建築物防火条例は、この

新たな防火制度の仕組みを動かす重要な歯車となるものである。

具体的には、建築物の防火性能を延焼防止に対する評価のみでは

l 新たな防火制度の仕組み

建築と社会 ・2002.1236 
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大学の講義に限らないが、教育の現場では、教える側から教えら

れる側へ一方向の情報伝迷に偏りがちである 。 もっと学生の自発的

な創意工夫を発揮できるカリキュラムがあってもいいのではない

か。

このような考えに基づいて、大阪大学では昨年度から 「建築総合

デザイン」と名付けた講義が始まった。 しかも、建築の専門教育を

ほとんど受けていない学部 2年生に配当したのである 。 (1) 1 クラ

スを 15名ほどの小グループに分けるとと、 (2) 講義全体のバランス

を授業担当者の聞で事前に協議しておくこと、この 2 点を除けば、

あとは担当者個々のアイデアに任せられている 。

私たちは建物の振動問題を扱うととにして、講義のサブ・テーマ

を「建物の揺れを考える j とした。しかし、ここからが大変である 。

まとまった数時間を講義に割り振られているが、物理学で習う振り

子の知識あたりを念頭におくと、どのようにして建物の揺れを実感

させればよいのか。できれば、建物の耐混安全性にも思いを巡らせ

てほしいものである 。

特別な教材がある訳でもなく、ここは個々人に本来備わ っている

直観に訴える外にない。幸い兵庫県南部地震の際に搬られたビデオ

や近年の大地震で機れた建物の写真が手元にあったので、まずこれ

らの映像を見せて、建物の揺れや地震の破域力を実感してもらうこ

とにした。次いで、幸いにしてと言うべきか不幸にしてと言うべき

対象建物.

工学部キャンパス内の通路に架かる

屋根付き鉄筋コンクリート柱

地震時 ・

どのように熔れ、さらに激しく揺れると

どのようにI哀れるか?

只ミト
怨れ方と i哀れ方 :

①重い屋根のみ揺れて、柱と屋根との継ぎ目

が擦れる。

②屋根と柱が一体とな って揺れ、柱胸部でi裏

れる。

③屋根と柱が一体とな って括れるが、重い屋

根と細い柱の問、および柱と地面の聞に無

理が生じて、柱頭、柱仰の2 力所で懐れる。

④屋根付き柱の揺れが大きくなると、柱胸部

が支えきれずに、根こそぎ倒れる。

m ⑤上下方向の揺れが激しい場合、屋根と柱の

継ぎ目が切れて、柱が屋根を突き抜ける。

図 1 建物の揺れ方・壊れ方の例題

建物の揺れを考える- 創造型の教育-

馬場研介

大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻助教授

か、大学キャンパス内には現行の建築基準を制定する以前に建てら

れたものが多いので、その中から各自の関心を引 L、た建物を選んで

橋れ方や壊れ方をイメージしてもらう 。そのイメージを説明するコ

メント文とスケッチ図を記してもらった。

講義の真骨頂はこれからである 。少人数のクラスなので、コメン

卜文の付いたスケ ッチを教室の前而にずらーと張り出す。そしてス

ケッチを描いた本人に詳しく説明してもらい、 他の学生と講義担当

者がワイワイ質問する 。1... .. のように揺れ、. . . . . のように壊れる

と考えましたん すかさず「なぜ? J、「他の揺れ方は考えられない

の ? J と掛け合い漫才のように合いの手を入れる 。最初は取り澄ま

していた説明者も鋭い突っ込みに困窮したのか、あるいは直感が閃

いたのか、思いもよらない回答が返ってくるものである 。受講して

いる学生全員に乙の調子で、掛け合っているうちに、質問者側の学生

も釆ってくるのか、説明と質問のやり取りが高揚して、議論にふく

らみが出てくる 。

授ける側と受ける側との双方向伝達、理性と直観との双方向思考、

ものを創るうえで欠かせないこの古くて新しいテーマを掲げた先進

的な教育は緒についたばかりである 。また、双方向の情報伝達を目

指した創造型の教育を笑践し始めると、あえて創造型と l断らない通

常の講義はいかにあるべきか、考えさせられる今日この頃である 。

( ばぱけんすけ)

構

造

の

頁

写真 1 例題の建物についてイメー ジを膨 らませる

写真 2 自作のスケ ッチを説明する学生、見守る学生

趨築と社会 ・2002. 12 3 7  



地下水のシリ力除去と冷却水水質調整方法

328 設備の頁ラ> 森j畢 俊

市 町 時 (悌m術担当取締個民主長

表 1 水質調整事例

水質項目 原水 処理水 除去率( %)

pH 7.7 8.4 

電気伝導度 ( ms/ m) 12.2 10. 8  

シリカ (mg / e)  43.0  <  1. 0  97.6  

全限度 ( mg/ e)  84.0  31.1 62.9 

月IVl 索イオン ( mg/ e)  29.1 20.0  31. 2  

1流化物イオン ( mg/ e)  44.0 30.0 31. 8  

酸消費 l，i (mg /  e)  56.0  58.0 

電fi{(，処理! は、シリカの除去、般度分の低下ほか、( 1 ) 懸濁物の

除去 (2 ) BOD、CODの低下 (3 ) 殺菌作用、が認められる 。

ζ れらの効能から、上水を使用する場合においても、薬品を使用

しない新しい水処理技術が可能になった。

l 生産設備用水の水質調整として

地下水を使用した生産設備では、従来は薬品洗滞などで応急的に

対処しているが、十分な回復は不可能である 。新しい処理により用

水のシリカは除去され、熱交換障害、管の閉塞もなく、生産設備稼

働率向上と混度制御の適正化による品質向上を達成している 。
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冷却l水は冷却塔で大気に強制蒸発されるため、 i翻年成分の多い地

下水はもちろんのこと、上水においてもスケール、腐食や藻の対策

が必要になり、近年は特に、レジオネラ菌による環境汚染を防止す

る必要から、薬品処理や強制ブ、ローによって水質管理を行っている 。

『カシオープj は、シリカが95%以上除去でき、カルシウム濃度

を低下できるなどスケール防止作用と、腐食率の大幅な低下や、ｾ，

I鈴i勿の低下( ろ過作用) および強力な殺菌作用による藻やスライム

の防止、レジオネラ菌の殺菌作用により、薬品を環境に排11¥するこ

となく、水質管理が可能になった。特にレジオネラ菌の殺菌は薬品

のように、濃度管理! が要らないので、簡易で確実に殺菌でき、ラン

ニングコストの低減と、環境対策とし℃寄与できるものである 。

開放冷却水に適用の結果、管内のスケール付着の低減、冷却塔で

の藻の発生がまったくないこと、レジオネラ箇が発生しないなど顕

著な改善がみられた。

l 冷却塔水のノンケミカル処理と環境保全

霊

前

水

大

医

聖

水

水のシリカリ含有量

去する装置 『カシオープj を完成した。

開

*  

大
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l シリ 力除去水質調整の方法

シリカの除去は、「電解式処理」によるもので、装置内に多数の

陽極と陰極の電極板を配し、わずかな電流を流すことで、電極聞で

浴存杭類の反応、を起とす方法によって処理する 。

盃亙固→直亙ヨヨ →5}m1E →直亙ヨ

1' lift日' ( ，の作用を図 2 に示す。

|場極1J[11→高い凝集作用のあるアル ミイオンによる凝集作用

陰極官[ I i →水素の発生( 凝集物の浮上作用) とカルシウム類の付着

8  .1 o  

冷潟水は、空調用蓄熱 ｾｎｩ や生産 ｦｦｬ の冷水 ・ 漏水槽に貯留して使用

されるが、水換えが少なく長期間同じ水が使用されるので、水が汚

れ、菌やスライムなどが発生し、銅コイル腐食の大きな要因になっ

ている 。殺菌剤等を投入しでも水換えがないのでスラッジになるた

め、繰り返し投入ができない。

『カシオープl は、懸濁物の除去と殺菌作用を持ち、スラッジの

生成を伴わないので、これらの水質管理! として最適で、ある 。冷水槽

への適用事例では、明らかに目視でも清澄になり、臭気の改善、ス

ライム付着改善による生産性の向上が確認された。

『カシオープj は、従来不可能であったシリカの除去と薬品を使

用しない水質調整機能により、環境への負荷が少なく、ランニング

コストの低減を図る ζ とできる 。 この新しい方法が建築設備の品質

向上に寄与できればと願 っている 。 ( もりさわたかし)

l 冷温水槽水の管理

電解作用により水中に溶出す

る水酸化アルミニウムは凝集

作用力強く、シリ力やカルシ

ウムなどが; 疑集されるととも

に、陰極力、ら発生する水素ガ

スの浮上作用によりスカムと

なって浮上する。

電解による シリカ除去

のメカニズム

水質調援能力は水質により若干の差異があるが、シ リカはほぼ

95%以上除去でき、カルシウムや硫化物イオンは一部低下する 。設

備にと って有害なシリカを選択的に除去し、 |狗食のため諮となる硬

度成分はすべてを除去しないととで、水質調整装置としての有益性

がある( 表， )。

湿築と社会 ・2∞2. 12

生産設備や空調の冷却水、冷沼l*に地下水を使用する場合、スケ

ールやスライムなどの障害が発生しやすく、なかでも「シリカ」は

隙害の大きな原因になっており、除去対策の困鮒さが維持管理費用

の唱大と生産性の恕化をもたらしている 。

シリカを除去するには、〈逆浸透JJ英〉か〈純水装置〉に限ら れる

が、これらの方法は、浴解塩類をほとんど除去するため処理水の用

途が限定され、 一般の水設備には適用しw( E く、また設備費、ランニ

ングコス トが高L、。

「シ リカ ｪ は、表流水を水源とする上水にはよ ｾｩｬ 変的少ないが、地

下水は、日本が火山部' であるため、比較的少ない近畿以外、全国的

に“ シリカランド" といえる( 図， ) 。地下水は、シリカ以外に

「炭酸租」ゃ「カルシウム」などのスケール成分も多く、藻が発生

しやすい水質であることから 、 スケール分散剤、殺 ｲｾｾｾ Ｉｩ菌剤やろ過

等で対応しているが、シリカは薬品で、は処理! で、きず、対応に苦慮、し

ている 。

市田化学(仰は、

水質管理の経験を

生かし、西日本の

水質等は附タイテ

ックの協力のもと

に、薬品や! 換など

を使用するととな

く「シリヵ」を|徐

図 2
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サステインナフルな建築と都市

都市環境安全工学講座

京都大学大学院工 学研 究 科

環境 地 球工学専攻

本研究室では、サステインナブルな建築と都市の;構築を目指す研

究を行っている 。研究対象は、空調システムの最適運転ならびにコ

ミッショニング、オフィスでの自然換気制御、都市街区の熱主環境改

善、集合住宅の緑化計画、伝統的住宅の渦熱環境調査 ・改善方法、

気象衛星画像解析による都市環境の分析など幅広い。これらの成果

は、国際エネルギー機構 (IEA) や国際照明委員会 ( CIE) などと

の共同研究を通して国際的に発信している 。

l 建築の省エネルギー

主に最適化の観点から建築や地域の省エネルギーの研究を展開し

ている 。最近では、国際エネルギー機構の研究活動の一環として、

運用| 時のエネルギー削減に注目して研究を進めている 。乙れには、

エネルギー危機以来精力的に笑施されてきた建築の省エネルギー

は、設計H寺に省エネルギーの方策を考慮し設計に活かすことが中心

的記長題であ ったが、実際の運用時には計画通り省エネルギーが達成

されないとか、設計では考慮、していなか った事態が発生するなど、

多々問題点があることが最近判明してきており、この事態を解決す

ればさらに20- 30%のエネルギー削減が可能であるという背景がある 。

現在取り組んで、いる主要なテー

マを挙げると、( 1 ) 空調システ

ム全体を考慮、し、その最適運転を

リアルタイムに実施する 制御手法

(図 1) の研究と開発 ( 2 ) 設備

システムが設計通りに機能するこ

とを検証し、エネルギーの無駄が

ない運転とな っているかを自動的

に調べる手法の研究と開発。これ

はコミッショニングと呼ばれ、現

在、世界的に注目されているテー

マである ( 3 ) 気象予測を利用し 図 1 空調システムの最適制御

事 ｾ＠ …一概口｜ 宇・ ｾｾｪ を適切なスケジュールで開閉

".. ; t 一司柿色竺竺国 (図 2 ) し、熱負荷削減効果

./ f 一寸 Iド= 寸| と在館者の快適の両立を目指

一 ー一一一ー すfljlj 街lロジックをシミ ュレー

図 2 自然換気口の予測自動制御 ションなどを利用して開発す

るとともに、その効果を笑際のオフィスビルで実験的に検証する研究。

l 環境共生建築・都市の設計

持続的社会の形成には、環境と共生する建築や都市の構築が不可

- 研究室のひととき

研究室はとてもチームワークがよく、国内外

での実測調査やその準備ではお互いに協力し

合って作業を行っています。研究室内の雰囲

気も大変明るく、それぞれの研究から臨床ま

で、気楽にｾ見を交換し合える環境です 。

連絡先

〒6偽- 8501 京都市左京区吉田本町

Tel  07Eト753- 5746

h句 Iluese.gee.kyol:o- u.ac.jpl

ι mail nori @archi .kyol:o- u.ac.j p  

欠である 。その観点か

ら次のような研究に取

り組んでいる 。

( 1 ) 現実の都市の上

空の熱流を測定し、そ

の現象を計算機流体力

学を用いてシミュレー

図 3 シミュレー ショ ンによる街路の鉛

ションで解析( 図 3 )  直気温分布

し、その研究成果を総 WI NTER 

合してヒートアイラン

ドの抑制を図るには都

市をどのように計画す

ればいいかを提案( 2)  国て よ ｉｨ 句 ｉｾ
ネ ハ ー I  raol auo_n  

ネパールの伝統的な住 ルの伝 cold air I  

宅 の 特 性 を 探 り ( 図 統 的 住 +-.... 

F吉、庁、:園 、

4  ) 、その計画手法や 品事喜 司 ず

自然材料を再評価 する 改善案

とともに、 一方では伝統的住宅の持つ欠陥を現代の技術で解消し、

その土地の気候や風土に適した持続可能な住宅を設計する手法 ( 3 )  

都市や集合住宅周辺のt和也が住居に与える影響を分析調査し、緑を

適切に配置し、年間を通じて省エネルギーで快適な住居を計画する 。

.. 

研

究

最

前

線

l 気象の分析とモデル化

気象は確率的に毎年変化するし、近年では、地球温暖化により気

候そのものも変化しつつある 。 したが って、建築や地域の省エネル

ギ一計画や自然エネルギーの利用を検討するには、建築が立地する

地域の気象データをいかに整備するかと L寸 基礎的な研究が不可欠

である 。

そこで、現在、( 1 ) 時系列解析を利用して、 気象現象を数学的

な動的モデル化で表す手法の開発( 2) 地域の気象データを単なる

データの集積ではなく包括的に扱うモデル化手法の開発 (3 ) 天空

の輝度や放射分布の長期測

定 を 実 施 し ( 図 5 ) 、さら

に人工衛星によるリモート

セ ンシング画像をも用い 主

ミョ

て、多面的、総合的に気象 主!

魁 '

を分析し、建築や都市の計 臆

画 - 設計に必要となる様々

な気象データを提供する研

究に取り組んでいる 。 図 5 天空輝度分布の測定例

吉田治典教授

- 研究スタ y フ

吉田治典/ 1945年生まれ ー

・専攻/ 建築環境工学建築設備学

・著書/ 共著に「環境工学教科t! 日、「空気

調和 衛生工学便覧( 1  ) 基礎編j 、「進

化する建築保全J 、「記録史料の保存と修

復 ー文庫の保存環筑・実ilUJ と予i I l ljJ 、制訳

に「高層ビル火災の排煙と制御J

上谷芳昭/ 1961年生まれ

・専攻/ 建築環境工学 - 光環境- 畳光利用

・著書/ 共著に「空気調和・衛生工学便覧

第13巻j 、「照明専門講座テキスト j など

上谷芳昭助教授
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出版委員会委員長

1  ) ノーベル賞候補者選考基準変わる?

10 月はじめ、日本初ノーベルnダブル受

賞の知らせが届き、小泉首相も手放しの喜び

ょう 。昨今のH音いニュースの中ではピッカ ・

ピカの光物である 。特に、田中耕ー さんは

11 )=1  3 日文化勲章も受賞、研究所設立、客

員数授、名誉市民. .. 次々の話題引きも切らず、

ノーベル賞のメダル

喜ばしい限り 。

彼の研究成果発表は 1987年、質量分析迎合討論会( 京都工芸繊

維大学) 席上だったそうだ。実に 15年目にして脚光を浴びた事に

なる。彼の場合、 「突然」という意外性、しかも 43歳、電気工学科

出の技術屋、現役サラリーマン研究者の受賞' ということで、ずいぶ

ん身近に感じられた。れf函而を通じて見る|浪りごくごく普通の人、

「好きな研究をさせてもら って会社に感謝J との発言、謙虚なお人

柄とお見受けする。

.  今回、評価の着目点が 「応用重視j とな っているが、汲初は海

外企業が目をつけた、そして成果がみとめられるまで随分H寺閥がか

かっている 。 しかし 「社会に役立つ技術がみとめられJ I個人の業

績が評価IIされたJ ことは好いことだ。「まさか自分が…」と言われ

たように全くの 「無名j 研究者が一夜にして超有名に!

2  ) 無名 ( anonymous) の誇り

一方でjS う率、 「平日を以 って尊しと為す」→「組織重視J の体制

が根強く残っている日本で今後どういう人材が輩出してくるのか、

興味深い。めだたずごっこつと研究に励む無名の研究者、技術屋が

日本企業には多い。建築界でも 「縁の下」を支えるグループの存在

は大きい。

・ 建築の世界で榔撤された 「アノニマス集団」そして 「アノニマ

ス建築 」 、至極もっともな、ありふれた形の Ｑ Ｑ Ａ ｾ 名 」 建築群、乙れ

を生み出すのはゼネコンの設計… このような文章を 40年も昔、 「建

築年報」の誌面で読んだ。えび茶色の有田タイルH占の天神ビj レ( 博

多) が新建築誌に掲載された時である。当H寺生意気な学生だった小

生、光安先生( 当時兵庫県営繕謀長 - 非常勤講師) やゼミの鳥目先

生に、 一握りの 「建築家先生J ( 不思議と東京のひとびとに多かっ

た) に、 「こんな発言を許しておいて良いのかj と質問した記憶が

ある。

・ 昨今の就験日ffi と遠い、 1960年代はまだ会社を選べたH寺代。当時

の就職ガイドには 「竣工引渡し後も責任を持って保守、問題あれば

無償で手直しする会社、この会社を知ってもらうにはお堀端の明治

生命館( 昭和 9年竣工) に触れて欲ししリ等々書かれていた。 しか

し入社希望の決定因子は国立劇場コンぺ当選直後、浜口|墜ーさんが

書かれた 「施工部門を持つ大設計事務所」という殺し文句に出会っ

てゼネコン設計部に職を得た。

・ 当時、 「仮囲Lリ に名を告かない会社、自社ビルの外壁、塔屋

に看板を出さない企業といわれた。 しかし約 10年後には時代の要

請で本社ビルには社名が掲げられた。ところが東京では白いビルに

白い文字。「作業所の仮囲いは会社の顔、都市美観の一つ。常にき

れいにしておくととJ というように建物の品質、デザインは言 うに

及ばず「仮囲pJ までこだわりをもっていて、文字は記されなかった。

40 建築と社会 ・2002.12

• Iめだたない、でもきっちりしてて、長持ちするビルがほし Lリ

というファンがいたのは事実。誰といって特定しない「無名の良さ J

が好まれたH寺代が確かにあ ったと思う 。今で言う「無印良品j だろう 。

3) 時代をこえて活きるととばi

. 昭和 39年( 東京オリンピック開催年) 入社したとろ、耳に残っ

た言葉。建設業を「土建屋」とH干び、建築主は「御施主様」。発注

者と請負者の間柄なのだが、感覚的に主従関係の意識が強い。さら

に 「元請J I下請J I孫請J と どうもヤクザっぽいひびきである 。

「施しをいただく一仕事を回して欲し Lリという「おせしゅさま j

という感覚にはついていけなか った。そして、今、真のワンマン経

営者はほとんどいなくなる 。一人の総括者だけを見て設計できると

いう時代は去った。

学校でも理事長は互選され、多数決的で物事が決まる時代である。

数年で交代される。逆な意味で意思決定者の顔が見えにくい。つま

り建築主もアノニマスにな ってきたと言える。

・ 「建設会社は利益追及が主目的。そのためにはごまかしもする 。

だからお目付けが必要。『建築家j はそのために存在するんです」

とのたまう設計事務所さんもおられた。このようなど託宣は迷惑千

万。 しかし「設計施工ー貨のゼネコンが設計料ただで仕事しよる j

と、言われる 11寺はいやだった。「そんなコ卜するからこっちも設計

費用をまけさせられるんやj なんて言われると胸が痛んだ。とごろ

が設計料の少ない分、構造、設備の図面作製をゼネコンに押 しつけ

るようなチャ ッカリさんもいら っしゃる。

「見えるハード、には金を払うが設計という無形の知恵の価値= ソ

フトはただやJ こういう見方をあらためさせねばならな， ¥0 今では

ゼネコンも設計料を提示するようになっている 。きわめて当然のこ

とと思う 。まあ、ボチボチということか。建築業界全体が共に考え

ないと、 何時までたっても弁護士さん、お医者さんの後塵を拝する

ことになるだろう 。

. この航空写真、約 10年前の御堂筋上空。

「おいみんな屋上から

大阪の街見てみい。

こんな汚い街

世界中どと探しでもあらへん。

技術が発達して材料はなんでも

あるのに

なんで、こんな汚い街にしてしも

たんやろ j

(25年前に岩本さん語る)

永年31mのスカイラインを守ってきた御堂筋。2∞2年の今、乙の

街に高さ 50mのビノレが建ち始めた。そして、屋上に、足元に、 「緑

化」の努力が認められる。ヒートアイランド現象を抑える緑がある。

あらためて おもう 「建物はスズメが見る、カラスも見る。J

あらためて いいたい! I設計に緑を! J 口伝はいきている。

12回にわたり小生の駄文にお付き合いいただき恐縮です。

まことにありがとうございました。



建築とアートのきL そこには新たな空間の

可能性が績たわっている。

しかしそれぞれの言葉についての定義は、

されないままにそれぞれのジャンルが形成さ

れている。これは裏返せば建築やア ー トの枠

組みをどのように捉えるかにより、制面は大

きくブレていくことを意味している。

既存の概念を拡張する力は、常に逸脱の匂

いに満ちている。それは生み出されたものの

力として、各分野に刺激を送り続けることと

なる。遠藤秀平の一連の建築は、そのポテン

シャルを持続させていく挑戦として、人々の

注目を集めてきた。

作品集「パラモダン」は、どこから見ても

楽しめるように組み立てられている。全体を

ぺらぺらとめくると、それはまるでひとつの

建築が編集されているようでさえある。作風

の確立した建築家は巨匠の仲間入りをする 。

そこにはまさに一人の作家がうちたてた作風

が、一貫した造形として、紙面に展開されて

いる。

それを見ていると、模型を作りながらさま

ざまな可能性を検討しているア トリエの風景

が浮かんでくるようだ。一枚の帯が連続的に

形を生み出しながら、壁や屋根を形成してい

く。

内部と外部の反転するメビウスの輪は、内

外の世界を転倒させることによって建築の分

野からの離脱を図ろうとする。それを繋ぎ止

めようとするせめぎ合いが鐙築にカを与えて

いく 。

エッシャーの絵のように内部世界と外部世

界が連続的に転倒する世界は、空間的な出来

事だけに多くの建築家たちを魅了し続けてき

た。 しかしそこには二次元と 三次元の違いの

壁が高く、知的ゲームとしての関心事を超え

るものではなかった。またメビウスの輸が建

築に置き換わることは、風雨に対し内外を分

けなければならない建築にとって発想の壁で

もあった。その点で一連の建築群は、コロン

ブスの卵として産み落とされ、建築界の注目

を浴びることになったことは言 うまでもな

u、。

そこから先はひとつの造形システムとして

理解される。コスモロジーは自動的に生成さ

れ、さまざまな条件に適合された結果として

の足跡が、秀で、た造形力のパフォーマンスと

書 評

して花開いていく姿がこの本のストーリーと

なる。

工業製品特有の金属質な光沢と反射の生み

出すメタリ ックな肌合いが、 三次元に立体化

していくことで、建築空間を形成していく 。

金属は波型スレートに置き換えられ、さらに

裾野を広げる。現代的素材で複われた曲線が

建築空間を形成していく 。 しかしそこに据え

られたターゲ ットは、 工業製品による生産の

解を求めたものではない。工業化という 言葉

に付着する量産化や標準化が、追及されてい

るわけで、はない。

工業化製品は、現代を支える役割として、

文明の背景を構成するものとして生み出され

てきた。その素材を使い図と地の反転を試み

ているのが、作家の作家たる所以であること

は誰もが認めることだろう 。

周辺との関係性よりは、周辺の背景の中で、

どのような見られ方をするかが第一関心事に

なっている。建築はアートを目指し、アート

は建築を目指すのか。その到達すべき目的地

はどこに置かれているのか。建築家としての

職能として、f ! [l に生み出した空間の価値は、

作者である本人にとって、どのような意味を

持っているのだろうか。建築であり、アート

であり、力学的構築物であり、幾何学であり、

ポエムであり、観念であり、そしてX 、それ

は何者でもない中性の虚空に浮遊するクライ

書

評

ンの壷か。

車のデザインは特定の場に対応するコンテ

クストを、はじめから切り離されている。 し

かし建築は場として成立する。 したがって建

築は、場の形成に深く関わっている。それは

建築における基本のマナーとして語られる。

しかし土地の国有性を失い続ける都市にお

いて、建築はコンテクストを本当に必要とし

ているのか。都市は常に無言でささやきかけ、

建築家は沈黙のタブーにふれ続ける。建築の

マナーを守りつつ巧みにその言説をさけ、造

形との対話を繰り広げていく 一連の作品1拝。

言説と建築の問に掛け波されたメビウスの

輪。それこそがこの本に隠された衝盤的なパ

ワーと見るべきだろう 。

(ほんだ ともつね/

和歌山大学システム工学部環境システム学科教授)
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話題建築を聞く・第3 4回 湊町リバープレイス

大阪「ミナミ」の再生拠点、として

小笹光彦

日本建築協会事業委員/ ランテ ック計画事務所
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なったが、仮設駐車場を綬て現在に至っている 。

大阪万博の "寺に、この地に阪神高速道路が建設され、平成 2年に

OCATが着工された。当初の計画では、本建築の方を OCAT より先に

つくるか、あるいは同時に完成させる予定であ ったそうだが、現実に

はOCATの方が先行してしまったらしい。

今まで二度の実施設計を経たなか、平成 9年から基本設計が、 10年

に実施設言| が行われ、 11年 3 月に着工、建物が竣工したのは、 14年 3

丹、オープンしたのが今年の夏である 。

l プロジ‘エクトに付帯する整備事業

この施設は単純な単体建築とは奨なり、諸々の関連工事を伴う総合

的な環境整備事業である 。 とりわけ阪神高速道路と 一体化した 「建

築・土木一体計画」であることが、この事業の最大の特徴である 。景

気の問題はあるが、 今後は似たような都市再生型の計画や事業がます

ます泊えてくることが予想されるとのことであった。

関 ￬ｩｬｩｾｪ 堅備事業の主なものを挙げてみると、次のとおりである 。

・阪神高速道路

敷地内に阪神高速道路の堺線が走行しており、これに ON、OFF ラ

ンプ、 パーキングエリア及びパーキングランプを新設するものである 。

阪神高速道路公団は、以前から乙の地に ON、OFF ランプを付設する

計画があ ったようだ。

ノTーキングエリアについては、湾岸線には朝汐稲に P. A があるが、

焼線にはこの施設がないため、これを設置したいという強い要望があ

った。ただし面積上のf I i リ約から、 トイレ、休憩所、自販機コーナーを

備えるのみの、ミニ P. A にも達しなし、小1丸模なものとなってしま った。

・J R計画

大阪市内での繁華街としては、昔から 「キタ 」 と「ミナミ 」が有名

である 。キタは大i阪駅や梅田界限を、 ミナミは難波を中心とした界限

を言 う。

このミナミの一戸lに今年の夏、 「淡町リバー プレイス 」がオープン

した 。 正八角番 ｦｾ を逆さまにしたようなダイヤモンドカ ッ ト状の幾何 学

的な形状で注目を集めている 。乙の施設はスタンデイングホールを主

体にした建築を中心にして、周囲は変化に富んだ立体広場により構成

されている 。

平成 14年 10月 8 日( 火) 午後 6 " 寺半より、安井建築設計事務所設

計部統括主任の渡辺一郎氏を日本建築協会サロンにお招きし、「淡町

リバープレイス j のプロ ジェ クトの統括責任者として長年にわたり計

画、設計、監理に携わ ってこられた経験を通して、線々な苦労話や裏

話を交えながら、ご本人から直接、生の技術論を聞かせていただいた。

OCATの地下部分に終着駅の ]R難波駅が完成し、折り返しのための

引き込み線が本敷地内の地下に存在している 。このため、地下路線用

の大換気塔が敷地内に飛び出した形で設置されている 。これを撤去し、

デザイン的にも機能的にも支障のないよう、乙の建築内に取り込む必

要があ った。

さらに、その地下函体がすでに準備されているため、この上部に建

築を建てることは、様々な点で非常に大きな制約を受けることとな っ

た。

・水辺の整備計画

道頓堀川は御堂筋とともに、大阪を代表する顔ともいうべき都市制

である 。かつての道頓掘川には岸に沿うように、カキ舟が何般も 浮か

び営業していたという 。このように昔は市民の日常生活に融け込んで、

いた風情ある河川も、今では孤立した状態にある 。

おりしも、平成 13年の都市再生プロジェクトにおいて、 「水の都大

阪J の再生が打ち出され、現在水辺整備事業の計画が進められている 。

このため淡町リバープレイスに面する道頓堀川の南岸部分は、先行的

にウォーターフロントとして開放的な立体広場と 一体化させ、船着き

場とステージを整備することとな った。

今後、ここを拠点に道頓煽川の水辺整備も徐々にではあるが進行し

ていくことが期待できそうである 。

・地下街路の整備

東側の地下街路は、難波の中心地下街 「なんばウオーク」につなが

る動線である 。既設の地下通路を拡幅、美装化し、新しくエントラン

l プロジ土ク卜の経緯

この地の開発計画のもとをたぐれば、昭和 35年まで遡るらしいが、

それはさせておき、具体的に動き出してからでも約 10年を超える歴史

があるとのことである 。

かつて、この付近には道頓堀川に流入する新川があり、その合流点

- 1 i f は木場であったそうだ。このため道 l頃堀川の北側に家具街が誕生

したらしい。その後、この川は埋め立てられ、 |日国鉄の貨物ヤードと

建築と社会 ・2002. 12

ミナ ミでは、 淡IIfJ 地区再開発のほかにも、様々な言|商が同時に進行

している 。淡町地区は難波の西側に隣接し、 21世紀に照準を合わせた

国際集客音11市の南の拠点として、均衡ある都市機能の拡充と都市椛造

の再生をめざし、リーディングプロ ジェクトとして援備が進められて

いる 。乙の整備は昭和163年 3 月に策定された 「淡町地区総合経備計画J

を受けたもので、新しい文化拠点の形成を理念とした、多機能な被合

的まちづくりをめざしたものである 。

之の言|函は 「ルネ ッサなんばJ とも 'f f I ; され、道l慎堀川に面する北端

の 「ウォーター ・フロントゾーン」をはじめ、その南に OCAT を含む

「ニ ュー・ターミナルゾーン j さらに 「ニュー ・シティゾーン J Iアメ

ニティーゾーン 」から椛成されている 。乙の計画の中心施設の一つが

ウォーターフロントゾーンに位箇する 「淡110' リバープレイス」である 。

こ乙は地下において ]R難波駅、 地下鉄の御堂筋線、四つ橋線、千日

前線の ｾｾￊ 波駅、あるいは ｏｃａｔ 、 「 なんばウオーク 」 などに接続してい

る。また敷地の上空には阪神高速道路が縞較しており、 ON、OFF、

パーキングランプを建築に新しく併設した建物である 。 さらに地下に

は、 JR難波駅からの延伸函体があるなど、まさに人、車両ともに交通

の要衡の地となる 。

この地は、その地名の通りかつて古代人の 「湊J として栄えた土地

柄であり、道頓堀川に面している 。そしてまた 、川 を挟んだ北側には

アメリカ村やヨーロ ッパ村などの若者文化が定着して、特に近年はア

メリカ村が南や西に広がり、南の立花通の家具街や西の堀江地区にま

で人の流れがおよんで、きている 。

このように歴史と近代性をあわせ持った大きなポテンシャルを秘め

たこの地に、今このl時期に、乙のような施設を創ることは実にタイミ

ングが良いとのことであった。

l 湊町地区の再開発
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渡辺さん、大変長時間にわたり、熱のこもった解説をありがとうご

ざいました。「淡町リバープレイス J の今後の発展と、渡辺さんのま

すますのご活躍を期待いたしております。

l 国家座標の使用

点として扱える建築とは異なり、鉄道、河川、道路などの長大な線

状の土木構造物においては、 一般的に国家康標を使用して設計を行う

ことが普通であるとのこと 。

このプロ ジェク卜においても、阪神高速道路やJR施設は国家座標を

使用して設計されていた。道頓掘川においては、独自の座標に基づく

座標軸を使用していた。乙れらの既存構造物をすべて正確に図上に落

とし込むためには、座標 Ｚ ｾＴｵ を統 ー するととが先決である 。 そこでおの

おのの座標値を統一 し、とれをベースにして作業を行い、すべての検

討や設計が同一図面上で表現できるシステムを採用した。

また、道路というものはほとんどの部分が水平や単円弧ではなく、

斜めによじれたようなクロソイド曲線を描いているため、 ζ の作業は

コンピューターの力を借りずには不可能であ ったかもしれないとのこ

とであ った。

*  

ス部にサンクンガーデンを設け、道頓城川や湊町リバープレイスに向

けて閥かれた動線として整備する 。

西nmの地下街路は、 OCATのサンクンガーデンと湊町リバープレイ

スを直接結ぶ地下のメイン動線である 。

・周辺道路及び歩道の改修整備

本工事により、周辺道路の付け替えや改修が全面的に伴い、歩道の

改修、美化などの環境整備が必要であった。

施設は本棟、西側の駐車場棟、東側のサンクンガーデン棟、階段株

からなる 。また、広大な屋外広場部分は 「立体広場j として集客性と

ウォーターフロントとしての機能を持たせた。

本事RはJRの地下引き込み線や阪神高速道路及びそのランプに固まれ

た部分に位置し、柱の建てられる範囲は必然的に限定される 。阪神高

速道路ランプと干渉しない中央のセンターコアの部分のみが通常の柱

グリッドを J構成することができ、上層階はそ乙からトラスを組んで、張

り出す形態とした。

主要施設であるスタンディングホールは、 唯一まとまった空間であ

り、構造的にも安定しているセンターコア内に配置した。乙のホール

は 5 階から 71潜までのl次抜けで、1 . 500人収容、 6階には 150人の固定

席がある 。ホールは大音響と大勢の人々がリズムに乗ってジ ャンプし

たりする場所でもあるので、防音と振動対策として、』巨体とは絶縁状

態ではめ込んだ形を採用している 。

最大面積を確保できる上層階の 6 - 7 階は、この施設の性格から、

音楽に関連するテナントを募集する ことを前提としたオフ ィスフロア

として考えた。結果的に fmOSAlくAが入居してくれるところとなり、

本施設の性格が一段と明確になったとのことである 。

l 階および地下 l 階にかけては、玄関ホールがあり、 Ｓ Ｑ ｾ緒は吹き抜

けのホワイエ、ロビーで、外部の立体広場に接続している 。 2 階部分

はすべて、阪神高速道路用の施設で、 23台分の駐車場を中心に、 トイ

レ、休憩所、自販機コーナーおよびP. A ランプが占めている 。

本株の構造は、 SRC造一部 S 造で、地下 2階、地上 7階、塔屋 l 階

である 。建築面積は全体で 10，800 ば余、法定延床面積は約 21，000 ばで

ある( 道路用施設部分は除外) 。

l 施設の構成
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30- 20 :  50 日 時/ 2002年 10月8日( 火) 18 

会 場/ 日本建築協会サロン

講 師/ 渡辺一郎・安井弘l ! 築設計事務所

司 会/ 大弁昇二 -日 本建築協会事業委員

参加者/ 15人

l デザインイメージ

デザイン的には、そのほとんどが制約条件と与条件からくる必然性

により、ラ ッパ状の建築に 3本の道路がどくろ状に巻きついたような、

見慣れないユニークな外観として納まったとのことである 。

全体のエレベーシ ョンとしては、下層階は 「大地ないし丘」をイメ

ージし、土質系のアースカラーで統一。 上層階については「未来的」

なイメージから、メタリックカラーやモノトーンを基調とし、シンプ

ルさと清潔感を表現したとの乙と 。

内装については、外装とは反対に思い切った原色系も使ってみた 。

テーマカラーとして 4 色を使い分け、クールグレーには「新しさや消

潔感」を、青色には円 11や水」をイメージし、赤色には 「エキサイテ

ィング、 力強さ 」を、黄色には 「雅や高賞さ 」を表現してみたという 。



[お知ら せ]

講演会「建築紛争の現状と課題J

日本建築学会は 、日本建築学会司法支援建築会議を設

立し 、活動を始めている。12月には担当裁判官の出席

のもと 、具体的な紛争事例・紛争処理に関する判決 ・

調停手続きの現状と課題を討議することとした。

. プログラム

・司法支援建築会議の概要/ 川村純夫 (大阪市立大学

名誉教授)

・建築紛争の現状と課題/ 田中 敦 (大阪地方裁判所

第10民事部統括裁判官)

・討論一裁判所か望む鑑定人・調停委員の役割ー

司 会 : 六 車 照 (京都大学名誉教授) パネリスト:

裁判官ー田中敦/ 調停委員一三津誠 (三沢建築設計

事務所) / 鑑定人一山本鏡子 (山本合同事務所)

日 時 2002年12月13日(金) 13  :  30- 17 :  00 

会 場 建 設 交 流 館 8階 ・グリーンホール

大阪市西区立売堀 2 - 1 - 2

定 員 250人 (先着順)

参 加 費 主 催 ・協賛団体会員3，000円、そのイ削，000円

一資料代含む。参加費は当日徴収一

申込先 e-mai l かFAXで、開催名称・氏名 ・所属団体

名・勤務先 ・所属・住所・電話 ・FAX を明記

の上、日本建築学会近畿支部へ。

。mai l: ai j-kinki @mri .biglobe.ne.jp

FAX 06-6443-3144 TEL 06-6443-0538 

同日 17: 30より懇親会が聞かれる予定。定員50人、

参加費3，000円。講演会参加申し込み時に「懇親会参

加J と明記して申し込まれたい。

soゼミ「アートディレクションJ

G::e003年 1 月22日 (水) 18 :  45- 21 :  05 

「アートディレクションJ - ーキュレーターからディレ

クション手法を学ぶ一一 / 雨 森 信 (インテ‘ イ ベンテ

ントキュレーター)

ｾ ＰＰＳ 年 Ｒ 月 ＱＲ 日 Ｈ 水 Ｉ 18 :  45- 21 ・05

[ 空間におけるアー トの役割j ーーアートの魅力を最大

限に引き出す最適な空間とは何か一一/ 山下里加 (美

術 ・芸術専門ライタ ー)

@2003年2月26日 (水) 18 : 45- 21 :05  

「視覚とアート~グラフイ ックデザイン- J 一一視覚が

つくるアートの演出方法を探る一一/ 津村正二 ( グラ

フィ ックデザイナー)

@2003年 3 月12日 (水) 18  : 45- 21  : 05 

「プロテーユース手法~家具と空間デザイン- J 一一関西

発クリ工イティブ集団のオーナーが成功するプロデユ

ース方法を語る一一/ 服部滋樹 (空間デザイナー)

会場大阪ガスインテリアデザインスク ール

受 講 料 一 般26，250円 学 生21 ，000円

申込先大阪ガスインテリアデザインスク ール

〒541・0051 大阪市中央区備後町 3- 6-14 

FAX  06・6262・7202、TEL 06-6262-4089 
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n f o r mo t i o n  

病院建築の初心者を主対象に、基礎的な知識を平易に解

説する「病院建築基礎講座J が大阪で聞かれる。

会 期 2003年 1月23日 (木) ・24日 (金)

会場大阪科学技術センター・大ホール

大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4

定 員 200名 (定員になり次第締め切り )

受講費 日本医療福祉建築協会会員20，000円

一般40，000円

申込先受講申込書 を郵送またはFAXで主催者へ。

ホームページによる申し込みも可。

日本医療福祉建築協会 FAX  03-3543-7573 

干108・0014 東京都港区芝 5- 26- 20 

・1月23日 (木) 10 :  00- 16 :  30 

針本計画/ 覧 淳 夫 (国立保健医療科学院)

外来・救急部/ 山下哲郎 (名古屋大学)

病棟部/ 上 野 淳 (東京都立大学)

病院計画の実際/ 小林良人 (鹿島建設)

. 1 月24日 (金) 9  :  30- 16 :  30 

親しみと信頼を醸し出す病院/ 伊藤芳久 (三田市民病院)

中央診療部/ 川島浩孝 (共同建築設計事務所)

供給部/ 中 野 明 (京都女子大学)

設備/ 前島滋 ( 日本ヘルスケアコンサルタン:J )

色に関する新しい運動、科学と芸術の対話、科学と芸術

のコラボレーションが生まれることを期待して、口レア

ルアーツアンドサイエンスファンデーションでは今年

も、ロレアル賞連続ワークショ ップを開催している。モ

デレ ターは小林康夫教綬 (東京大学) と永山国昭教綬

(生理学研究所)。

参加費は一般各回1，000円、学生無料0

. 第 4回「能に見る日本のパッションの色J

2002年12月13日 (金) 18  :  30- 20 :  30 

土屋恵一郎 (1橋の会」主宰) X観世清和 (観世流宗家)

. 第 5回「視覚と芸術 見ることの生物学J 一同時通訳-

2002年12月14日 (土) 14 :  00- 16 :  30 

マーガレッ卜 ・リビングストン (ハーバード大学教授)

会場東京デザインセンタ ー・ ガレリアホール

東京都品川区東五反田5- 25- 19

J R山手線五反田駅東口下車、徒歩 2分

申込申込みの回、氏名 ( フリガナ)、 会社 ・学校名 、

部署、学科、住所、 TEL ・FAX、e-mai lを記入

し、e-mail かFAXで下記へ。

口レアルアーツアンドサイエンスファンデーシ

ョン e-mai l: rnakamur a@gol . com 

FAX  0298-47-7985、TEL 0298-47・7983

北イタリアデザイン・産業交流ミッション派遣

日本貿易振興会 ( ジェト ロ) のLocal10 Local 産業交 旅行日程 2003年 2 月 2 日( 日)- 2 月10日(月)

流事業により 、北イタリアの地場産業との交流を図る 旅行代金大阪発 295，000円 ( 日本航空を利用)

ため、デザイン ・産業交流ミ ッションが派遣されるこ 募集人員 20名 (最少催行人員10名)

とにな った。

国際見本市 I MACEF2003J 視察、デザイン・産業

交流セミナ および展示・商談会開催、ミラノ工科大

学などのデザイン教育機関や有力デザイン事務所の訪

問などのプロクラムを予定し、参加者を募っている。

ホ テ ル マ リ オ ッ ト・クランド・ミラノほか

ミッション派遣についての問い合わせは 、( 財) 国際

デザイン交流協会 (TEL 06- 6346- 2612、FAX 06-

6346・2615、e- mai l: yamashila@jdf .or.jp) へ。

国際デザインコンペティション大阪2 0 0 3作品募集

(財) 国際デザイン交流協会 (会長: 団代和) はデザ

イン コンペで、人類の未来に対するヒ.ジョン、メ ッセ

ージを発信してきたが、今回から 、デザインとビジネ

スの橋渡しを犯いとする国際イベン卜としてデザイン

コンペが実施される。

テーマ 「消費」再考 今こそ 、新しい生活者視点

から 、20世紀の市場経済を牽引してきた消

費の意味と今後のありょうを再考し 、環境問

題と消費問題を同時に解決する具体策を提示

する時である。… … 環境負荷を下げる資源循

環型の消費や、個別所有のみにこだわらない

共有・共同利用型の消費などが新しい市場を

つくることも予測され、こうした変化の中で、

「ヱコロジカルデザイン」ゃ「ユニバーサル

デザイン」の考え方や手法が、多岐にわたる

問題解決をリードする役割を果たすことが期

待される。.." .. (抜粋)

応募者全世界のあらゆる分野のデザイナ一 、技術者、

学生など。個人またはクループでの応募可

分野すべてのデザイン分野

点 数 応 募 者 1人 (あるいは 1 グループ) 3点まで。

日 程 第 1次作品受付/ 2003年2月1 日- 3 月31 日

第 1次審査/ 2003年 5 月27日- 29日

応 募 応 募 手 数 料 不 要。応募要項等の問い合わせは、

電話不可。手紙、FAX、巴- mail で下記へ。

(財) 国際デザイン交流協会

国際デザインコンペティション大阪2003事務局

干530-0001 大阪市北区梅田 1- 3  - 1 - 800 

FAX06・6346-2615 e- mail: sako@jdf .or .j p  

賞 大賞 1点20，000米ドル、金賞 1点10，000米

ドル、銀賞 2点各5，000米ドル 、銀賞 1点

3，000米ドル



「あなたにとってのル・コルビ‘ ュジエJ 展

ギャルリー ・タイセイ開設10周年を迎え 、企画展

「あなたにとってのル ・コ ルビ‘ ュジエj が開催される。

この開催にあたり 、ギャルリー・タイセイでは現在活

躍中の建築家、研究者にル ・コ ルビュジエについての

アンケートを実施し、その回答を展示に生かしている。

悶みに、「あなたが是非訪れたい、再訪したい、ある

いは若い人に行くことを薦めるル ・コルビュジ工作品

は何ですか ?J の質問に対し、ロンシャンの教会、サ

ヴォア邸、ラ・トウーレ ッ 卜の修道院がベスト 3 だっ

たとのこと。

ル ・コ ルヒ‘ ュジ工のどの作品を誰が推薦しているか、

どういう部分を評価しているかといったコメントを通

して 、ル ・コルビ‘ ュジ工の建築作品がいかに豊かなも

のであるかを伝える展覧会となろう 。

会 期 2002年10月 7 日( 月) - 12月20日(金)

10:  00- 17:  00 土日・祝日は休廊

会 場 ギ ャ ル リ ー ・タイセイ TEL 03- 5381- 5510 

東京都新宿区西新宿新宿センタ ーピル17階

入 場 料 無 料

展 示 サ ヴ ォ ア 邸 (1931 年)、 口ンシャンの教会

( 1955年 )、 ラ ・トウーレ ッ 卜の修道院

(1960年) を中心に 、写真 、図面 、模 型 、

CGなどによる紹介。

建築作品に対応するル ・コルビュジ工の絵

画、写真家ルシアン・エルヴェによる 、ル・

コルビュジエと彼の作品を撮った写真。

約50人のル ・コルビ、ュジ工についてのアン

ケートの結果、生の声。

「生命の建築: ガウディとジ‘ ユジ. ョールJ

建築家アントニ・ ガウテ・ィ・イ ・コルネ (1852- 1926) して紹介し、ジュジョールのオリジナル ・ドローイング

には多くの弟子・協力者がいたが、ジュゼ ップ・マり などが日本で初めて展示される。

ア・ジュジョール ・イ・ジベール (1879- 1949) は突 会 期 2002年12月28日(土)

出した才能の持ち主として注目され始めている。 - 2003年 1 月26日( 日)

ジュジョールはガウディの代表作に深く寄与しており 、 11 :  00- 18 :  00 休館日2003年 1月1日

たとえば { カサ ・パトリヨ ) { カサ ・ミラ } { グヱル公 会 場 検 浜 赤 レ ン ガ 倉 庫 1号館 ・2踏

園} のガウディ作品とわかるその特徴的なディテールは、 横浜市中区新港 1- 1 一 1 (J R ・東急東検線 ・

実は彼がデザインしたものである。 市営地下鉄桜木町駅から汽車道経由で徒歩15

ガウディから独立した後、ジュジョールは建築、家具、 分、J R ・地下鉄関内駅から徒歩15分)

照明器具、聖異などで個性あふれる才能を示していく 。 観覧料 一般500円、中学生以上の学生300円

環境や素材の特質を見極めて 、独創的な造形表現や手法 展 示 ドローイング、図面、写真、石膏模型など

でつくられた作品からジュジョールは、時代に先駆けた ・関連企画 (会場はいずれも、横浜赤レンガ倉庫)

シュルレアリスト 、ダダイス卜 、表現主義者、あるいは ① 「ガウディ建築を語るJ 定員200名

一一一一i nf ormat i on

「土泥礼讃j 展

I NAXギャラリー大阪の12月からの企画展は、人間の営

どでい

みに深く結びついた「土泥J を見つめる。

会場では、地球の鼓動を伝え、地下か ら吹き出す土泥、

地球を包む土泥の様々な表情が写真と映像で展示され、

泥染め、泥化粧、土泥の住居、土壁などから最先端のニ

ューセラミ ックスまで紹介される。入場無料。

会期 2002年12月 6 月(金) - 2003年 2 月21 日(金)

10 : 00- 18 :00 毎週水曜日と 12/29- 1/5休館

会場 I NAXギャラリ ー大阪. 2階ショールーム

大阪市西区新町 1- 7ー 1 TEL 06-6539-3518 

・講演会・民俗学から見えてくる「土と人間J

日時 2003年 1 月17日(金) 18:  30- 20 ・00

会場 I NAX大阪ショ ールーム ・8 階会議室

申込参加希望者1; 1 : 向上ギャラリーへ。参加費無料。

講 師 神 崎 宣 武 (民俗学者、宇佐八幡神社神主)

一一日本ではどのような形で土と向き合い、語り

継いできたのか?

アジア美術の新世代

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ ー ー ー ー_ . J

l玲瀞種強慾l
. ぷ! キミ3 点二? 惇際会; M
! ，.. _ w 角 a唱-

アール ・ヌーヴォー的装飾主義者と機々に評されている。 日 時 2003年 1 月10日 (金) 18:  00- 20 ・00 ワイヤー・ロンメル・卜ウエゾン (フィリピン) の作品

償浜赤レンガ倉庫を会場として 、スペインのふたりの建 参 加 費 一 般1，000円、学生500円 「アンダー ・コンス卜ラクションj 展は、中園、インド、

築家を紹介する展覧会「生命の建築: ヵ-ウテ・ィとジュジ 対談伊東豊雄× 藤森照信 インドネシア 、日本、韓国、フィリピン 、タイから 20

ヨールj では、その関係性を無視することのできないガ 申込先 J IA神奈川事務局 TEL 045-663・2745 - 30代のキュレイタ - 8人が現地美術調査と議論を重

ウテ‘ ィの作品とともに、ジュジョールをひとつの個性と ｾ ｲ 建築家論 ・ 作家論と建築デザインの応答生命の建 ねてひとつの展覧会をつくっていく 、新しい形の共同プ

築 : ガウディとジュジョールを中心にしてJ定員100名

日 時 2003年 1月18日 (土) 14 :  30- 17 :  00 

参加費 日本建築学会会員1，500円、一般 2，000円、

学生500円

登場者石山修武、鈴木了二、内震度の 3パネリスト

申込先 日本建築学会研究事業部 TEL 03-3456-2057 

③ 「機浜赤レンガ倉康の保存と活用j 定員100名

日 時 2003年 1月22日 (水)

見学説明会/ 16: 00- (赤レンガ倉庫施設内)

{ パルセロ シンポジウム/ 18: 00- 20 :  00 

ナ万国博博参加費一般1 . 000円、学生500円

覧会の記念

碑と噴水〉 登場者新居千秋 (赤レンガ倉庫活用設計担当) / 堀勇

噴水のスケ 良 (文化庁) / 高橋正宏 (横浜みなとみらい21

ツチ 代表取締役専務)

設計 : J . M.  

ジュジョ ー 申込先神奈川県建築士会内の日本建築学会関東支部神

Ｉｾ＠
奈川支所 TEL 045-201-1284 

ロジェク卜。

東京オペラシティアートギャラリー、および国際交流基

金フォーラムの 2会場で開催される本展には、アジア7

カ固から43名 (組) の若手アーテイス卜が参加する。

会 期 2002年12月 7 日(土) - 2003年 3 月2 日( 日)

12:  00- 20 ・00 (東京オペラシティアートギ

ャラリーのみ金・土は21 :  00まで)

会 場 国 際 交 流 基 金 フ ォ ーラム

東京オペラシティアー トギャラリー

2会場とも、月曜日休館 (祝日の場合は翌火曜

日)、 12月24日- 1月6 目、 2月9 日休館

入 場 料 一 般1，000円、大高生800円、中小生600円

( 2会場共通)

問合せ 国際交流基金フォーラム TEL 03-5562-3892 

東京オペラシティアートギャラリー TEL03・

5353-0756 

45 



理事会

第 4 回常任理事会

10月23日 (水) 15加 - 16:45

出席者 金多会長ほか 9 名

殺 事 ( 1  ) 平成14年度収支予算執行状況 (下半期

執行見込みを含む)

( 2  ) 各常設委員会事業の報告

( 3  ) 協会賞表彰について

( 4  ) その他

編集委員会

第 7 回編集委員会

10月9 日 (水) 18: 00- 20: 00 

出席者 設楽委員長ほか 3 名

議 事 ( 1)  11 月号「私の空間作法一会員作品J 特

集経過報告

( 2 )  12月号「第49回青年技術者j 特集 ・

「大阪市中央公会堂の保存再生J 特集経

過報告

( 3  ) 平成15年 1 月号「東畑建築事務所創立

70周年J 特集経過報告

( 4  ) 平成15年 1 月号- 6 月号「建築の眼J

新執筆者検討

( 5  ) 第 3 回読者と選ぷ「建築と社会賞」に

ついて

( 6  ) 収支状況報告

第 7 回設備分科会

10月 1 日 (火) 18・00- 20:45

出 席 者 河 井 幹 事 ほ か 3 名

殺 事 来 年 の 設 備 特 集 の テ ー 7

第 7 団法令分科会

10月 2 日 (水) 14・00- 16:00

出 席 者 中 島 委 員 ほ か 3 名

殺 事 「法令 コーナー」の企画

第 2 回計画分科会一計画系ー

10月7 日 ( 月) 19: 00- 21 :00 

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か 3 名

殺 事 来 年 4 月号計画特集の企画

第 8回構造分科会

10月11 日 (金) 18・00- 19:00

出 席 者 田 淵 幹 事 ほ か 1 名

議 事 「槍造の頁j の企画

第 7 回広告企画小委員会

10月16日 (水) 16: 00- 17: 30 

出席者設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 )  11 月号「私の空間作法一会員作品J 特

集経過報告

日 本 建 築 協 会

月間の動き

( 7) 平成15年度独自特集企画、広告企画小

委員会特集企画

( 8  ) 収支状況報告

第 7 回作品作風小委員会

10月17日 (木) 19: 00- 21 :45 

出席者倉測副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並ひ.に掲載予定の報告

(  3 )  r  gall ery J 掲載報告 ・予定

(  4 )  r  Sket ch 800k欄」の掲載予定

( 5 )  11 月号特集について

第 3 回計画分科会一建築計画系

10月18日 (金) 19:00- 20:00 

出 席 者 野 田 幹 事 ほ か 7 名

議 事 特 集 テ ー マ に つ い て 検 討

第 6 回施工材料分科会

10月24日 (木) 17: 00- 18: 30 

出 席 者 竹 中 幹 事 ほ か 3 名

議 事 特 集 企 画 案 の 検 討

事業委員会

話題建築を聞く (第34回)

湊町リバープレイス

10月8 日 (火) 18:30- 20: 50 

講 師 渡 辺一郎/ 安井建築設計事務所

参加者 15名

これからの建築と社会 (第 4 回講演会)

司馬遼太郎と建築於司馬遼太郎記念館 81 ホール

10月26日 (土) 16・30- 18:30

講 師 上村洋行/司馬遼太郎記念館館長

参加者 62名

大阪市中央公会堂見学会

10月29日 (火) 14:00- 16:30 

挨 拶 豊 田 幸 一/ 大阪市中央公会堂館長

太田隆信/ 坂倉建築研究所

説 明 橋 本 健 治/ 坂倉建築研究所

西村清志/ 平田建築格造研究所

小林悦夫/ 清水 ・西松・大鉄建設工事 J V

参加者 59名

出版委員会

第 6 回出版委員会

10月17日 (木) 18:00- 19: 10 

出席者上原委員長ほか 6 名

議 事 ( 1  ) く プロのノウハウ > と特装本の経過報

主主二

c  

( 2  ) 今後のテーマと執筆者選定

( 3  ) その他

( 2 )  12月号「第49回青年技術者j 特集 ・ 第 6 回 「建築施工図の作図方法とチェ ックポイント

「大阪市中央公会堂の保存再生j 特集経 (仮称) J 出版小委員会

過報告 10月10日 (木) 18:00- 19:30 

( 3)  1月号「東畑建築事務所創立70周年J 出席者 田中主査ほか 8名

特集経過報告 議 事 ( 1  ) 建築施工図の作図方法とチェ ックポイ

( 4 )  2 月号「九州J 特集経過報告 ン卜に関して

( 5  ) 作品作風関係報告 ( 2  ) 今後の作業予定その他

( 6  ) 広告掲載の拡大について
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【平成14年 10月分】

教育委員会

第 1回工高生教育小委員会

10月11 日 (金) 18:00- 19:30 

出席者和田副委員長ほか 6 名

議 事 ( 1  ) 第48回工高生デザインコンクール応募

作品の予備審査

( 2  ) 審査会、表彰式の役割分担ほか

建材委員会

第 6 回建材委員会

10月9 日 (水) 16: 00- 17: 00 

出席者和田委員長ほか 5 名

議 事 ( 1  ) 今後の検討建材について

( 2  ) 秋季工場見学会について

青年技術者選考委員会

第49回青年技術者選考委員会

10月 1 日 (火) 10・00- 13: 30

出席者設楽選考委員長ほか10名

選 考 応 募 者41名の中か ら24名の青年技術者を選考

工高生デザイン コンクール

第48回工高生デザインコンクール審査会

10月19日 (土) 13:30- 17:30 

出席者審査会: 田中審査委員長ほか審査委員 11 名

委員会: 片倉教育委員長ほか教育委員 10名

議 事 工 高 生 デ ザ イ ン コンクール応募作品の審査

建築クラブ

第364回朝食会 於 大 阪全日空ホテル

10月8 日 (火) 8  :30- 10:00 

演 題 「沖縄と泡盛について j

講 師 団 中 康 治 氏

(沖縄県酒造協同組合大阪営業所所長)

参加者 26名

個人会員 4 名

岩 佐 裕 一

{鴻池組)

; 瀬川 j享

(竹中工務15)

4 会員の言ト報

牛 山 勉 氏

入会者(敬称略)

古 場 覚 司

(竹中工務庖}

鈴 木 直 幹

{竹中工務直)

平成14年11 月11 日ご逝去



大阪市中央公会堂の保存・再生

建 築 主 大 阪 市

設計監理大阪市住宅局営繕部

坂倉・平田・青山・新日設設計共同企業体

建築工事 清水・西松・大鉄特定建設工事共同企業体

設 備 工 事 電 気 : 中 電 工 浅 海 電 気

空調: 暁飯島工業三晃空調

給排水衛生: 大橋エアシステム

昇降機: 日本オーチス・エレ ベータ

ガス: 大阪瓦斯

舞台音響 : ヤマハ

舞台照明: 松村電機製作所

電話: 富士通ビ ジネス システム

写真 多比良 誠 / (中有I / EI 刊建設工業新聞社
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A 同 上 ( 保 存 再 生 工 'I"ii f)

[ 正面〕

外観保存 化粧剣l瓦、機石モルタ J レ洗い出 し、花I州立( 北本) を

洗れf'

鋼板lf 、天然スレート氏、サッシ、ステンドグラス

を修復

復』;1. 争1'1盤、尖構飾風見、玄関扉、外灯、欄干

盤的。玄関庇、スロープと附段廻り( 免震対応)

‘ 正面玄関

a 正面



〔側面〕

血南側面( 即JIill I時)

A 向上( 保存再生工事l I if)

ｉｾｪ 側Ｎサンヲンガー デンＨｊ 血陥 への ＷＷ セスとカフ ェテ

ラス) 、 防段、エレ ベータを般的

ｾｴｭｬｊ＠ : 地中 に冷却J - Ol白地、熱齢、機械室を整備

夜奴!iJl! 照明 外!iJl の京材と梢J正に対応した灯具( 色温度) 配位、

iEilii と3附仰IJjlij は窓lりlり! 照明 を般備



A 大集会室( ホール) 西面 ( 舞台側)

[ 内観〕

大集会室( ホー J レ) 保存 。綴大型石塗柱、プロセニアムまわり石

膏型装飾を修復

4 同上

2 階客席内装及び楠子( 一部) 、プラ

ケソト灯具を修復

復原大天弁、シャンデリア ペンダント、

飾幕、金箔抑、主主装、プロセニアム両

側 2 階 l スパン部分内装

，直 面 ｾ 側方反射板、舞台! 被 l列及び吊物設備、

ホー j レ音響設備、前舞台機構 、客席 1

階後部床及び 2 階段床、客席精子



企中集会室東面 (fJ IJ I&II .¥' ) 血小集会室南東面 (fJ IJ I&IIキ)
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大正浪漫を次世代ヘ

ー中央公会堂保存・再生事業一

豊 田 幸 一

大阪市中央公会堂館長

| 寄 付 者 岩 本 栄 之 助 氏

岩本栄之助は明治10年 4 月 2 日大阪市南区安堂寺橋通 2丁目 109

番屋敷で誕生した。明治却年 4 月父栄蔵氏の隠居により家督を相続

し、株式仲買商として登録されるやたちまち商才を発揮し、巨額の

富を得ると共に、仲間の仲買人の危機を救うなど「謝失心の強い人l

として知られていた。

明治42年 9 月1膨 に失業団( 渋沢栄一団長) が結成され、栄之助氏

も一員として加わったが、アメリカ人の公共事業に出摘することの

多い点などについて、深い感銘を受けて帰国した。早速渋沢栄一氏ら

に自分の気持ちを打ち明け、将来の日本の発展には多数の民衆が集

まれる施設が必要であるとのことで、集会施設を建設し、大阪市へ

寄付・する乙とを目的に、明治必年 8 月大阪市長に寄付の申出をし、

( 財) 公会堂建設事務所が設立され、大正 2年に工事が始められた。

大正 5年第 l 次世界大戦となり、財界は船・薬・縦蹴金が続出

し、株玉℃相場も高騰を続けていた。栄之助氏も売方の強い要請によ

り加担したが、相場値が自分の思いどおりにならず、また、親戚が

相場に失敗したため窮地に陥る結果となり、同年10月22日、ピスト

ル自殺を図った。傍らには当白書いたと思われる辞世の句 「その秋

を待たで官女り行く紅葉かな」が泊されていた。10月'2J 日栄之助氏は

39.蟻という若さで引市らぬ人とな ったが、進められていた工事は無事

大正 7年10月完成し、 11月落成奉告祭が行われ栄之助氏の長女善子

氏から大阪市長に公会堂の鍵が引き渡された。

| 中央公会堂の沿革

建物は地上 3階・地下 1階でJ臨賞付き設計コンペで l 等賞となっ

た早稲田大学教授岡田信一郎氏提案の原案. を辰野金吾氏と片岡安氏

が手を加えて出来たものである。

l 階には吹抜けで、2階jll 鵬 にも客席をもっ大集会室( 創建H寺3000

名、昭和12年固定席17.必名) 、 3階には中集会室( 定u建時は7∞名収

容の大食堂) 及び小集会室( 創建時はl ∞名収容の中食堂) ならび

に特別室( 右咽当時は貴賓室) を備え、その他大小貸室もあり、大阪

の文化や芸術の進展、市民の文化活動に深く係わってきた。

北に堂島川、南を土佐堀川に挟まれた中之島公園に接している乙

ともあり、水と緑の中に映える赤煉瓦の景観美は大阪城とともに大

阪のシンボルともなり、多くの人達から親しまれている。

また、大正時代のネオルネサンス様式の優美な外観、壮闘なl暖か

みのある内部意匠は歴史的、 f苅町的に高い評価を受けてきた。

しかし、年の経過とともに耐雄性能や設備面において問題があり、
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使用者のニーズに応えられないなど課題も多くなりはじめていた矢

先大阪市役附?舎の立替計画に関し「中之島如也区開発計画J ( 案)

が発表されたが、これを契機として地区一帯の保存運動が高まり、

市議会においても保存と活用について検討するよう要請があ った。

昭和49年 (1974) 5月に隣接する府立図書館が国から重要文化財

の指定を受け、 12月には日銀大阪支庖が改築に伴p 保存を決定した。

本市においては昭和53年 (1978) と臼年 (1988) の二度にわたり

中央公会堂の構造耐力について調査研究を行い、大 ・中・小集会室

の音響性能や遮音、特別室の天井画・壁画などの調査確認をし、市

議会に調車結果を発表するとともに、永久保存を表明した。

この表明を元に平成元年 (1989) 8 月「中央公会堂将来構想検討

委員会」が設置され、将来のあり方について検討されたが、平成3

年 (1的1) 3 月開会から 「保存及び再生 ・活用」についての答申が

出され、引き続いて翌年には 「中央公会堂基本計画策定委員会」が

設置され、平成7年 (1目5) 3 月 「免震構法を採用することにより

創建当時の姿への保存 ・復元を基本に、 利便性、防災性等の向上や

空調、照明設備の改善等とともに歴史性を生かした活用を図る」と

いう旨の答申が出された。

これに基づき設計者の選定を行うことにな ったが、広く民間の英

知を集めるとともに、より 一層の透明性 ・客観性を高めるため、公

募型設計プロポーザルを鶏包したところ、海外の企業を含め15者か

らの応募があ った。公募型設計プロポーザルの刻印こ当た っては、

設計者の選定のために 「中央公会堂保存 ・再生プロジェクト公募型

審査委員会」を設置し、まず「歴史的建剣I1Jの保存・再生について

の設計飽験が豊かで、あるか」、また、「既存建築物への免震構法の導

入と p った高度な技術に相応し p 組織的な対応力があるか」 とp う

観点から審査し、評価iの高い 7者に対し技術提案書の提出を求めた。

櫛 |江提案書の審査に当た っては 「耐t鹿性能を確保するための機造

計画や免震構法、また施設の多彩な活用方法について提案内容が的

確で独創性や実現性があるかどうか」と p う観点、にウエイトを置き、

ヒヤリングによる質疑応答も含めた審査を行い、設計者を選定し、

平成11年3月着工、平成W f. 9月完成したものである 。

なお、設計 ・施工を進めるにあたっては、構造、建築史及び文化

財保存の学識経験者で構成された 「中央公会堂保存・再生プロジェ

クト技討す検討会」 を設け、保存・再生・活用にかかる多くの課題に

ついて同会の指導を得ながら進めた。その結果、平成14年10月18日

文化財審議会から中央公会堂を重要文化財 に指定するよう答申して

いただき 、競って報道されたため、 10月お日~お日見学会では3万人を

超える来館者があり、関心の高さを物語っている。 (と よたゆ割、ず)



大阪市中央公会堂保存・再生工事の竣工にあたって

渋谷康雄

大阪市住宅局営繕部企画課長

3年半の歳月 を経て、中央公会堂の保存 ・再生工事が完成した。

このたびの保存・再生プロジェク卜により、岩本栄之助氏の心意

気や大正の大阪市民のロマ ンが再ひ官まったとも言える 。新築 ・建替

ではなくストックの有効活用が強く求められる今日にあって、この

たびの中央公会堂の保存 ・再生は、ごく当然の成り行きのように思

われるかもしれないが、数々の調査と慎重で、きめ細かな討議を重ね

た上での非常に長い道のりであった。

中央公会堂の保存 ・再生プロジェク卜にかかる調査、企画関暗か

ら完成に至るまでのf晶簿や内容等について触れておきたLミ。

1:1央公会堂は、関東大震災以前の大正 7年に建てられた建物と p

うこともあり、地震への田村3が十分でないことが従来から指摘され

ていた。このため、昭和48年頃から構造強度調査等が行われ、今後

長期にわたって使用していくには、同捜性の向上を図ることが不可

欠であるとされていた。また、鈎年にわたる使用の中で折々の改修 ・

整備にもかかわらず、外壁や床、壁等内装材の傷み、遮音性能や空

調等諸設備の不備のほか、使い勝手の悪さなどが強く指摘されてい

た。

おりしも、昭和必年代の中頃には、中之島地区の再開発計画や旧

市役所の建替問題等の中で、中央公会堂についても珪噌か保存かの

論I争が巻き起こった。これらの訴i争の中で、昭和63年には、大阪市

として円呆存するJ という方向性が出されたと乙ろであるが、どう

p う形で保存するのかについては、引き続き検討されることとな っ

た。

大阪市では、改めて柿造強度や音響性能、天井面障の調査を進め

るとともに、平成元年には「中央公会堂将味構想、検討委員会j を設

置し、乙の中で中央公会堂のあり方についてご審議いただいている。

平成 3年には、同委員会から「格調の高い部分を保存 ・活用すると

ともに、免震構法を採用し、施設機能の拡充、地下空間の活用、柔

軟な運嘗等を行うこと」との答申が出された。また、平成 4年には、

「中央公会堂基本計画策定委員会」が設置され、基本計画の作成に

あたっての具体的な円呆存と再生 ・活用方策j について審議された。

平成 7年には、公募型の設計プロポーザルを実施し、設計者として

坂倉 ・平田・青山・ 新日設設計 J V を選定した。

このたびの保存・再生プロジェクトは、委員会からの答申にもと

づいて、保存を蓮司王とし、創建当初1 ] ^ - . の復原をめざして進めている。

あわせて、地下階のように免ZE構造の構築のため大幅な改修を余儀

なくされる部分は、創建当初のイメージを尊重しながらも再生・活

用のための全面的な整備・改修を行っている。また、機能性の拡充

および密閉、音響、照明や舞台樹持、設備性能の向上についても

「保存可能な部分は基本的に保存する j とp う保存の原則に立ちな

がら行い、ユニバーサルデザインの観点からは、すべての方に安全

で使いやすいものとなるよう、エレベー夕、段差昇降機やスロープ

の劉請などを行った。

設計や工事施工を進めるにあたっては、学識経験者等で織成され

た「中央公会堂保存 ・再生プロジェクト J封lij ;検討会j を設置すると

ともに、この検討会のもとにワーキングを設けた。中央公会堂は、

工事施工の直前まで使用されていたこともあり、設計に際しての剥

自lf調査や解体調査等を事前に卜分行えなかったため、施工にあたっ

ては、そのつど詳細調査を行いながら進めたが、調査 ・記録と具体

的な施工方法を決める上で、ワーキングはまさに機動性を発揮した

と考えている。

中央公会堂の建築的・文化的価値については、従前から一定の高

p 評価を受けてきたところであるが、特別室の天井画 ・壁画やステ

ンドグラスをはじめ各所の保存工事では、想定どおりの優れた技術

や意匠が再び生き生きと魁っている。また、工事施工の各段階にお

いては、これまで気に留めなかった部分等に驚きや感動に直面する

ことが数多くあった。各集会室の天井・壁や建具の上飾り等で厚い

塗装のも とに隠れていた杉や槍の素材は、初年の歴史を経ていても、

今まさに切り出され加工されたように圧倒的な迫力を放っているが、

元通り塗装し直したことにより皆さんに見ていただけないのが残念

である 。

近年、大阪の近代建築物の中には、再生・活用の事例も見られつ

つあるが、このたび、のプロジェクトにより、中央公会堂がより 一層

市民に愛され、活用されるとともに、保存・再生の新たな輪がこれ

を契機に広がっていくことを期待したい。

最後になりますが、中央公会堂の保存・再生プロジェク卜にご指

導、ご尽力いただいた技術検討会等の各委員をはじめ(財〉文化財建

造物保存技術協会の方々、設計施工関係者、また、市内はもとより

全国各地から当プロジェクトを応義してくださった方々にこの場を

お借りしてお礼申し上げます。 ( しぶたにやすお)
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随想・大阪市中央公会堂

林 野 全 孝

京都府立大学名誉教授

本稿は中央公会堂について日頃から疑問に思っていたことや、も

う少し知りたいことなどを調べておいたメモを今回請われるままに

厚顔ましくも披露するものである。

| 公会堂決定の経緯

岩木栄之助の公会堂寄付ーのことについては、岩本蔚読本「寄付事

件記録J に詳しい。明治42年 (1叩9) 10月、ニューヨークで父の言卜

電に接し、急遡珍; 州、陥由で帰ii リjの途につくが、米国で彼は「富豪が

公共事業に財産を投じて公衆の便益を謀り又は慈善事業に能く遺産

を分譲せる実況を目撃して大いに感動し、今般寄付の決心を一層強

聞ならしめ」て、! 昨日朝後の必年 2 月に渋沢邸で渋沢男爵および岩下

清周と会合し、辿産50万円( 後l∞万円) の寄付について諸案を出

して検討した。第 l 案は東洋的商業大学の粧E、第 2案は基金を設

けてその利子で学生や発明家の保護、第 3案は公会堂の建設、第 4

案は公園の設置などであった。

翌 3 月、北浜銀行に知事・市長・他知名の士を招き、渋沢男爵よ

り岩本氏の寄付のJ也替、が発表された。その使途については、 1  . 匡|

運発展に寄与 2. 将来の制E持に負担がかからぬとと 3 . 金額の

追加を要しないこと 4. 五年以内に完成のこと 。以上の諸条件を

満たす事業として公会堂建設が決定された( 1 公安い事業発表の記」

より) 。その問、大阪市では市庁舎の建設を要望する声もあったが、

岩本氏の意向を重視した渋沢栄一の助言により公会堂建設に決定し

た制|闘もあ った。翌 4月に岩本栄之助はl∞万円寄付の書簡を提出、

翌月に財 団法人申請、必年 8月に財団法人公会堂建設事務所が発足

することとなった。

| 競技設計の規定と心得

公会堂建設事務所では当H寺建築界の大御所辰野金吾博士を建築顧

問に委嘱、 当代一流の建築家17名を註喋学会の名で指名し( 提出者

は13名) 、懸賞' 競技設計が期包された。競技規定は22条よりなり、

別に競技者心イ専がついていた。

規定は、当選者は 3名( l 等筑間円 ・2等1500円 . 3等1側円) 、

締切は明治必年( 大正元年- 19ロ)10月31日、必要図面は配置・平面 ・

立面 ( 4 面) 断面 ( 2 面) および透視図と仕線香、設計提出者は報

酬として各l鵬 円 を贈呈する。審査委員は理事長 ・建築願問 ・およ

び競技設計参加者全員とする。つまり委員の互選となり、誠に民主

的かつ合理的にみえるが、第17条には 「当選した設計は当事務所の

所有で、意匠の取捨配合は随意に為しうる」とあって、今からみれ

ば作者の著作権は無視されているようである。また第20条では、競
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技者に線図( 各階のマスタープラン) と J() t 与が付され、 JCA専には概

要が次のように記されている。

東正面とし、両捜耐火造、半地下は賄所・手広い瀞易など、 一階

大広場は奏楽用 ・演説用 ・その他大集会で約3側人を収容できるこ

と。二階( 現 31皆で、現 2階は中二階と書かれている) 広堂には

5∞人の会食ができるほか、 1∞人までの会食堂とこれに相当する大

休憩 室Ｈ現待 別 室Ｉをとる こと 。 各階に数個の控室、ｻ弼折、昇 ｾ ｾ子機 、

暖房機を設置すること 。工費は車句70万円。

以上が大要であるが、この規定を遵守すれば、ほとんど意匠以外

は拍車リ性を発揮できないのではないかと、考えざるを得ない。事実

全提出図面 (13名) を一覧すると、田辺淳吉以外の平図面は大同小

異で、先に示された線図とほとんど異ならない。

|辰野博士の岡田作品評

こうして当選者は、 l 等 岡田信一郎、 2等長野宇平治、 3等

矢橋賢吉と決定した。13名の設計については 『建築工芸叢誌( 第

12- 141T1ト大正 2 - 3年) j にその紹介と辰野博士の厳しい概評が

掲載されている。まず大体論として、規定の聴衆約 3千人とか工費

約70万円については* 似オ厳守ではなく、工費越品は材料次第で落と

せるし、 3千人は椅子席に限らず定席以外を含めて もよい。 しかし

理想としては{弼 1 音響 ・採光・特に採光は最も重要であり、南北

両側からの光を利用し、ここを階段や出入り口で閉ざしてはならな

い。など各部門ごとに審査基準を総括して、まず l 等の岡田作品の

批評から始まっている。

岡田学士の設計は、まず平面・立面・音響・保光 ・檎造とも 卜二

分に研究され、甚だ要領を得た意匠と称賛して、しかし隔意なく評

せしむれば、として 2階を重視したために自然正面玄関出入口が低

くなったり、その上部 ( 2 階) の窓を重視しすぎたり、正面軒蛇腹

を段違いにしたり、或いは 3階に出佼的短小な孤立窓を 3個並べて

壁面を減じ、その上に 3flQlの丸窓を並列したり、或いは大時計を塔

の中腹に設けた停車場然たる工合などは甚だ面白くない。また広堂

南北の 2階の窓が下がりすぎ、したがって l 階の窓が下がって光線

不十分の感がある。 I要するに本設計は、意匠がゴツイ、カレてい

ない、若いと云う! 告がする。殊にその感じが外観にある j 。

ruこが岡田案への批判で、あるが、このような批評は全員にされて

いるので、別に驚くことはな p 。後に辰野 ・片岡事務所で知庖設計

( 現在所在不明) が作られるが、以上指摘した点は悉く修正されて

建設されている 。 しかし両方を出校してみて、私は原案の方が生き

生きとした楽しさを感じさせると思っているが如何でしょうか。



岡 田 信 一 郎 案 東 立 面 図

| 工務主任谷民蔵の苦労談

大正 2年 (1913) 3 月9 日に地鎮祭があり、 6 月から着工、 7年

11月17日に落成報告祭が盛大に行われた、その間の大正 5年10月に

岩本栄之助の自殺事件があり、落成祭に岩本の 4歳の遺児から鎚箱

を市長に手渡す姿には涙を誘わせるものがあったと当時の新聞は報

じている。このことは公会堂と大阪市民の紳を一層強くしたもので、

あろう 。

工期約 5年 4 ヶ月の問、辰野と工事監督片岡安のもとで困難な工

務主任をつとめた谷島蔵は早くも落成祭の翌月、 『関西建築協会雑

誌J (r建築と社会」誌の前身) 12月お日号に、 「大阪市中央公会

堂一建築工事に就て- J と題して工事の苦心談を書p てp る。最初

突き当たったことは世界大戦の勃発による英国に発注していた鉄材

輸送の遅延であり、それに伴う材料工手間の暴騰である。つまり辰

野より厳命されていた工期 5 ヶ年が遅延することと、予算内に納ま

るか否かの問題である 。鉄材の遅延はやむを得ないが、材料・ 工賃

については、実に綿密な調査や研究を行い、初志貫徹を果たした苦

心のほどがしのばれる。このことは大正 5年の工事途中に谷自ら調

査した「大阪市公会堂建築工事単価調J 2冊を見ても実感として伝

わってくる。この貴重なノートは谷が建築協会に寄贈したもので、、

協会が廃棄処分にした後に私の手に入り 、さらに先年市立博ヰ締官( 現

大阪歴史博物館) に寄贈したものである。

l 階大集会室の床に関しての記述は不可解である。まず大会場の

床は水平なために大食堂にも兼用でき、柔剣道の試合にも適合でき

ると述べ、 「さ れど. ..J として「演劇l奏楽及び? 結党に際しては階段

式床勾配は遂に設くるを得ざる事となれり( … ? 。以下要約) 、その

ために一千人の立食堂は 3階に設けざるを得なp( ヰi会堂と並立) 。

すると 3階は荷重オーノ Tーとなり、 14本の円柱の並立を余儀なくせ

られたることはこの腫公会堂としては大なる泊憾とする・・・」とある。

つまり谷は大会堂の床が水平でよいのか、 14本の円柱の必要性を

説いたのか、全く不思議な記述である 。実| 捺には床に勾配を付けた

のは昭和] 12年の大改修のときで、同時に玄関ホールから大集会室へ

の入口に階段を設けている。今回の修理ではホールの床は水平に復

し、大会堂内は後方約半分を勾配床としている。 ( 橋木{ 建治氏の御

教示による) 。

さらに谷は「想うに市民が本館を利用するに|捺して数多… 不便な

点も多いだろうが、本館は多くの目的を包容しているのでやむを得

ない点、寛容されると信じる j と述べている 。事実機能的にみれば

不便な点は多い。 しかし本邦最初の複合した大公会堂であり、競技

岡 田 信 郎 案 南 立 面 図
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規定の線図自体がローマ以来のパシリカ形式を意識し、新しい公会

堂像が見えなかったことは当然であろうが、加余年後の今日、別の

憩日未での新鮮さが漏れているものと惟う 。

* 余談ながら公会室竣工の翌年春。辰矧尊士が永眠された直後( 大

正 8年 5 月) の 『建築学会誌J に掲載された公会堂概要の中に岡田

信一郎の氏名が全く見当たらないのはなぜだろうか。

ところで昭和必年に公会堂は図書館・市庁舎・日銀大阪支庖とと

もに撤去して超高層化する計画が発表され、市民をI唖然とさせた。

その後、建築学会や中之島をまもる会などの精度対( 同会編・「中之

島J ) があったが、その後市庁舎を除いて保存が決定された。今回

完成した公会堂の保存 ・再生工事を観てそのすばらしさに改めて感

嘆し、よくぞ残ってくれたと市民の一人として喜ばずには居られず、

市当局と工事関係者に衷心より感謝した p 。 ( はやしの まさのり)
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『保存されたJ 大阪市中央公会堂

福 田 晴 鹿

西 日本工業大学教媛、九州大学名誉教援

| 文化審議会答申により重要文化財指定へ

10月18日の文化審議会の答申によって、大阪市中央公会堂が重要

文化財に指定される乙とがようやく本決まりとなった。この建物の

保存の可否が取りざたされて以来、すでに四半世紀を過ぎている 。

随分と手間取ったものだが、しかしこの時間は、いまとなってみる

と必ずしも無駄ではなかったようにも思う 。それは、なによりもこ

の保有事業が主として市民の側からの強い要望によ って実現するこ

ととなったからだが、当初は一握りの人々のノスタルジィから出た

運動が、この間に多くの市民の聞に浸透して着実に成長し、都市と

しての大阪のアイデンティティという動かしがたい観点から建物の

保存が言われるようになったことによって、市当局や国もそれを無

視するととが出来なくなったのである 。またこの間には保存修復の

考え方や技術が、かつての古物且味的 「文化財j とp うような扱い

方から変わり始め、建物を生きた姿で使い続けることが重要だとい

う方向に向かうようになってきたことも、この建物の保存にとって

は幸いで、あった。もっとも、あのブ護災がなければ、果たして現在

もそうした考え方が取り上げられていたかは疑問だが、ともかく、

そのような思わぬ傍倖( ?  ) を含めて、この長い期間が、乙のたび

の保存修復事業を在来の文化財修理とは違った市民本位のかたちに

仕上げるのを助けたということができるだろう 。そのような却材、

ささやかながらこの事業にお手伝いできた一人として、わが国にお

ける保存修復手法に新たなエポックを晶包しえたのではないかと、

ひそかに自賛しているところである 。

| 歴史的建造物を市民が自5 守る新しい手法

具体的に言 うなら、通常の文化財指定では、まず文化庁の専門技

官がまず保存状況を調査し、建設当初の姿を保っている部分( 建物

全体ではなしミ) を指定し、その部分が修理ないし変更の必要がある

場合には、文化庁に 「現状変更願H を提出 して認可を得なければ

ならないことになっているが、乙のたびの保存修理は、文化庁に保

存個所の指示を仰 ぐのではなしに、大阪市が独自に各分野の専門家

と設計者 ・施工者たちによる委員会で工事方針を検討して修理を行

い、免震工事やそのために必要となった改修工事などを終えた上で、

文化庁に指定を申請するという異例の子)1慣がとられた。非公式には

文化庁との協議を行ってはいるが、少なくとも公式には、修復方針

は大阪市独自の立場で立てられたことになり、このような手順を文

化庁が認めたことは、歴史的建造物を市民が主体的に諮り育ててい

くというあり方がはじめて定着 した乙とを示すものと言ってよい。
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これは単なる形式的な手順の問題に過ぎないようにも見えるが、こ

れまでオーナーやユーザーの立場をほとんど1附見して一方的に文化

庁の方針に沿って保存修復が行われてきたわが国の文化財行政のな

かでは、乙のことだけでもきわめて大きな憩床を持つのである。全

国にさきがけてこうした先例を残し得たということは、大阪市とし

て誇 りにしてよいもので、ある。

I  r修復J という一つの新しい例イン行為J

もちろん、乙のような形式的手順の新しさだけが乙のたびの事業

のセールス ・ポイントなのではない。市民の共有物とするためにも、

従来の 「文化財{朗 u とは大きく異なるスタンスがとられた。儲夏

は博物館の陳列物のお色直しとは異なる、建物は現代の用途にも耐

えなければならず、そのためにやむなく変更 した個所は、当初の部

分と紛らわしくなるようなものであってはならず、むしろ古い部分

と張り合って、自己を主張するようであ ってほしい、また古いから

といって安易に部材を交換することをせず、できるだけ活かして再

活用する、後世の改造部分であ っても無理な日夏原j は避ける 、乙

れが大方針で、あった。調探にはとれを行うのはかなりの難問であり、

あらかじめ定めたマニュアルどうりに進めれば済むというようなも

のではなかった。一つ一つのケースごとにそれをどう扱うか、委員

会では絶えず議論が戦わさ才L 特に現場の 「ワーキング ・グループコ

での論戦は蛾烈なもので、あったようである。筆者は 「技術検討会J

の一員として、主に意匠面での方針について意見を申し述べる役割

を仰せっか つており、歴史研究者としての立場から、可能なかぎり

「オーセンティシティ J を大切にすべきこと、 「復原j と称するま

がい物をつくらないことを主張してきたが、現場を訪れるたびに新

たな発見されている問題にどのように対処するかで、まことにスリ

リングな体験を昧合わされた。その憩床では、誤解を恐れずに言 う

なら、 日l多復」 とはいえとれはやはり 一つの新しい 「デザイン」行

為であり、古いものとの真剣勝負であると言 うべきだろう 。その勝

負の帰趨については、今後、建物を使ってゆく方々の判断に委ねな

ければならない。

|辰野金吾の問ークラシック」

現物が存在しないものの復原については特に慎重論を唱えてきた

筆者であるが、実はこのたびそれに反する形で( 筆者が論争に敗れ

て) 行われた幾つかの 「復原」では、いままで見過ごされていたこ

の建物の別の表情を見せつけられ、少なからず驚かされ、またいろ

L 、ろな面で反省させられることがあった。この建物の様式や意匠上
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の特徴については、設計者である庶耳金吾のスタイルと結びつけて、

「ネオ・ルネサンスj とか 「フリー ・クラシ ックJ などといった、

、u 時の日本の建築家たちが自称していた様式名で説明されるのが常

であるが、これらの呼称は必ずしも 当時の日本建築界で明確に規定

されていたわけではなく、建築家たちのそれぞれの様式的気晴訟のな

かで適当に命名していたに過ぎない。調態のところ、何をも って 「ル

ネサンス」と呼び、あるいは 「クラシ ック」と言っ ていたのか、あ

まり当てにはならないのである。 ( i 保存・再生工事報告書J によ

れば、竣工時の記録にはこの建物の様式を 「復興式中準パラデヤ ン

式l であるとしヴ 。つまり、 「ネオ・ルネサンスj であり、かつ 「ネ

オ ・パラディアンj であるということなのだろう 。) この週劫J の競

技設計で一等当選していた岡田信一郎案の端正な表情に対して、 実

施設計に当たった辰野の意匠は、かなりアクの強い個性的なものと

なっていて、そのため 「フリーJ と呼ばれ、また自らもそのように

称していたのだが、カーテンや紺l湖沼強師まで復原されたこの建物を

見ると、 「フリーJ などという 言葉で惑わされてはいけないことが

分かるのである。

| 防 クM ンゴシック」の趣きを再現

建物東側 3階の 「特別室」や 1階の 「大集会室」 は、 豪華なつづ

れ織りのカーテンやモケ ットの上京ili が古い写実 や残り布などをもと

に注意深く復原されて見ると、驚くべきことにそれは、ウエストミ

ンスターの国会議事堂の中の 「ヴイク卜リアン ・ゴシ ックj の趣を

持っており、てだれのゴシッ クの名手パージェスのもとでイ彦業して

きた辰野の隠れていた素養が垣間見えてくる。当時の日本では、 筆

者の知るかぎり、こうした 「ヴイクトリアン・ゴシ ックj のカラフ

ルな意匠( ピュージン風、ないしパタフィールド風ですらある) をこ

こまで再現できた建築家はいなかったはず、で、あり、その修行が決し

て生半可なものではなかったことが推し量られるのである。あるい

は岡田信一郎の折り目正しい様式的意匠に触発されて、辰野も若か

りし日のロンドンでの製図版作業を思い出していたのでもあろうか。

また、 3階西側の 「小集会室」 は、 塗装のニスが洗われて明るい

表情を取り 戻すと、これは当時の英国でまだ、樹子のスタイルとして

もてはやされていた 「エドワーデ ィアン」のクラシ ックそのもので

あったことが分かる。ノーマン ・ショ ウの末期の( rネオ ・パロッ

クJ と称せられる) スタイルに近く、辰野が商業建築の場合にし

ばしば見せるアクの強い「フリー ・クラシック」とは異なり、垢抜

けた近代的雰囲気を漂わせている。これは片山東熊やもっと後の波

辺節らのようなアメリカ経由のクラシ ックとは別のもので、ある。従

来、こうした 「本俗的な」西臥風様式の使い手としては、長野字平

治やそれより後の世代の岡田信一郎あたりが挙げられることが多p

が、 実は辰野自身も彼ら教え子たちに劣らず、なかなかの使い手で

あったようである。

辰野がわが国におけるいわゆる 「フリー ・スタイルJ の創始者で

あったことは確かであるが、その背景にこうした生真面目な西欧様

式摂取の態度があ ったということは、その「フリー ・スタイルJ と

称するものの出所についても、もう少し仔細な検討が必要となる乙

とを示唆しているように思われる。西殴的教養と日本の現実 との聞

で苦闘していたわが国の近代建築家たちの生き様に、も っとシムパ

シィをも って近づ、かないと、こぼれ落ちてしまうものがありそうだ。

我が身を振り返ってみても、通説に寄りかかつて、おざなりの様式

的解説で済ませていたのではなL功、と世陀たる思いがする 。

日夏原J もこのように注意深くなされると、こうした思わぬ副産

物を描共してくれる 。おそらく、失礼ながら、現j易で復原作業に

たった方々は、これが 「ヴィクトリアン・ゴシ ック」であるとか、

「エドワーデ ィアンJ であるというような知識や先入観を持って作

業されたわけで‘はなかったろう 。そしてむしろそのような先入観の

なさが、 「復原J 作業には重要なのであって、もしはじめからその

ように決め付けて復原していたなら、鼻持ちならぬまがい物が出来

上がっていたはずで、ある。この無私の僅原作業に当たられた技術者

の方々には、敬服する他ない。

| おわりに

「文化財J に指定された建物は、寸史に学界においてもその評価

がほぼ定ま っていて、その解説もある種の 「権威l 的な趣でなされ

ることが多いが、期療のところは、このようにまだ幾らでも再解釈

の余地が残されているものなのである。歴史を学ぶものとして、改

めて反省させられた次第であるが、これはこのたびのような注意深

い復原がなされればこその話で、たとい後世の改変であ っても、そ

れを復原するにはどれほど慎重で‘あっても慎重すぎるということは

ない。乙のたびの修復は、乙うした 「復原J の面でも、それなりの

合格点、に達してp る (筆者の却也でも満点はっけなp) ものと思う 。

これからさき、いろいろな機会に乙の建協に接しられる方々は、筆

者以上にこの建物の様々な魅力を発見され、新しい評価を付け加え

て下さることと思う 。筆者としてはそれを想うととが無上の楽しみ

である。最後に、この事業に携わられた多くの方々、とりわけ困難

な現噺撲にあたられた方々のご苦労に、潟壬なる敬志を表させて

いただく 。 (ふくだ せいけん)
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中央公会堂保存・再生工事完成までの道程

太 田 隆 信

坂倉建築研究所代表取締役大阪事務所長

大阪市中央公会堂保存 ・再生工事の完成おめでとうござL 悼 す。

l叩5年、阪神淡路大震災の年の暮れ、プロポーザル参加に始まる

保存・再生工事、乙の 9 月末にようやく竣工。そして、 11月には再

開場。その慶びも間近な10月18日には文化審議会の大阪市中央公会

堂など 、11件の建造物を重要文化財 に指定するよう遠山敦子文部科

学相への答申があった。

錦上花を添えるとは正にこのこと 。なにはともあれ、故岩本栄之

助氏に、感謝の心もて御報告申し上げねばなりません。

中央公会堂のプロポーザj レには、坂倉・平田・ 青山・新日設設計

共同企業体( 以下、設創刊) で応募させていただいた。昨今、設計

JVは、大手同士のR人アト リエ系と大手の戸等々、ごくあたりまえ

の方法になってしまったが、公会堂の頃は、そうで、はなかった。応

募はあくまでも一社で、但し、受注後、構造、積算、設備等の分野

で、再委託をする場合には、あらかじめ、それらの事務所と設計刊

を組んで申込むこととなっていた。

つまり、前者の戸が、応募のための戦略であるのに対して、公会

堂の場合、私達にとっては、必須剣牛。要項を読みながら、肱Ip制作

明なかたちでの応募というべきか、大阪市のこのプロ ジェク トに対

する並々ならぬ決意のほどが、び、んび、ん伝わってくる感じ、身の引

き締まる思いであった。

応募要項を読んで第一感、戸を組んでトライするにしても、これ

は、私達だけで、進めてゆくべき仕事ではなさそうだ。今回の保存 ・

再生のテーマである免震構法、重要文化財の指定をめざした改修、

いずれもただし ぜ ホ ットな研究課題。第→謀の研究者、学識組験者

各位と ｰｾ 功当たちで街 ｬ 一 緒できないものかと、いろいろな作法を考

えてはみたものの、オ ーソドックスなスタイルで、検討委員会をも

うけて、ここが大切なところだが、設計監理チームとイコ ー ルＯｾー

トナーのかたちで対話を続けながら、このプロジェクトを遂行しよ

うと決心。

委員会の予定メンノ f ーと 、対話に よる作法を提案した。ヒアリン

グの席上、これだけの方々に、本当に集まっていただけるのか、又、

集まっていただけたとして、対話に よる設計が可能で、あろうか等々

の質問をいただいた。結果的には、 1鰯 年夏、設計初期の段惜にス

ター卜した総合的な技術検討会から、工事開始後、反則年春には、

迅速に小回 りのきく歴史小委員会、そのワーキンググループへと発

展的にバトンタッチ。この11月 l 日、オープンセレモニー直後の最

終合同委員会までに、あわせて、延々35回の会合がもたれて、真剣、

活発、E つフランクな討議の場がもたれた。これがよかった。

様々な御発言、 御提言をリアルタイムに具現化できた乙とは、今
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回の対話方式の大きな成果、手氏上を借りて、委員の皆様方を始め、

関係各位に、改めてお礼申し上げたい。

保存 ・再生と p う仕事を、 一言でまとめると、 「今、そこにある

歴史的建造防をそのままに残しながらも、創建時に戻しつつ、新た

に創造するJ という事になるのだが、この一見矛盾する仕事をきち

んと仕上げるには、ひとつひとつ丁寧に、細心の注意力と、健全な

バランス J惑が必要です。それからもうひとつ、最も大切なことは、

被眼の思考、支持活による作法の要諦は、この一点に尽きるといって

も過言ではない。残す、戻す、新しくすると書いてきたが、残すた

めには、何らかの雨、鹿策を考えるところからスター卜しなければな

らない。これは前述の「新たに創造」とは意味が違う 。保存 ・再生

の根幹の問題と認識すべきでしょう 。

ただいまのところ、免震レトロフィットが、コストの面をのぞく

と、この問題解決の切り札的存在として閥抗をあびつつある。中央

公会堂の場合も、免J克レ卜ロフィッ卜採用がなければ、こんなかた

ちで、人々に喜んで、いただける保存 ・再生にはなりえなかったでし

ょう 。 しかし、この工法がオールマイティと短絡的に考えてしまっ

てはいけない。免震レ トロフィットのさらなる発展、新たなる到E躍

を期待 したい。

保存・再生を、{ 溜的に、保存と再生、ふたつに分けて考えると、

前者には、歴史的建造物の修復、さらには、重要文化財 といった響

きが含まれている 。それに対して、後者には、建物を使い続けてゆ

くべき増改築、つまり、したたかに市井に生きてゆくというニュア

ンスが込められている 。いずれも古い盤幼の長生きの術なのに、と

れまでのところ 、両者は相交わることなく、それぞれに別個の作法

として発展してきた。前者が田園牧歌的な雰囲気のなかの木造が主

流であるのに対して、後者は、都心部の石造、煉瓦造からRC造だ

から、両者は、なんとなく、うまく住み分けてきた。

しかし、歴史的建造級品 、明治はいうにおよばず、大正から昭和l

の作品まで、もが対象範囲に含まれるようになってきて、それぞれの

分野がラップ。まさしく、両者が→本とな って新たな作法が求めら

れる今、中央公会堂の保存 ・再生は、その附矢として、絶妙のタイ

ミングであった。これからの保存 ・再生に向けて、解決策とまでは

言わぬとしても、ひとつの有力な筋道を提案することができたと、

密かに自負するととろである。

終わりにのぞみ、設計共同企業体解散の辞をかねて、この 7年間、

設言一|監理の任を共にした恐らくは日名を超えるであろうすべての方々

に、敬意の念をもって、心からお礼を申し上げたい。

( おおた たかのぶ)



これまでに改修されてきた

履歴の概要

宍 道 弘 志

坂倉建築研究所

大正 7年の建設から80数年を経る中で、その時々の必要性から様々

に手が加えられてきた。規模の大きな改修としては以下のものがあ

るが、乙の他にも壁、天井の塗装替え等、小規模なものは頻繁に行

われてきた。

| 昭和 1 2年の改修

創立20周年記念事業として行われ、今回の工事以前では最プd見棋

の改修で、これにより表玄関からチ議会室の部分が大きく変更さ札

この形状が以降の改修でも保たれてきた。

表玄関は当初、庇が設けら れていなかったが、この改修により鋼

製フレームに網入ガラスを依めた庇が設置され、アプロ ーチの階段

も改造されて車寄せスロープが設けられた。

大集会室は多目的利用のため、当初は l 階席全体が平床で崎子は

固定式でなく、後部床面の開口から地階倉庫lこ収納できるようにな

っていた。この改修でスロープ床と固定椅子が設置され、これに伴

p 表玄関ホール内の階段が新設された。やや難のあった音響効果を

改善する目的で、 *1沼長りの大天井は下地ごと撤去して吸音テックス

貼とされ、天井形状も変更された。シャンデ リアも撤去され、ライ

ン状の直付け照明器具が設置された。舞台寄り l スパン分の 2階客

席を改造し、プロセニアム岡協に張り出す Ｙ Ｑ ｾ Ｍｲ働慢 も新設された 。

2階席精子も正面部分全体と左右の最前列が取替えら れ舞台! 照明、

拡声装置等の設備も更新された。|吹写室は前年の昭和III年、発声映

写機の購入に伴い、 2階席正面中央部を改造して新設された。

暖房設備は当初から設置されていたが、乙の改修で冷房設備が設

置された。建物西側のドライエリアに屋般をかけて機械室とし、南

西小室等にDSが新設されたほか、吹出口を設けるため一部の天井

が改造された。

エレベーターは当初乗用 l 基、荷物用 1基が設置さ れ、その後大

正12年と 昭和] 8年に乗用が l 基ずつ増設された。当初のエレベー タ

ーは昇降路が金調窃長であったが、この改修で乗用エレベーターの昇

降路は、鹿 i食塗の壁とされ、すべての機材が更新された。

| 第二次大戦の影響

第二次大戦による直接の被害はなかったが、戦時金属供出で正面

屋4見上部の神像、表玄関扉、 3基の乗用エレベータ一、冷暖房装置

等が公会堂から撤去された。戦後、釆伺エレベーターは昭和お年に

東階段の l 基のみ復活した。その際、ピ ッ ト深さ確保のため、地下

1階乗場は床レベルから剖cmの高さとなり、東階段の最下段部分が

改造された。南四噛段室、南東階段室の乗用エレベーターは復旧 さ

昭和12年 平成11年 (保存・再生工事前)

④ 

グ リーンのゾーンが、主な現 状 変 更 箇 所。

1 階平面図の赤い部分は 工レベ- $ 1 ー設置箇所。

れず、各階に木製床を設けて倉庫とされた。

暖房設備は昭和弘年とお年の改修で設置 されたが、冷房設備は昭

和田年によう やく再設置となった。この改修で建物西側に屋外機械

置場が増築さ れ、当初か ら使用さ れてきた煙突も撤去さ れた。

事l'像の復原は行われず、これは木工事により実現した。

| その後の改修

銅板葺きの屋根は、昭和30年代後半から日年代ま で、頗繁に部分

的な葺替えや樋の修繕が行われたが、その後昭和159- 62年に全面的

に人工緑青銅板で葺替えられた。この際、南北 4 箇所の側面玄関庇

と東側を除く搭屋屋線は、 当初伊MJ 互が残された。

外 壁は 、擬石モルタル面のクラ ックと浮 きの調査がｾ泡され、東

面の一部でエポキシ1釧旨注入による補修が行われた。

昭和12年に設置さ れた表玄関の庇は、 H百手[139年に網入りガラスを

外してレジノ鋼板葺とされ、昭和50年にはカラー鋼板一文字葺に改

修された。

大集会室の改修は創立何周年記念等の節目に壁、天井、扉、窓サ

ッシ等の塗装替え、床シー ト の ｈ ， ｾ潜え、客席椅子の取替え、諸幕の

取替え等の改修が行われた。当初、航大理石塗( 石' T ' J' マーブj レ) で

仕上けられていた柱型も、昭和43年の改修で塗装 されて、襖l食塗と区

別がつかなくなった。中集会室の当初の壁、天井仕上は湖1食塗であ

ったが、壁はヒル石プラスター塗、天井はヒル石I次付に改修されて

いる。改修時期は不明であるが昭和]30年代と想像され、昭和弘年に

はその上から更にI次付材による改修が行われている。窓サッシは昭

和61- 62年に当初のものから取設えられた。小集会室は壁、天井の

縁取り、J l 延壁に高品質の木造作が施さオL 当初ワニス塗で、あったが、

OP塗に改修されていた。

建物四隅の小室や 2階東側の会議室等では、当初壁仕上の上から

木下地にイ凶社合板貼りとされ、当初灰井を残したまま下にボード貼

ーサドが新設される等の改修が行われた。 ( しんじひろし)
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保存と再生の工事概要

宍 道 弘 志

坂倉建築研究所

建設張、加数年、改修の手を1J I ] えられてきているが、全体としては

当初の意匠、材料が出絞的よく保たれてきた。この建物を将来にわ

たって保存するだけでなく、安全・快適な施設として活用されるよ

う再生する乙とが、今回の工事の目的であり、その内容は大別する

と、必要な両捜性能の確保、外観と内部空間の保存と再生、機能性 ・

利便性の向上の 3点になる。

| 外観と内部空間の保存と再生

外壁は煉瓦積の壁の上に化粧煉瓦、擬石モルタル洗出し、花岡岩

で仕上げられている。このうち化粧煉瓦、擬石モルタル洗出しの部

分は広範囲に浮 き、クラックが発生していたので、将来への不安を

f指向しておくべく、外壁全体を洗浄後、ピン打ち併用で樹脂注入を

行った。その上で振石モルタル面は表面強化剤を塗布し、 全体の防

?功オ策として按水剤を塗布した。

昭和59年- 62年に緑青銅板で全面的に葺 き替えられた屋担は、人

工緑青の剥落と補修塗による色むらが見苦しい状態になっていた。

また、葺き替えから既に10数年が経過していることもあり、乙の銅

板は残したまま、その上に緑青銅板を重ね葺きした。当初主則友が残

っている塔屋 も上から重ね葺 きして、当初銅版を保存した。部分的

に使われている天然スレート 葺には、過去の補修による包適p や脱

落箇所があり、固定している鉄釘にも腐食がみられたため、 一旦取

外して採取材及び割れ、欠けによる新規捕亮材で葺 き直した。

パラペッ ト天端は擬石モルタル洗出しであるが、傷みが激しいた

め有町Ｇｾの上、鉛板により保 護 した 。 外 壁 面 Ｓ 階レベルに廻されたコ

ーニスの天端も鉛被覆銅板で保護 した。

昭和12年に設置された表玄関の庇は、正面外壁のジャイアントオ

ーダーの意匠を損ねているとの指摘もあり、庇がなかった当初の外

観意匠に配慮して、柱を横切らない形状で、強化ガラスの庇を新設

ザ 骨 ト ラ ス 稲 盛

1賠平面図 ④ 
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A 工 事 前 外 観

した。

戦時金属供出により失われた正面上部の神像は、古写真と松岡誇

による原画と設置痕跡及び「銅板にて打出し製作したるもの」と L、

う当初の記述をもとに復原した。

昭和臼年に建物西側に設置された屋外機械置場は撤去し、この部

分に舞台への搬入スロープを新設した。

窓サッシは過去の改修で約1 /3が取替えられていたものの、それ

以外は当初の鋼製サッシがかなり健全な状態で、残っていた。下枠の

腐食、障子の歪み、宝物の喪失等もみられたが、これらを修理し、

宝物は復原 して当初サ ッシを保存した。修理の際、パテで留められ

ていたガラスを- s . 取外したが、乙れも可能な限り再使用した。外

部からの騒音が問題となる大集会室等は内側にアルミ製サッシを新

設して二重とした。表玄関と側面玄関は戦時金属供出のため当初の

鋼事由庁れ戸が失われており、とれを復原した。

夜景観照明は昭和田年に設置され、大阪市立東洋陶磁美郁市官、大

阪府立図書館、大阪市庁舎、日銀大阪支店とも時聞を合わせて点灯

され、中之島の夜の景観をかたちづくっているが、今回さらに盤幼

の鮒数を引き出し、演色効果も高まるよう全面的に刷新した。表玄

関前及びドライエリア廻りの外灯も当初のものが失われており、こ

れを復原した。

大集会室は昭和 ｬ ｾ 年の改修で っ た幅に変更された部分を当初の意匠

に復した。具体的にはプロセニアム両脇の後設投光室は撤去して座

席に戻し、中央部分の天井も当初の意匠を再現し、合わせてシャン

デリアも復原した。映写室も客席に戻 し、代わりに 2階床下に映写

室を新設した。表玄関内に設けられてp た階段も取除き、当初の状

態に復した。座席はゆったりと座れるよう全面的に更新したが、 2

階には当初の木製筒子が残り、狭くて座り心地は悪いが貴重なもの

であるため、利用上支障のない舞台寄りの部壮を保存し、それ以外

を取脅えた。元の椅子の一部を地階で移設活用した。

3階の中集会室、小集会室、特別室は、当初の意匠が概ね保たれ

ているものの、壁、天井、建具等は何度も塗装が重ねられ、塗JJ英が

厚い屑となって当初意匠のシャープさを隠し、色彩も当初とは異な

るものとなってし法。そのため塗装を一旦耶余き、塗J]英の断層から

石偏悲した当初の色彩で塗り直した。小集会室では当初ワニス塗であ

った腰や壁、天井の縁取りの木部がOP塗装に替えられており、塗

JI英を除去して木地の傷みを補修してワニス塗に戻した。中、小集会

A 特別室天井商修復( 洗浄部分は筋が消えて明る くなった)

室床は当初のナラ寄木貼が残っていたが、板材の縁が欠けて隙聞を

生じるなど摩耗が激しく、そのまま使用するには問題があった。 し

かし当初の寄木も貴重であることからこれを残し、その上から合板

を捨貼りして新たな寄木を元どおりに貼ることとした。

特別室の天井面は襖喰塗の天井面に麻布を貼り、油彩で描かれた

もので、あるが、全体に汚れ州寸着し、下地材の線が白く浮き出た状

態であった。全体を洗浄することで当初の色彩が蘇り、同時に下地

材の線も目立たなくなった。アーチ型の大きな開口部に依められた

ステンドグラスは、鉛ケームの劣化変形のため- s . 分解してガラス

を個々に洗浄し、復原した鉛ケームで組み直した。

| 機能性利便性の向上

より使いやすく、快適な施設とするため、諸設備を一新するとと

もに、動線の整理、バリアフリーへの対応を行った。大きなスペース

を必要とする熱源お鞠煙、電気室、受水槽・ポンプ室等は増築した

地下 2階部分に設け、建物プランと意匠への影響を最小限とした。

建物の構成上、表玄関は大集会室の専用であり、地上階にほとん

ど廊下がないというプランのため、これまで大集会室以外の集会室

や会議室の利用には、利用する部屋により 2箇所の似|届1玄関のいず

れかから建物に入り、四隅にある階段を昇る必要があった。 しかし

入口が分かりにくい上、間違えればまた階段を降りて別の入口から

入り直すような不都合も生じていた。今回の工事では会議室をでき

るだけ地下 1階に集約し、建物南側に設けたサンクンガーデンから

彊撒J 内に入るルートをメインアプローチとした。サンク ンガーデン

に l 基、建防内に 4基設置したエレベーターで地上階の集会室、会

議室へのアクセスも改善した。また、サンクンガーデンは地下 1階

のレストランのテラス席としても利用される。

このほかにバリアフリー対応として、屋外に車椅子用スロープ 3

箇所、選吻内に段差昇降機を 3基設置した。

wcは各階の四隅に分散して設けられていたが、耐震補強のため

四隅の小室の改修が必要となるのに合わせて拡張し、勤続t利用し

やすい位置に集約し、車椅子用ブースを各階に設けた。

空調機械室は各階に分散配置し、大集会室等で気になっていた出

調騒音を解消した。また、防災設備はこれまで、の改修でも順次整備

が進められてきたが、今回は現行法舗に合わせてすべて更新した。

( しんじひろし)
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ホ- ) レの活用整備で当初を凌ぐ

橋 本 健 治

坂倉建築研究所

中央公会堂の主役たるホールは、辰野金吾が設定した競技設計与

件の平床式・ 三千人収容規模で、構造的制約からの列柱両側及び後

部の奥まで椅子を配列( 創建当初写真の算出では l 階移動席48列

l邸4席+ 2階列柱コの字型配置固定席692席+ 移動112席= お槌席) 、

集会施設の視聴覚環境としてはかなり難があ ったとみて よい。

創立加周年に l 階後半部を傾斜床として固定の客席を導入( 1階

ヨ汐リ1128席+ 2階618席( 照明室 ・映写室設置) =1746席) 、 当初の

A 新規導入の舞台音響反射板友ぴ前舞台設営状況

工事前 ( 1999年時)

舞台廻り断面図
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大天井は全面的に取り除か才L スビーカー ・舞台用スポットライト ・

冷暖房ダクトを収めた新天井 (1吸音材仕上げ) に改変された。

定u立81周年にあたる今回の保存再生では、大天井( シャンデリア・

ペンダント共) を当初に復しながら、リモコン操作の舞台照明 ・客

席パトン鼎牟装置をはじめ諸設備をその天井内 に 糊昔。舞台額縁関

口を閉鎖できる 音響反 射板Ｈ前後走行刻、前舞台客廟 Ｑ 長換昇 ｾ ｉ 年床、

客席前半分平床可動椅子( 舞台同様のフローリング仕上) の導入に

A 客席前部に舞台スペースを設置した状況 ( 舞台部は新規オペラカーテン)

工事後 ( 2002年時)

1  :  250 
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式は、新し p 椅子にあわせた勾配寸法に改善

し( 元段床の上に被せる工法 ・当初の形態は
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保存再生後の収容客席数は幕形式( 前舞台

形式) で l 階31列816 (685) 席+ 21哲351席

=1167 (1036) 席( 当初の約43%、工事前 1階

38列1072席+ 2 階日4席=1臼6席の約7 l %) と

大幅に視聴覚着席環境が改善され、残響時間

園 内 コ ン サ トホールの室容積と残響時間 (500Hz ) に お け る 中 央 公 会 堂 の 性 能

( 空席5∞HZ) は反射板前舞台形式及び幕形式で1. 5秒及び1 . 2秒、

その周波数特性はフラットでくせなく好ましく、音場支援設備の稼

働によれば各々 2. 1秒及び1. 7秒に残響可変できる良質なホールが実

現できた。

なお、 Ｑｊ ｗ 廊部 Ｑ ・ Ｒ Ｑ ｾｾ 共に当初の窓が存在する貴重なホールの音

響制約条件に対しては、当初の窓内側に防音サッシ、ヲiJ 柱部に客席

側方反射板( 強化硝子製) 、後方にl肢音壁、所在が見てわからない

音場支暖スピーカーなどを的確に導入した結果、反射板JIヲ式での室

内騒音値はNG20、初期反射音持性( L E 5 ) は l 階で22%、舞台上反

射音特性 ( ST1) は一 7dB、明|僚性D値52%となり、良好なホール

音響環境が達成さ れた。

方、 3WJi .床スラブを介して上下にホールが接しているととから、

既存貫通要素は閉鎖し( やむを得ない貰通は

躯体絶縁遮音対応) 、スラブってでの新規取付

材はすべて防振吊、天井関口部には遮音措置、

天井裏にl吸音材を設定、既存通気口には遮音

チャンパ一、 R崩宅用 |板の|擦問l封劇夏首脳室(一

部鉛板張り) と種々遮音対応したが、スラブ

上では傷んだ当初材( 転ばし恨太 ・杉板捨張

り ・寄木貼り) の現状保存を優先し、 仕上村

の変更は不可との条件から寄木貼り復原はそ

の上から構造用合板を介して重ね貼りとした

ので、遮音性能はD-55 ・床衝撃音特性はuo

- 45となり、上下階同時使用における催し内

容の制約条件は残らざるを得なかった。

復原意匠の中で新設した客席椅子は、音響

的 ・視覚的に透けた仕様 ・形状として、空席

/ 着席の変動が小さいクッション、必要最小

限の支持フレーム鋳遡側、隣席との隙聞が広い背板とし、意匠・機

能而から背板の上部形状が親しみゃすい人形/ 撫で肩、肘木は巾広

く左右共専用できる彫込みを考案、木部楢材の塗装は着色ふきとり

クリアラッカー ( 2 階当初椅子の塩路材ワニス仕上復旧近似色) 、

裂地は上質のウールモケット無地、色彩を当初飾り幕( 赤煉瓦色と

暗褐色) に対比して内装基本色のベージュ系や石背型装飾部の金箔

押しにも通じ、当初飾り幕のフレンジに近似の黄土系( 近似マンセ

ル町7/7) として、その独自性を違和感なく際だたせた。

ホール内部に創出したこれら新旧共々織りなす意匠、全身体的に

伝わってくるホールの秘めたる性能、それらがトータルに観客聴衆

に佐助を呼び起すのは、中央公会堂の誕生に由来する本質的な魅力

によるのではないかと考えられる。 ( はしもと けんじ)

A 改 善 さ れ た 2 階段床席及び後壁畷音格子 (脱 着 式) 血復原空間に新規導入の椅子 ( 勾自己床部)
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保存修理の実践

橋 本 健 治

坂倉建築研究所

今回実施した修理は、①当初素材の汚れを洗浄、 ②傷んだ箇所

は復旧手当、 ③今後の傷みが進行しないよう新材を導入、④今後

の状況に首班、し当初同等材に取普、 信激変( 付1 J [ 1 ) 物は原則除去、

⑥当初仕様に復すことが可能なら復原、 ⑦困難ならば現状j断売、

③やむを得ず外した当初材の対処、など、広範囲多岐にわたり様々

な対応を実践。以下にそれぞれ対応のーイ列をあげる。

①外壁材( 化F砂 陪L . 擬石モルタル洗い出し・花開岩) 全面に水垢

固着( 特に コーニス・フリース吉町、亀裂漏水によるエフロ、石材凸

部の糞害汚染進行に耕克して、素材汚れ別に温科目争( f Dkg/cm' ｾｴｃＩ＠

+ 洗浄剤( アルカリ ・酸性・中和) + ブラッシングでスター卜するも

手間の割に成果上がらず、高田財t洗浄(500kg/cm' 印OC) を基本に、

サンドブラス ト→弗化アンモン塗布→水溶性重曹剤ブラストを素

材毎に汚れ除去状況に応じて実施、洗浄剤の飛散跡処理も大変な

手間であ っ た 。 化 ｾ､ 瓦の洗浄後に乾燥の遅い部位ではエフロの

急速発生があり強制乾燥+ 接水剤塗布にて対処。洗浄の進行にあわ

せて、 ②仕上材の浮き箇所( 1  mm前後以下) や亀裂( 0 . .20101以上) に可

撰性エポキシ樹脂を注入( アンカーピン併用) 、 注入跡は石粒や目地

材充填によりまったく判らない。振石モルタル洗い出し面は表層

風化の進行を防ぐ主旨で無色浸透シリカ系強化復原剤を塗布。 さ

らに防汚対策として、洗浄 ・補修面全体に無色浸透性シリカ系擁水

剤を塗布し、鳩の糞害を避ける防鳥ワ イヤーを要所に設けた。

③パラぺットや塔屋の擬石モルタル洗い出し部は、当初材の風

化損傷が激しいため鉛板( 厚 2 - 5  0101) を被せ、 ④階段室塔屋の

禍1壁は鉄骨造のために修理取脅を繰返してきたので、 GRC造に取昔

え( 当初材 ・既取替え材は一簡所ずつ保存) 、 ⑤当初J とは異なる

仕様 ・色相の塗装が内部全体にわた って当初仕上材の上に何j習も

重ねられており( 廊下では10.層) 、亀裂 ・剥離を生じ当初意匠を大

きく損ねていたので、軟化剤塗布→塗JI英剥離→温水洗浄を多勃包( 石

背装飾型 ・木彫部などの凸凹部付着物の除去には膨大な手間) 、

当初の素材に一旦戻し再塗装( 当初色の特定に苦労 ・漆喰面は防

汚型EP ' 要所で盟関霞歴保存) 、 ⑥当初の擬大理石塗りや金箔事1
1

しやワニス塗りを随所で復活させた。乙れらに大変な手聞を要し

たが当初の雰囲気再現に多大な成果があった。⑦床の当初アスフ

アルト敷きは広範囲にあり( 地階全域 ・l 階大集会室及び諸室 ・

各階厨打て階段 ・3階四|鴨諸室) 、劣化改変材の混倒犬況に至り修復 ・

復原する手だてがなく、厚いワ ックス積層除去のみとした。③各

階四隅に集約した両捜補強( 煉瓦壁添打ちRC造壁) .  E ¥噺規導入

開口等の影響により、元の仕上材( 腰羽目板 ・蛇J 1di 漆11食・出入口

造作) の部分的な保存 ・転用を図った。
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‘ 装飾部に塗り重ねられた

塗 膜の剥離中状況

ｾ 当初のサ ｹ シに塗り重ね

られてきた塗膜の履歴と

当初の色相を確認 ( この

状況を資料として保存)

認号1 ・

A 石膏型に箔下漆を塗 り金箔押しで復原

血 サッシ塗膜を超音波振動によ A 屋根窓サ y シを当初に復し当初どおりの真銭

りケレンしている状況 製ガラス留めとパテを使用

窓サッシでは現場調査による個別の①~③すべてにわたる膨大

な作業を伴い、工事前現存の当初箇所数の部%( 創建時の侃%に相

当、 1 .  2階では当初の82%、東面 1 - 3階では95%) 149箇所( ガ

ラリ化した元の障子は保管) を継承した。

これらはすべて工事進行下における現場設計変更を通じて実践

してきたのであるが、元通りにある修理の結果を見ただけではそ

れまでに投入された手間労力を推しはかることは困難で、各工事

関係者の公会堂保存再生に立ち向かう志なくしては到底成し遂げ

られなかったことをここに村吉日しておきたい。 ( はしもと けんじ)



免震レトロフィットの概要

定数は現位置戟荷試験を含む各種剖験を行い評価 した。煉瓦壁の検

討用許容応力度はO沼 - 0.7似 /mm
2

、せん断弾性係数は1. 26- 2.62X

10
3

トJ/ l l 1l l " f 、ヤンクず係数は2.95 - 6.10X  10別/打町1

2

で、ある。写真 2 は煉

瓦壁の現位置せん断試験の様子を示す。

西村清志

平田建築裕造研究所

| 当初の構造

| 保存再生のための耐震補強

歴史的建物で、貴重な文化遺産を内外部の意匠を保存しながら 、

同捜補強を行う方法として、基礎免震による市捜 レ トロ フィッ トを

採用した。図 1 に免震部材の配置図示す。当敷地で考えら れる最大

級の地震として、上町断層の活動を想定した模擁地震波 (7.忌Iν s)

によっても、煉瓦壁にわずかにひび割れが生じる程度研 援設計目

標とした。免震建物の l 次回有周期は変位E i ' ; 答に より2. 2- 3訴少で

ある 。ダンパーの等価粘性減衰定数 (h問) は変位振幅により却 ~

2及び余裕度レベルの地震動に対す

4  

梁で支持されている。鉄骨小梁はコンクリ ー トで巻かれており、そ

の効果は耐火被覆と附性に寄与している 。煉瓦壁の材料強度、材料 20%である。図 2 にレベル l 、
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本建物は、外殻構造と四|潤に配置された小室の壁で水平剛性を高

める楠宣である。煉J " i A l まはイギリス積みで、壁申立地判暗でお~必m、

1 - 31暗で、46- 35anで、あるが、 一般の煉瓦造建物に比べ壁量が少

なくI s 値は0. 27- 0. 34を示し、所要値0.8の1 /3前後にあたる。

構造は鉄筋コンクリ ー トの布基礎と独也基礎の上に鉄骨架構( 方

杖ラーメン) を先組し、そのまわりに煉瓦を積み上げる補強式鉄骨

煉瓦造である。写真 1 に鉄骨建方時を示す。基礎下には地盤改良杭

( 木杭) が打設されていた。1自主柱はSRCであるがh∞pはなく、

- 6  O@1∞の鉄網が巻かれていた。スラフ守は同様の鉄網が用いら

れたコンクリ ー ト造であり 、そのj享みは15anで、約1. 2 m毎に鉄骨小

来 l

回

免復時jの変1立( ロn) ※ l  性能保証変 ｊｾ 49.5cm 

免 震 層 に お け る 層 間 変 位 と 応 答 せ ん 断 力 係 数 の 関 係
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る免震層の応答層間変位と応答せん断力係数を示す。余裕度レベル

の場合の免震層最大応答変位は41011で、ある 。免震装置の設計は平

田建築構造研究所+ 東京建築研究所で、行った後、施工者のVE提案

により再評定を受けた。

耐震補強は基礎免震に加 え、水平力に対する主要割抵抗要素である

建物四隅の煉瓦壁に対し、基礎より 3階まで連続的にRC壁の添え

打ち補強を行った。建幼の同庁性を上げ、壁量を増加 させ、煉瓦壁の

応力度を小さくする計画である。また、実験によりその効果を確か

め、 fiii対庁時の評価を検討した。実験の結果、Rα 補強壁の効果を0.5

倍にすると実島知吉果に一致することがやlった。写真 3 にRC壁によ

る補強実験の様子、 図 3 に煉頁宜補強位置図を示す。

屋根は鉄骨トラス造であるが、水平ブレースがほとんどなく、か

っ部分的であり、 3階壁の面外方向が片持ち壁となる 。よって、タ

イロッドブレースを既存欽J骨トラス聞に設け、屋根面を水平剛床と

し、 3階壁を補強した。写真 4 に新設屋根面ブレースを示す。

本建物J に採用したアンダーピニング桝法は、まず既存基礎の両側

に一対のRC梁を設け、これらをPC鋼棒にて緊結して一体とする構

法である 。写真 5 は添え梁の配筋とP C鋼棒の配置を示す。鋼管杭

は新設基礎梁下より建物麗量を反力にして 世0.5 m、 l ピースl . l mの

鋼管を現場溶接しながら所定の非、制犬化地盤へ油圧ジャッキで圧入

した。この陸協は、西{則にぬ 川嶋ヰ沈下側桝執下) していたため、

全仮受鋼管杭を施工後、それらに油圧ジャッキをセッ卜して40ステ

ップで建物を水平にした。礎盤の打設、アイソレータ設置、プレロ

屋根鉄骨面プレース補強

レンガ壁内部側R C補強

耐震補強位置 (建物四隅煉瓦壁補強 、屋根薗鉄骨プレース補強)
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ード後、鋼管杭はスタ ッドにて、礎盤中に定着した。

本建物は直接基礎として設計しており、礎盤に建物重量が伝達さ

れる様、アイソレータに対してプレロードを実施した。図 4 に施工

手順図、図 5 に基礎部の詳細図を示す。

血 写 真 5 整 形 後 、既 存 基 礎 に P C鋼 棒 挿 入 、 添 え 梁 配 筋



② 鋼 管 杭 圧 入 、 建 物 仮 受 、 不 同 沈 下 修正①RC連 壁 打設 、一 次 掘 削 、 補 強 基 礎 梁 憎 築

園。

①RC連接的打段 ⑤ア ス? ンカーの施工

②外部地下禍様相撤去 ⑥楠強基礎梁情事

③旧ドライエリア撤去 (I) P C鋼樺殴置、緊張

@既存基陸底まで揖高IJ (一立掘削) ⑥置台、玄関下畳け換え

， 

④ 免 震 装 置 プ レロード 、仮 受 杭 切 断、杭周グラウ卜 、完 了③ 礎 盤 情 築 、 免 震 装 置 設 置 、 免 震 階上 部 床 版 、地 下 階 床 版 構 築

ー砂

⑭ 」 ⑬

⑮免震装置位置

⑪免震階上部床版禍築

⑮I直下階床版構祭

⑮ 

⑬礎盤底まで掘削 (三車掘削)

⑪礎盤情祭

⑮免震装置基礎槽接

⑮アイソレータープレロード ⑫仮畳杭貫通部補修

@仮畳杭切断 、杭内部コンクリート充填 ③特殊サポートジャ y キ部後処理

⑪仮畳杭貫通部デラウト @仮敵材組去

土 質 柱 状 図図 6

施 工 手 順 図
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図 4

I¥_ ァイ‘ ノレ空支持へ盛替後

鋼管杭は磁盤へ定着

地 下 躯 体 概 念 図

場合、建物重量は礎盤に固着された仮受け鋼管杭が支え、水平力は

RC連壁の非液状化層部分での側面摩擦力と 、面外受動度圧抵抗で

対応する。

図 7
基 礎 部 詳 細 図図 5

| 基礎構造の強化

本建物は、未来に向かってほぼ永久的に保存する考えから、採用

された免震部材は全て交換可能な設計とした。上部構造の保存は、

l∞年後以降にその時代の技術で保全、補修が更に行われることに

なろう 。
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きよし)( にしむら

敷地は南北の川に挟まれた中之島に位置し、敷地地盤は図 6 に示

すように砂質土系地盤である。地震時には地盤の液状化を生じる可

能性がある 。 本建物は基礎機造にお ｰ ても 日 ｪ ｾ 震改修 補強を 行った ｯ

建物外周部を、土留壁を兼用したRC連壁( 厚さ 70cm、深さ 25m)

で囲い、礎盤( 厚さ 12Oc m) により水平鉛直共にねじ鉄筋工法によ

り緊結した地下躯体を採用した。図 7 に地下躯体図を示す。これに

より RC連壁で固ま れた砂質土は前述のプレロードにより、有効地

中応力度が増加し、 RC連壁によ ってせん断変形を小さくすること

により、制犬化抵抗を増すことになる。 しかし、万が一、制犬化 した



設備の改修経過と保存再生の概要

合 田 洋 一/ 島 田 和 幸

新日本設備計画

| 当初の設備

大正 7年のパン フレ ッ ト 「大阪市公会堂竣成記念」の記述によれ

ば、当初の設備概要は以下のとおりである。

屯気設備は電灯、動力合わせて150kVA:の変圧器を設置し、屋内

1401灯、 屋外76灯の電灯、 エレベーター 2基、ダムウェイタ - 4基、

送風器 3基、電気扇72個に悦恰した。'i' 1J 話設備は事務室に交換台を

設け、磁石式の電話機が13台設置された。避雷針は大棟2箇所、正

面塔! 量4箇所、煙突 l 箇所が設置された。

ガスは厨房、画自l苦室の燃料用のほか、電灯が故障した場合の予備

として、ガス灯が各階段室、大集会室、中集会室、食堂など主要室

に設置された。

給水設備は水道水を屋上の銅製水槽で受け、機軸室、厨房、食堂、

便所に給水 した。衛生設備は洗面器30箇所、洋風大便器18箇所、和

風大便器49箇所、 小便器52箇所と記されている。建物外の北と南の

地中に l 箇所ずつ汚水槽が設けられ、建物各階の四隅にある便所か

らの排水が乙こに流された。消火栓も水道水を引き込み、各階四隅

の階段室に設けられた。

暖房装置は蒸気暖房、熱気暖房、潟水暖房の 3樹費が使われた。

機械換気設備としては、大集会室天ヂ|二と中集会室腰に設けられたグ

リルからコ機会室天井内の夕、クトを通じて、 3階北西の換気室( 現・

空調機柚室) に設置したファンで上部の犠屋から排出された。また、

当初の工事は財団法人公会堂建設事務所の直営で、建築を含めて各

工種ごとに分離発注 されている が、暖房工事では設計施工のコンぺ

が5勧匝されたことが記されている。

| これまでの設備改修

建設から加数年を経るなかで、その時代の必要に応じて各設備と

も改修が行われてきた。

電気室は当初、建物北側の外部地中に汚水槽に隣接して設けられ

たが、 |昭和12年の改修の際に地下11智北西に移設され、その後昭和

40年に地下 l 階北東に変更された。

大集会室のシャンデ リアは昭和12年の改修で撤去されたが、ブラ

ケット灯具は残っており、中集会室、小集会室、表玄関ホールなど

にも当初の灯具が良好な状態で、残っていた。但し、ガラスグローブ

の形状変更、白熱灯から水銀灯への変更等は行われていた。

エレベータ ーは当担珠用 l 基、 荷物用 l 基で、いずれも階段室中

央に金終日長の期経路を設け、乗場扉はｦｆｉ ｬ ｾ 諸式、昇降路頂部に滑車を

設け、屯動機は地下 l 階レベルに設置する方式であった。大正ロ坪

と昭和 8年に、やはり階段中央のl次抜を利用して乗用エレベーター
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4 煉瓦墜に埋め込まれた

当初の電気配管

4 特別室のガス灯 (創 建 時)

<10也下 1 階の機械室 (創建時)

が 1基ずつ設置された。昭和12年に当初からある乗用エレベーター

が上部に電邸臓を設置する方式に改造され、昇 ｾ ｉ 年路も金制の上から

ラスを張り、襖喰塗の壁に改修された。その後、戦時金属供出によ

り乗用エレベーター3基が撤去され、昭和25年に l 基のみが再設位

された。工事前は乗用と1制御用が埴Eずっと p う状態であった。

冷房装置は昭和12年に設置され、大集会室、中集会室、 小集会室、

特別室に冷風が送られたが、金属供出で冷房装置、暖房装置とも撤

去された。暖房装置の再設置は昭和]34年で、第 l 期工事として大集

会室及び付属室を対象とされ、第 2WIの昭和38年に全館に暖房が装

備された。昭和46年には暖房用燃料が粉炭から灯油に切替えられ、

昭和63年には熱源が蒸気ボイラからガス焚l吸収式冷温水発生機に取

替えられ、ようやく全館冷暖房が実現した。この改修で建物西1Jl11に

劇機械置場が増築され、当初の鉄筋コンク リート造の煙突も撤去

された。また、戦後の空調改修で、は、主要な部分でH百手[112年の ダク

トが再利用されている 。

スプリンクラー設備は昭和61年から平成 2年にかけて順次整備された。



A 免 震 層 に お け る 設 備 横 引 ス ペ ー ス 活 用 A 免 震 層 に お け る 免 震 継 手 ( 冷温水配管用) 血 免 震 層 に お け る 電 気 ラ y ヲ の 免 震 エ キ ス パ ン シ ョ ン

| 保存再生の概要

今回の工事の特徴は、機能性・利便性の改善だけでなく、 既存の

構造体及び意匠を極力乱さないという、保存に国班、した改修が求め

られた点、で、あった。

大きな面積が必要となる電気室、自家発電機室、熱澗機柑室、受

水柚 ・ポンプ室は既存建物内でなく、免震化のため増築される 2階

部分に配置し、: f : t ! l . _ 上に現れる要素も最小限に抑えた。ここからの配

管 ・配線等は免震装置ピットを利用して検引きし、既存建物内での

横引きを極力減らした。また、非免震部分となる設備諸室と免震側

である既存建物とをつなぐ配管には必諸経子等が必要となるが、こ

れも免震装置ピットに設置した。電気のケーブルもこの部分でケー

ブルに余長をもたせて地震時の動きに対応した。

既存建物内には当初の電気配管 ・配線が残っていたが、煉瓦壁を

潜祈りして埋め込まれ、曲がり箇所には水道工事に使用する直角エ

ルボが使われているため、配線の抜き替えは不可能であ った。この

ため、ごく 一部で、既存国首謀の繊雑能を臨忍の上再利用した以外は、

新たな配管ルートが必要となった。

エレベーターは建物内に 4基、サンクンガーデンに l 基を設置し

た。このうち東階段内の l 基は当初の鼎峰路を利用して機械を取替

えた。当初の荷物用エレベー ターも全締j長の期制各を保存し、 3階

にカゴを固定して展示した。このほかに車椅子用の段差鼎燦機を 3

基設置した。

夜景観照明は石井幹子デザイン事務所の設計協力の下、バランス

と色合いを改善して全面的に更新し、管球のさ芝換が困難な簡所には

ライトチューブやグラスファイパ一利用の器具を使用し、メンテナ

ンス可能な位置に光源を設置した。

空調機械室は各階に分散配置し、ダクトに消音器を設置して大集

会室、中集会室でNC-25の音響性能目標値をクリアした。中集会室

では内部意匠に影響を及ぼさないよう、屋根上にダクトを通した。

各階 4 箇所ずつに分散していたwcは集約し、 1 箇所当たりの面

積を広げて配置し直したが、1 . 2 m程度の間隔で、密に鉄骨小梁が配

置された床版構造によるプランニングの制約を避けるため、システ

ムトイレを採用して床貫通箇所を減らした。

スプリンクラー設備も全面的に更新し、天井画のためスプリンク

ラーヘッドが設置できない特別室には、イナージェンガス消火設備

を設置した。

レストランには実際にガスで点灯するガス灯を再現し、特別室で

はガス灯の形状復原を行った。 (ごうだ よういち/ しまだかずゆき)

免 震 層 に お け る 設 備 配 管 ・ ダ ク ト ・電 気 ラ ッ ヲ 経 路

61階床レベル

免 震 層 に お け る 設 備 の 状 況

舶 "

ii 
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保存・再生工事の施工概要

小 林 悦 夫/ 保 地 洋 志

清水・西松・大鉄特定建設工事共同企業体

現状を最大限保存しつつ、新しい機能を加えて、より使p やすい

建物にする、保存( 文化財的) と再生( 利便性・機能性の向上) と

p うある意味でのこ面性をもった工事の施工を紹介する 。

「全員の安嫡: と情熱で、よみがえらせよう公会堂」のスローガンの

基、「個人の技と最新の技術を両立させ、全員の力を結集してこの

名建築を立派に再生し、今後一世紀以上に語り伝えられる誇りある

仕事をやろう」を品質方針として取り組んだ。

| 工事の特殊性について

今回の工事は、 師協補強と外観・内部空間の改修で、ある。

市捜補強は基礎免震構法及び上部構造の屋榔失骨卜ラスのプレー

ス補強とレンガ壁のR C壁裏打補強がある 。既存基礎下、屋根裏等、

狭p 空間でなおE つ障害防も多く、人力に頼る作業がほとんどである 。

外観 ・内部空間の改修は貴重な意匠を保存し、伝統技法で修復す

るという文化財の修復作業と現荘の工法、技能での作業が活習王した

作業となる。細部にわたる調査から始まり、その結果に基づき考察を

加え、設計を見直し、施工する手順となる 。作業 ・工程において米経

験のものが多い。作業員から所長まで、全員が品質 ・安全・工程全てに

おいてベクトルを閉じにする事が重要と考え、以下の事を期包した。

1) 貴重な大正初期の近代洋風建築造産を永久保存し、未来に伝え

る為の工事であり、その意義、重要性をビデオも利用して全ての

関係者に認識させる。

2) 作業の流れや内容をパワーポイントも利用して説明し、全体像

を把握させ、前工程・自工程・後工程の内容を全員に理解させる。

3) 現地にて施工計画 ・手順を説明、保存すべきものを確認し、全

工 程 表

外構

外部

内部

地下

設備

2000 I  2001 

i T  I  iT  i  

l 沈i F修

2002 

員に周知・稿憶 させる 。又、制包工により施工性 ・安全性を確

認した上で木施工に入る。その上で更に改ー普を加える努力をする。

4) 人力に頼る作業が多く、労務比率が非常に高くなる 。文、貴重

な文化遺産でもある建物の中で作業する事になる。一度失われた

もの( 命 ・物体) は占師すに元には戻らない。 i一人一人が自分の

身は自分で守り、乙の文化遺産も守る」と Lヴ芯: 識を持つ。

| 耐震補強について

基礎下免震の施工手順を説明する 。R C地中連続壁施工に先立ち

外部附帯の保存するものを取外した。保管は再取付ーまで約 3年を要

した。連壁完了後、既存基礎底までの掘削 (B1FL-2.2m) をミニ重

機を主体に施工( 写真1) 。建物内であり保存すべき巾木 ・JI要タイル

等傷付吋ぬよう慎重を期した。並行して既存基礎両側を整形祈りし、

R Cで添裟持I i 強、 P C綱棒で緊張・ ーイ本化した。なお、建物が東西方

向で' 20cm (1/3∞) の一定傾斜沈下をしており添剃li 強も1 / 測にあ

わせて施工した。

仮受( アンダーピニング) は蜘字基礎下に施工可能な空間 (2mｾ、

深さ1 . 7rn程度) をつくり、基礎下に油圧ジャッキを逆吊りして鋼管

(5∞世長さl . l mX 9木、溶接) を圧入( 写真 2 ) 。完了後鋼管杭に

荷重を移し替える。鋼管杭は4日/1本で施工。総数346本全てが完了

した後、油圧ジャッキを全ての鋼管E則二部に設置し、コンビュータ

A 写 真2 基 礎 下 に 油 庄 ジ ャ y キを逆吊りして鋼管圧入 コンビュ タ制御で沈下修正

A 写 真4 新設磁鍍までの掘削を中、小型重機で施工 A 写 真5 高流動化コンクリ トを圧入 a 写 真6 屋根鉄骨 トラスのプレース補強
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制御にて沈下修正を行った( 写真 3) 。建物はレンガ造であり阜大

変形角を1 /25∞で設定した。l ステ ップを最大 5 汀mとし、 10ステ ッ

プ=1 サイ クル毎に建物の計測、レンガ壁や仮設物のチェックを行

った。実質 5 日間を要し、無事完了した。新設礎盤までの掘削( 約

30，OOOm' ) を鋼管杭が林立( 約7m'にl木) する中、小型畳機で、施工

(写真 4) 。礎盤の鉄筋( 約1500t) は人力運搬で施工した。

プレロード用サポートジャッキを設置して免震用下基礎を構築後、

アイソレーター( 1 . 5t - 2.0t ) をキャスター付架台で吊上げ、架台

ごと移動しJ間寸けた。アイソレーターと建物基礎下聞の上基礎躯体

は作業空間を広げる為、吊型枠とした。コンクリートは高流動化コ

ンクリート( スランプフロー6伽 η) を圧人した( 写真 5 ) 。写: 真

にある側型枠中央の穴は圧入用治具取付口である。下基礎に設置し

たサポートジャッキ内に油圧ジャッキを設置し、アイソレータープ

レートを行い仮受杭からアイソレーターに荷量を移し替え、仮受鋼

管杭を 切断撤去して基礎下免震を完了した。

上部構造の屋根鉄骨トラスのブレース補強は 3階天井衷での作業

となる。天子|二は保存であり天井裏への掛豆、天井内での水平運搬 ・

取付は全て人力で、行った( 写真 6 ) 。ブレースt失骨 ・設備機器 ・架

台鉄骨 ・ダクト ・配管等天井内作業が多い。調査 ・実測 ・ルート 設

定・吊木等の盛替を経ての作業になる。

| 外観内部空間の修理について

屋根、外壁工事に関 しては調査、試施工を経て方針を早期に決定

する為、足場を一部先行した。既存基礎の添梁補強の完了をまって、

沈下量の少ない東側に足場受ステージを組み、架設した。存置期間

は19ヶ月の長期にわた った。なお残りの足場は7ヶ月遅れでドライ

エリヤ部の床板躯体が完了後架設した。足場控については、下部や

3階コーニス上部はパットレス( 鋼管製) を組み、外壁を傷めない

よう工夫した。一部は目立たぬ位置にアンカーし、足場払い後、化

粧ボルトを取り付け、再利用可能とした。足場受ステージ及び足場

足元は沈下修正及び工事中の万一の地震を考慮、して片側固定、片側

スベリとした。

内部大空間の棚足場はマルチトラスで組み、下部空間を事務所等

に活用した( 写真7 ) 。足場上での作業は部分調査 ・部分解体を繰

り返し、施工区1. 試施工等、数多い工程を経る必要がある為、大集

会室の足場の存自羽聞は20ヶ月と長期にわた った。

内部、天弁壁はほとんど全面にぺンキ塗装がされており、何層に

も塗り重ねてあった。全ての塗装を軟化剤塗布 ・剥離・温水洗浄し

た( 写真 8 ) 。創建時ワニス塗仕上部もぺンキが塗られており、ワニ

スへの復原の為、塗JI英剥離 ・染み抜きを含め 4 - 5倍の労力を要した。

既存スチールサッシは塗JI英を剥離し、調査の結果、不良部分は取

り替え補修をし、保存する事となった。ガラスもオリジナルのもの

は使用する事となり取り外したが、無傷で外せたのは10%程度であ

った( 写真 9 ) 。保存スチ ールサ ッシのガラスは全てク リップ止め

パテ飼い仕上である。

丸J住とH挺笠に施されている擬大理石塗( 石宵マーブル) は過去に

改変された所、{ おみの激しい所を修復した。伝統の技法を受け継い

でいる職人集団を探して修復した( 写真10) 。

絵画は特別室の天井Ｈ全面Ｉ壁 Ｈ Ｑ Ｓｬ Ｔｾ 内Ｉ中集 会室の天 井ＨメＱｩ枠

内 6 ヶ所) にあり修復に10ヶ月を要した。特別室の天井はアーチ状

である為、昇降式台-"!I にリクライニンクゃチェアーを搭載した作業車

( i 詰大高さ 3m) を製作した( 写真11 ) 。なお修復に関しては空調

と特別! 被明( 美術博幼館仕桜) を要した。

造作・木主主もオリジナルなものは最大限残す方向で進められた。

2階客席段床組みの全面的変更に対しては、木造にて既存に重ね組

みすることで保存されるようになった( 写真12) 。平成の床組を取

れば大正の} 未組が現れるとし E う歴史がつくられた。

塗装色をペーパーで擁りだ し、塗装の履歴を調査し、意1リ建時の仕

上塗装色を検証し今回復原の仕上色としている。

| おわりに

創建時の職人の技と工夫が随所に見られ、現在に伝わる過去の建

築情報と、Z見在の情報を未来に伝える仕事に携われた事を幸せに思う 。

最後に大阪市、設計監理の方々をはじめ、各関係者の方々の多大な

る御指導に厚く感謝申し上げます。又、定l腔時の先人各位にも深く

{ 抗意を表します。 ( こばやし えつお/ ほち ょうじ)

A 写真12 新設床の下に保存された元の 2 階客席段床
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. 建 築 概 要

建築名称大阪市中央公会堂( 保存 ・再生工事)

建 築 主 大 阪 市

所在地大阪市北区中之 ＱｾＱ 丁目 Ｑ 番 ＲＷ 号

用 途 公 会 堂

設 計 監 理 大 阪 市 住 宅 局 営 絡 部

坂倉 ・平田 ・j 'iiJ I ・新日設設計共同企業体( 坂倉建築研究所大阪事務

所+ 平田辺築梢進研究所+ 背山建築品Ui: Jj Q;S所+ 新日本設備訓画)

面 積 敷 地 面 積 5，641. 81111'

建築而fi'l 2，330.35111'  ( 既存部 2，164.17ぱ、栴築部 166.18111')  

延床面む1 9，886.56111'・( 既存部 8，425.04111'、地築制I 1.461. 52111')  

用 途 地 域 商 業 地 域 防 火 地 域 高 ! 皇z地 区 駐 車 場 盤(Iin地区

階 数 地 下2階 地 上31f
符 J益屋1IfJ1i

高 さ 最 高 高 26.63m 判7，;) 19.48 m 設計地総而高さ OP+5. 111m

構造概要鉄 Ｇｉｾｲ 煉瓦造及び鉄筋コンクリート進基礎免 ｲｵ

駐車台数 14台

工事期間 1999年3月16日一2002年9月30日

施 工 汗i水 酉松 ・大鉄特定鐙設工事共同企業体

(げi水建設大阪支脂+ 西経i建設関西支庖+ 大鉄工業)
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- 設 備 概 要

電 気 設 備 受 電 方 式 3相3線6600V 60トIz

設 備 容 量 変 圧 器 ( 電 灯 ) 100kVAX 3  50kVAXl  @ 式モールド)

変圧部( 動力) 500kVAX2 300kVAX2 ( 乾式モールド)

非常用発電機 ディーゼル式 360kVA

空 調 設 備 熱 源 機 器 設 備 ガス焚l吸収式冷潟水発生機 ( 300USRT+130USRT)  

空調方式 1jl. ー ダクト方式 (10系統) 一次処思1+ファンコイル方式

宅冷ヒートポンプマルチエアコン

衛 生 設 備 給 水 設 備 圧 送 方 式 ( 飲 用 、 雑 用 水 の2系統)

排 水 設 備 詰 物J 内 分 流 屋 外 合 流 方 式

給 湯 設 備 電 気 式 局 所 給 湯 方

消火設備 スプリンクラー設備 イナージェンガス消火設備

昇 降 機 乗 用 エ レ ベ ー タ ー ロープ式( 機械室レス) 9人釆 X90m/ mi nX l 台

13人采 X60m/ mi nX2台 13人釆 X45m/ mi nX l 台

人荷問エレベータ一 。証I1圧式 20人采 X45m/ mi nXl 台

段差昇降機 3台

ガ ス 設 備 低 圧

施 工 ( 電気設備工 'In 中 電 工 浅 海11.iS<T

( 空調設備工事) 腕飯島工業 三晃空調

(11街生設備工事) 大級エアシステム

( 昇降機設備工事) 日本オーチス ・エレベータ

( ガス設備工Jlf ) 大阪瓦斯

( 舞台音響設備工事) ヤマハ

( 舞台! ! 日明設備工事) 松村屯機製作所

(f江話設viii 工事) 富士通ビジネスシステム



大阪市中央公会堂・見学会

みどりと水に映える赤煉瓦造り

小笹光彦

日本建築協会事業委員/ ランテック計画事務所
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設計、デザイン、構造、施工に関する説明を聞く

大正時代の職人の技がよみがえる内部空間 (特別室) を見る

平成 8年に 「中央公会堂保存 - 再生プロジェクト技術検討会」が

設; 賀され、平成 11年 3 月に平成 14年の秋の完成をめざして着工さ

れた 。保存 - 再生に向けては 「歴史的建造物としての保存J r創建

H寺への復元的改修J r本格的な耐震性能の確保J r利便性、機能性の

改善と向上」 をめざして、新しい公会堂に生れ変わろうとするもの

大阪の文化的シンボルともいうべき、中之島の中央公会堂が 11

月 1 日に保存再生されて再オー プンする こととな った。

その直前の平成 14年 10月29 日( 火) に、上記建築の見学会が

( 社) 日本建築協会事業委員会見学会小委員会により開催された 。

まず公会堂の南側lに新しく整備されたサンクンガーデンから地下

に下り、地階 1階の大会議室に入った。そこで、 12田幸一氏( 大阪

市中央公会堂館長) 、太田隆信氏( 坂倉建築研究所代表取締役) か

らの挨拶があり、ひき続いて、橋本健治氏( 坂倉建築研究所執行役

員) 西村清志氏( 平田建築構造研究所代表取締役) 小林悦夫氏 小f所

長) から、各々設計、デザイン、構造、施工に関する説明を受けた。

中央公会堂のある 中之島一帯を開発したのは、材木繭として財を

なした淀屋常安であると 言われている 。江戸時代の中之ぬには、諸

大名の蔵屋敷が軒を述らねていたらしい。

明治に入 ってから、 これらの蔵屋敷の跡地は公共建物の敷地とし

提供され、明治32年に、このあたりは中之島公園に指定された。

明治の終わりから、大正にかけて、日銀の大阪支! 吉、中之島図書

館、中央公会堂、旧大阪市庁舎の四大名建築と呼ばれた建物が、相

次いで建てられ、大阪は中之島を中心にますます発展していった。

中央公会堂の建設は、大阪- 北浜の株式やl'賀商であ った岩本栄之

助氏が建設資金を寄付 したことにより始まった。明治45年 (1912) 、

当H寺の建築界の衆知を結集するため、第一線の建築家による指名コ

ンペが行われた。 このコン ぺで最優秀案となった岡田信一郎氏の原

案に、辰野金吾氏と片岡安氏が手を加えて設計され、大正 2 年

(1913) に着工、大正 7 年 (1918) に竣工した。

以来、大正- 昭和平成の 3代、 80年の長きにわたり、市民に愛

され続けてきた。 この問、へレン ・ケラ一女史の講演会、人類初の

宇宙飛行士、ガガーリン氏やテレシコワ女史の歓迎集会が開催され

るなど、文字通り大阪の文化、芸術、社会活動のシンボルとしての

機能を果してきた。

なお、大正 7年 (1918) の竣工時から、平成 10年 (1998) の供

用休止に至るまでの聞に、延 5，000万人もの来場者を記録している

l 大阪の文化の殿堂

とのことである 。

73 

である 。

l 大正ロマンの空間

午後 211寺から約 30分間の説明を聞き、その後 2 刻々に分れて、約

1  時間半の予定で館内を見学させていただいた。

10)=125 日から前日の 28 日ま で、 一般市民のための見学会が催さ

れたと 1!' r1 くが、この 4 日間でアバウト 3万人もの見学者が訪れ、予

想をはるかに上回る市民の関心の高さに驚いたとのこと 。将来へ向

けての公会堂への期待の大きさにスタッフ ー問、ソフト商にも力を

注ぎ、運営管理していきたいとのことであった。

以前に何度か公会堂を訪れた ことがあるが、その印象は何んとな

くうす汚れた11音い雰囲気で、 外観から 受ける 印象とはほど速いもの

であったように記憶している 。 ところが、今日館内に入ってみて幾

いた。落着きのなかに華腿さがあり、リズム! 惑がある 。ネオ・ルネ

建築と社会 ・2002. 12

l 保存・再生に向けて

建物の老朽化や機能而での不合理さなどの理由から、この建物の

保存についての可否が議論 されてから、既に四半由紀が過ぎている

らしい。 この建築は鉄骨煉瓦造であり、創建|時の重厚な姿を今に伝

えてはいるが、外壁煉瓦や銅板葺きをはじめとしたいたる所に損傷

や汚れが目立ってきているとのこと 。

また、この地は土佐堀川 と堂島川 に挟まれた 9" 洲にあり、地 F水

位も高く地盤も軟弱であるため、不同沈 Fが進み、将来を見舷えた

大規模な補強、改修が必要で、あるとされていた。

この保存事業の最大の特徴は、主として市民の側からの強い要望

により実現したことである 。最初は一部の人の懐古趣味から生れた

ものかもしれないが、次第に多くの市民を巻きこひ戸となってきた。

さらに、これに勢いをつけたのが、平成 7年 (1995) の阪神淡路大

震災であり、いち早く同年の暮に公募型プロポーザルが実施された。



サンス様式を通じて、大正ロマンの空間が見事に復元されている 。

内部空間はおおまかに言 って 4 つに分けて改修が行われたらし

い。即ち、「原則的に保存する さを間J r当初への意匠復原をはかりな

がら活用のための改修を行った空I/J jJ r活用のための空間J r部分的

改修を行った空間j である 。

原則的に保存とされている空間は 31犠の主要賓と l 階の表玄関ホ

ールである 。 3階の中集会室は、かつては食堂としても使用されて

いたそうだが、披露宴や舞踏会なと、の華やかなパーティーに利用さ

れるそうである 。約 900m
2
の広さと天井高 9 mという大空I/lJ は天井

から吊り下げられたシャンデリア、アーチ状の回廊、カーテンなど

の意匠と 相候って、気品すら感じさせる 。また、 11絡の表玄関ホー

ルは中途半端に存在していた階段状の施設が取り払われ、 当初の形

に戻したとのことだが、実にすっきり、シンプルに納まっている 。

「 活用のための改修 」の ｾ Ｍ ｾーたるところは 地階 である 。 以前はほと

んどが機械室等で占められていたようだが、新しい桝成ではレスト

ラン、大小多数の会議室、管理事務所にあてられている 。機械類や

設備については、新しく 地下 l 階の下に設けられた免震貯と 北1J[i 1の

ドライエリアに配置替えされている 。この建物は当初から外周にド

ライエリアが巡らさ れて いたが、このおかげで免震! 習の新設も容易

であったし、 J也l穏に新しい機能を持たせることも可能で、あったそう

だ。実に巡の強い建物であ ったとのこと 。この地階こそが、今後 こ

の建物の運営のための頭脳としてのスペースとなり、諸活動が活発

に展開していくことだろう 。期待したいものである 。

ほかにも色々見どころがある 。松岡詩画伯の天井岡「天地開I d 百」、

絡調高いステンドグラス、壁面を自ilI る刺繍パネル、騎士と獅子をあ

しら ったカーテンなど大正期の時代背景とそのH寺代の建築家や職人

たちの校と知恵が随所に読みとれる 。

刃

m
刀

O

E

↓

※  

公会堂の外観は赤レンガと灰色の花関岩と銅板野きで構成され、

みどりと水によく映える実に美しい建物である 。しかし、その反面、

その内部空間はこの 80年間の維持管理の中で、乙てこでのぺンキ

で上塗りを重ねた厚化粧であった。今回、この厚化粧をとり去って、

素顔の美しさが建ったようである 。

ゆったりと流れる時間のなかで、人間の素肌のぬ くもりに触れる

ことは、現代社会では意外に少ないのかもしれな L、。これこそが大

正ロマンの情緒なのだろう 。次代へも引き継いでいきたい空間であ

る。

さらに特筆すべきことは、岩本記念室が設置されたことである 。

私達は岩本栄之助氏の精神を継承していきたいものである 。

みつひこ)

説

(おざさ

l時/ 2002年 10 月29 日( 火) 14 

場/ 大阪市中央公会堂

拶Ｏｾ ｾＱＳｊ 幸 一 Ｈ大阪市中央公会堂館長Ｉ

太i到隆信( 坂倉建築研' 先所代表取締役)

明/ 総本健治( 坂倉建築研究所執行役員)

宍道弘志( 坂倉建築研究所)

西村消志( 平田建築構造研究所代表取締役)

小林悦夫( 消水 ・西松 ー大鉄建設工事JVTfr 長)

保地洋志( 消水西松 ・大鉄建設工事JV工事長)

司 会/ 熊野健司 ( 日本建築協会事業委員 ・大阪市ゆとりみどり娠興局)

参加者/ 5 9人

30 00- 16 日

会

挨

地階レストラン
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特 集

大 阪 市 中 央 公 会 堂 の 保 存 ・ 再 生

協 賛

絵画保存修復 あとりゑすぎうら 京都市左京区聖護院円頓美町47京都グランドハイツ 106号 TEL 075- 751- 0002 

外壁洗浄・内部塗装剥離 器 今 井 美 装 庖 大阪府松原市別所5- 6- 7 TEL072- 336- 2810 

アルミル- / ¥- ・コー リアン 顎 エ ー ビ ー シ ー 商 会 大阪市中央区大手前1-7引 O MMビル8F TEL06- 6944- 4900 

舞台機構 カ ヤ バ 工 業緊 大 阪 支 庖 大阪府吹田市江坂町1- 23- 20 T E K第2 ビル3F TEL06- 6387- 3221 

塗 料 大 日 本 塗 料顎 大阪市此花区西九条6- 1- 124 TEL06- 6466- 6624 

銀製サ ッシ修復・復元・新規 テ ク ノ ・ ナ ミ ケ ン顎 大阪市西区新町1-4-26 TEL 06- 6533- 3855 

高圧盤・電灯盤・動 力 盤 内 外 電 機器 大阪府東大阪市高井田本通4-1 -1 http: //www問 ga卜e. co. j p TEL06- 6782花 11

免震装置 (鉛プラグ入り鱒コム) 蟹 ブ リ ヂ ス ト ン I PO 大阪市中央区南船場4- 12- 8 関西心斉橋ビル8F TEL06- 6245- 5944 

外壁注入補強 富 士 技 研 興 業短 大阪市中央区本町2ふ 6 ビジネスビル3F TEL06- 6261- 5222 

夜景観照明・防災機器 松 下 電 工芸語 大阪府門真市門真1048 TEL06- 6900- 1048 

内部造作修復・復元 額 三越法人外高本部建装営業部 大阪市中央区高麗橋1不 5 東洋ビル TEL06- 6203- 4769 

屋根緑青銅板・鉛板葺き 山 内 金 属類 大阪市西区北堀江3-8-6 TEL06- 6532- 7001 
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特 集 : 大 阪市 中央 公 会 堂 の 保 存・再 生 協 賛
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外壁等の塗膜剥離・洗浄工場@バイオご- p

ｅ 司Ｎ￦調理ＮＭｩｕ ｆￆ 書記事長調属彦君幽・ ｭ ・・・ｾｾ・

従来の危険度の高い剥離剤ではなく、中性の塗膜軟化剤を塗膜面に塗布し、高圧温水で

極力下地を痛めず塗膜を剥離。自然環境にやさしい工法です。

建設大臣官房官庁営繕部監修[ 平成10年度版建築改修工事監理指針] 4. 6.  3  (b) (c) 

高圧水洗工法・塗膜剥離淘l工法に該当します。

0 建設省の新技術活用促進システムに登録

0 日本道路公団の新技術情報システムに登録

。大阪府指令商振、創造的事業活動に認定

O F O R E C S 平成12年度ベンチャービジネス融資支援事業で認定

タイル下地・目粗し洗浄工法 [50MPaの水圧で"2.5分/rri 程度]

大阪建築士事務所協会

大阪府ビルリ フォ ーム協同組合

N P O  法人 関西リニ ューアル協議会

大阪府建築士会

関西シーリ ンク工業協同組合

近畿 コニ シベステム工業会

株 式 会 社 今 井 美 装 庖

[本 社] 干580・0005 大阪府松原市別所 5 丁目 6 番 7 号 TEL.072 (336) 2810 FAX.072 (336) 5370  

[ 東京出張所] 干181・0013 東京都三鷹市下連雀 3 丁目 6 番 目 号 TEL.042 (244) 0118 

URL  http: //www. kansai. ne.jp/imi/ E-mai l  i mi @skyblue.ocn.ne. j p 

車イスでも

底が邪魔にならない

浅めの設計です。

それは、すぐれた加工性をもっ建築素材、デ‘ ュポン

コーリアン @の一 体成形型洗面カウンターーだから

です。美 しい曲面フオノレムや、ボウノレの取り付け費

用が不要という特長も 、一 体成形ならでは 。もちろ

ん、病院や高齢者施設での使用を前提に開発さ

れています。さらに、継ぎ目が目立たない清潔な方

法でのカウンタ 一連結も自由自在 。人にやさしく 、

安全 で、清潔な洗面ブースを実 現します。

テ'ュポンコーリアン骨製 一体成形型洗面カウンヲー

ラビードホスビタリティーカウンター

いちばん身近な、環境づくり。

J斗3G;
大阪営業所

干540- 6591 大阪市中央区大手町 1-7-31 O M Mビル 8F

TEL 06・6944- 4900

く総合建材ホームベージでもご覧いただけます. >

ht t p: / / www. abc - t . c o. j p 
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有 機 溶 剤 ゼ ロ で |人 に や さ し い s

有機溶剤をゼロにしました。従来のエマルション塗料特有の臭いが

なく、人や地球環境にやさしい、室内用塗料です。

臭いがない

有機溶剤を全く使用していませんの

で、塗装時も塗装後も臭いを感じま

臭気測定 詰誤認穿弘塗
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美しい仕上がり

従来の合成樹脂工マルションペイント

(J IS K  5663) と同様に、作業性がよ

く、仕上がりが優れています。
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彰りに優しさをそえで

Ｊｾ側 ｎｔＺ れＺ 以 Ｒ山山山 古占ぷ却 ｅ医臼 Ｒお［
大日本塗料 雪勢lF?問f1t竺匂売 0088一- 22去一 i6主I

「窓」を聞く時

ふと我に返るような時、人は窓辺にたたずみます。

建物の、内と外との接点である「窓」は、

人が心を開く場所かもしれません。

私達テクノ・ナミケン株式会社は、窓、を作り続けて80余年。

これからも心をこめた仕事 を続けたいと思います。

オリジナル・オ ーダーサ ッシのテクノ ・ナ ミケンです。

テクノ・ナミケン株式会社

_ . N 

i 1 f 関脇

干 550- 001 3 大阪市西区新町1丁目 4・2 6栄泉四ツ橋中央ビル

T E L  06- 6533- 3855(j-¥; )  F AX. 06- 6533- 3852 

h口p: //w w w_t - nami ken.c o.jp

OR I GINA L  &  OR DE R  S A SH  of TEC H N O  NA MI K E N 
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株式会社三越法人外商本部建装営業部
⑧ 

大阪市中央公会堂保存再生エ事竣エ f祝

(外壁保存工事施工)

施工実績38年技術と信頼でお応えします!

歴史的建造物の外壁等保存工事、

エポキシ樹脂注入補強工事、地下止水工事、

各種シール改修工事、屋上防水改修工事、

外装リニューアル工事、建物劣化診断調査、

耐震補強工事( 強化繊維) の設計施工、

富士技研興業株式会社

干541-0053 大 阪 市 中 央 区 本 町 2-3-6 ビジネスピル 3F

T E L  06-6261-5222 ( 代表) F A X  06-6261喝 5965

Emai l :  of i ce@fuj i gi ken. com 

⑮ 
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CF . 即板による椛造物の補修・補強工法/ 木村耕三

・ー3

両知4診断とリニューアルの現状/ 和泉一義…・・ ー5

環境・人|出に優しい木材成分を用いた木材接着剤

/ 久保田静男 梶本武芯 ...・ H ・.. ・・・6

耐火性協検証法のすすめ/ 湯谷孝夫・・・・・・・ y  

ｉ 也ｾリスクマネ ジメントの概ｾＯ宮 ｩ 物 ｩ 利… … 8  

M Rダンパー/ 五十幡直文 袖山 rs.... ・H ・.....・ H ・. 9

灘浜ガーデンバーデンーパーデゾーンのコンクリー

トシェル尉ト/ 白髪誠一 .. ・・ H ・H ・..… 10

庄密沈下を考慮した性能設計への取り組み/ 平川恭

1;1 . 大級太芯 ... ......・ H ・....・ H ・-……. . .・ H ・..11

述物の帰れを考えるー創造型の教育ー Ｏ ＮＧＮｾｊｊ 封印 ｦ 介

…12  

設 備の頁

|桝段宅型共同住宅用エレベーターのIJ 日発/ 日l逃荻二

自然冷媒 ( CO，) ヒートポンプ給湯機の開発

/ 水行主ー ー一一 ....・ H ・....・ H ・....・ H ・.....・ H ・.2

駅川1ピットレスエレベータのIJM発/J I' 減益毒之・…… 3
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号

カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー プ の 特 性 と 応 用 / 凶 回 苑 … ・ 4

小 - 中学校のトイレリ ニ ュ ー ア ル のil W向/ 総田 健一

一5

外断然と温熱環境/ 高橋 幹 雄 . ...・ H ・... .......... ......6

陰 イ オ ン の 正 体 と 市 場 / 西 村 純一 . ..・ H ・....... ... ...1

LEDの ! 照 明 利 用 / 有 村 猛 ... ・H ・ ・ ・8

ハ ロ ン 消 火 設 備 の 動 向 / 由 上 和j :i ・H ・H ・ 9  

オス トメ イ ト ( 人 工)] 1門 ) 対 応 ト イ レ の JI" iI!ii

Ｏｾｾ＠ 幸雄 ... . . . . ... . ... .・H ・H ・H ・... .. ・H ・... . 10

家'I' l ! リサイ クル の笑情 と 課 題一 「商 品 か ら 尚 品 へ」

を 基 本 コ ン セ プ ト に ー / 堤 常 国 … … .... ....... .11 

地 下 水 の シ リカ除去と冷却水水質調整方法

/ 森 減 俊 一 . . . . . .・ H ・ ・H ・H ・.... ........ 12

施工材料の頁

エコセメント「再生セメント J / 福 永 俊 美 ー..4

くでん一口伝ーを活かす

i!也 図の 慌て ! J からの発信. . . ・ H ・ … … … .1 

読 ・IICJ . 知 ( i 読み聞 か せj で理解しやすく) ・… ..2

掃 除 の こ と ... .・H ・… … ....・ H ・...... ・H ・- …・・・ 3

i¥、うたいうたら 、言 うた ! J …ー・・ H ・H ・H ・H ・... 4

「顧客満足J ( 君の図面はお客さんの求めているも

の か ? )  . •.• . ..・ H ・-・・ … …  ・・…・5

￭ｬｖ ｾ る く の び の び へ こ た れず J ( リンゴの唄と

六甲おろし) ・… .. .・H ・H ・H ・. . ". . . . …・・ ・ ・…・・6

「事J に 仕 え て 、 ハ ッ ピ ー に 1 ・H ・H ・- …… ..... ...1

隣 ・ 近 所 に 良 き 師 あ り ー …. .. ・H ・.....・ a ・...… ー..8

不 易 流 行 「 な ・ み ・た ・い ・じJ ( どんなH寺代 でも

必要なもの) ・… … … … ...... .... .. . . . . . ....・ H ・9

事 故 は 起 き る も の ? ( そ の 対 応 が 問 題) .......... ..10  

体 験 が な に よ り 大 事 ( 失 敗 し た り 、怖 い 目 に あ って

成長) … …  ・… … . " ... . . . . … 11

「アノニ マス 」 っ て何 や ( 無 名 が 光 る と き) … … 12

以 上 上 原 正 行

研 究最前線を追う

大 阪 の 暑 さ を 追 う / 大 阪市立 大 学地 域 環 境 計 画 研 究

室 ・ .....・ H ・.. ー一一… . . . .・H ・. . …・・・・ l

柏 物 育 成 期 光il J ; l の開発/ 大阪府立大学先端科学研究

所生物資源開発センタ一生物生産 ｪｬｩｬ ｬ ｾ 部分野 ー … 2

環 境 情 報 を 都 市 づ く り に

/ 神 戸 大 学 部市 環 境 ・設 備計 画研究 室 ・… .3

健 康 で 快 適 な 空 気 環 境 の た め に / 大 阪 大 学 大 学 院 工

学研 究 科 建築 ・都市環境工学 領 域 … … … H ・H ・.4

帯 熱 式 空 調 シ ス テ ム の 効 率 向 上

/ 三 重 大 学 工 学 部 建 築 学 科相 良 研 究室 ・ ・… ..5

音場予 iltll と音 環 境 設 計

/ 関 西 大学 工 学 部 建 築 学 科 第 I 研 究室 …・・… … .6

人 の241時1m、 環 境 の24時 間/ 近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築

学 科 人間 環境 工 学研 究室 … … ーー.. .・ H ・. .. .・H ・1

安 全 ・健康な居 住空 間 の設計

/ 京都大 学 ・鈴 井 ・原 田 研 究室 ・・….. . .・ H ・.. ..... .... 8

ポ ー ラ ス コ ン ク リ ー 卜 応 用 技 術

/ 近 畿 大 学 環 境材 料学 教 室 ...・ H ・- ・・ ー… ・9

建 築 換 気 に お け る カ オ ス

/ 京都工 芸 繊 維 大 学 ・新 田j勝 進 研 究 室 ・ … ー.. 10

交通 騒背制術! と新型遮音壁

/ 九州芸 術 工 科大 学 ・藤 原 恭 司 研 究室 ・11

サ ス テ イ ン ナ ブ ル な 建 築 と 都市 / 京都 大学 大 学 院 工

学 研 究 科 都 市 環 境 安全 工 学講座… ・・ . 12  

素材と技術が‘生みだすデザ イン

「フェイク考J / 池上 陽 × 植 旺l道則 ............... 1  

「金属板J / 森ひろみ× 中西宮仁広・・ ...... ..........2

R E P OR T  

「文化 泊_ g g としてのモダニズ ム 建 築 関 西 展j を 企 画

し て / 松 限 話 ... .・ H ・ .....・ H ・・ 1

「関 西のモダニズム建築を語る J / 米 升 究 … … l

一体化した住まいと 生 活 の 風 景 / 松 限 i洋. . . ・ H ・.. 1

近江商人発祥のまち- 五個荘町/ 小笹光彦・… ・・ 1

情 報 発 信 被合 施 設 と 複 合 プ ロジ ェ ク ト /小 1lf 光彦

・・・・2

吉 村 行 雄 ・ 「 森 林 墓地 」 を 題 材 に 諮 る / 澗J HI!治

・・・・・・・2

淡 町リ バ ー プ レ イ ス ー 音 の世 界へ の 廊 と し て ー

/ 小 笹 光 彦 ....・ H ・- …・… ........ .5
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号

住 宅 問 題 懇 談 会1∞ 回記念シンポジウム報告( その1)

→ 主 ま い ・ ま ち づ く り の 新 世 紀一 関 西 を 中 心 に ー

/ 住 宅問 題懇 談 会 … … ー ー … … …  6  

登 録 有 形 文化 財 の動 態 保 存/ 畑凹 耕一 ・・・・… 6  

古 都に 新 し いJiltt を 起 こ し た 「 新 風 館J / 小笹光彦・

ー .... 6

住 宅 問 題 懇 談 会1∞ 回 記 念 シンポジウム報告( その2)

→ 主 ま い ・ま ち づ く り の 新 | 胸 一 関 西 を 中 心 にー /

住 宅 問題 懇談 会 ... .・H ・......・ a ・.... ..・ a ・- … ー 7  

大 阪歴史博物館 ・ ｡ ｬ ｾ が ｩ と見 学の集い一 難波 宮 跡を伊Ａ

と し て 文 化 財 の 保 存 と 活 用 を 諮 る ー / 小 笹 光 彦 7  

!悩生 理 学 か ら み た 感動 的空 間と は ー 伯 木 浩 一 氏 の 方

法 論 の 方 向 性 / 黒EB智 子 … ・・・ H ・H ・.. .・H ・.. … .8

水 都 再 生 建 築 展 ー 水 都 大 阪 の 「 絵/ ヴ ィ ジ ョ ンJ

/ 米津正臣・ ...・ H ・...・ H ・.. ...・ H ・- 一 … ..... 11 

淡 町 リバープレイス一大阪「ミナミ j の 再 生 拠 点 と

して ー/ 小 笹 光 彦 …・. . . ・ H ・.. .. . ...... … .. .. 12  

大 阪 市 中 央 公 会 堂 ・見学 会ーみ ど り と 水 に映 え る 赤

煉瓦造り/ 小笹光彦… ・・・・ H ・H ・-・・ .. . ...... . .. . . … … 12

書評 ・新刊紹介

..評
台所空IIJ I学事典( 北浦かIまる・辻野m岐絹苦) / ! AJ 磁 力 …・ ・・・・・6

「ヴォリーズの西洋館 ｊＨ ｉｊｊ 形政昭ｾＺ ＩＯ笠原一人 ・・・・・・ 9  

「茶の匠J ( 飯島!RI 仁・竹前印j 若) / 中村利1I l 1・a ・ … …  9  

「五M. ' を刺激する環境デザインJ ( 問中直人+ 保志地図犬普)

/ 岡田IJ 幸 ・・・…・ … … … . ...・ H ・-・・ ・・… …  10 

f進化する建築保全J ( 巽布l夫+ 相原士郎+ 古阪秀三編普)

/ 小 限 誠 ・ー…… ー ...・ H ・..... . . . . . . . . . . ....・ H ・. 10

rPARAMODERNJ  ( 述雌秀平若) / 本多友常 ...・ H ・12

・新刊紹介

I ' <l ! 築の設計と: i ' t任J (多ITI 英之官) ー ・…一. . . . ・ H ・10

新建材の頁

コ ンクリー ト保水テ ー プ /川上宏 伸 … .......9  

耐 水 型浮 き 床用緩衝 材/ 森川 務 ・・・ .... ....1 1

inf onnat i on 

BOX ART  KYU5HUlmnli. r挫築l∞人X 1∞IIIIJ}IU vol. 21m悩

J A M: Tokyo-l.ondonJ艮. rアール デコ股ーソナペンド ・コレタ

ションJ .  www.gla持品er.nel/ 越築業界初の現噴仕織作策定

プロポーザル ・ガイド ライン策定 「フローリング騒TTの解決法j

刊行

「鍵災対策技術展2慨 J . rグリーン賦入時代の太陽柳l mJ セ

ミナー. 風の路シンポジウム - 21世紀の関西の{ 主まいは 1 - 基

準法改正後の構造設計シンポジウム . m文化としての家一住ま

いの人類学事始めー』上梓 「リサイタル型まちなか一戸建」実

証実験参加企業務m. [ 名古屋デザイン Do! J  r弱さ J をテー

マに作帰以 ｨ Ｇ ￞Ｑ欄湘 ｈｾ 臨史探 ｬ 畑保ＨｻＭＮ f牲を考えるJ • 
J レ コJ レピュジエの石 ーれんが腐喜多俊之のデザイン NPO法

人企業ミュージアムの協会で近江八申請散策ツアー 第33問中部位!

祭賞入賞 Ｘ 点、入選 ＷＱｾｾ 止まる 制拠末ヨーロ ツノ匂大美術( IW物)

tili を巡る 。スイス ドイツエコロジー建築視察ツアー2∞21mnrr

・・・・ ・2

ATCI瑚商学生卒; 駐作品展Vol7. Wlli i l l 築学生之会合同卒業i削 肢

点組! - J I [ 京デザインセンタ一新人賞の進行形脱- 32人の現代

作家が鋭う「来日本の .)";-IJJJ τ' ( )  BE  OR  NOT T O BE 神戸

東灘、 ｬｬｾ 記念館の春開 ｬ 一 般公 ＱｭＮ [業材とかたちの科学= 建築

とE トロハ展J . r芸術の館J Ｈ兵Ｎｊ ｬｮＡＮＧ［ｾ 立美術館Ｉ 4 月に開館記

念展 「向井澗占の絵阿と写真J 展 そごうのファサード保存の

嬰望. くらしの rl' のペイントをみつけようーPAl NT SH O W 2∞2  

- 西日本トータ J レリビングショー …・ ...・ H ・・ 3  

~北I玖建築視察2∞2ー スペースデザインコース5HIJ s講 卒 業

制作公開プレゼンテーション 「月と雄策J J，及アートスペース

虫Tの4月の慨し . r大自然に学ぷ父子の熱flaj 相主寺法林・ 一彦

凶J . ( イタリ ア建築マエストロの2例世紀ーゥ転米派から可能な未

来へH 民 京都CD12∞2
i
Hlr亦* リーグ 世界ガス会議プレシン

ポジウム 「他材情報交流会」発足. I ' < l ! 築設伽診断技術者」講

習会 「快適 '{illW 安心→JEまL、と新し L、けんざL、H 良 近 畿

晶一きてくと2∞2兵"11大会. 殺計工事監里II の分離をめぐり ・・ 4  

2∞'2i pH李「すまい まちづくりフォーラム附im2!j 近代ill 築

ウォッチング第101匝l近代ill 築公開講座 ODPデザインセミナー

「日産のデザイン戦略j 鈴木昭YMJ昆「なげかけJ &  [ たどり」

5 Dゼミ [ 1、い家を安〈建てよう U. ウッドデザイン ・カン 7 7

レンス. ｾｉ 日 ｬ デザイン コンペティション作品必集。浪速複合施

設公開コンペの結ＪＮタキロン国際コンペ ｬ ｾ 入賞作Ｎ [医療招

祉建築賞 Ｒ ∞Ａｪ受賞作 ＷＱｾ｜ 決まるＮ [ デザイン工房j 第3191入r'if者

ｾｽＮＡか ド Ｍ ａｔｃ 口Ml'r. ramロックセキュリティ・フェア大阪j

IJsnt [ 1主まいの伯報発{ . 1局j リニューアノレ 環境保全への取り

制lみを本に タイルメーカ一、仙報誌を発行 サーマルリサイク

ルシステムの構築 ・… ・・ … … …  … .... .......5 

美術館の述足6/10. 札喫金物! 及 [Jlr日本一世忘却1 3 9の造形美J .  

「インターナショナJ レスタイ J トー形から見る201!tke- J .  [人1111

サイズのまちづくり賞J 公4i 第12聞紙弁務者賞受賞者. 主II築リ

フォーム& リニューア Jレ肢 アイカ現代述築セミナ一、世界が注

目するヴィニ マース氏を初く . s司境共生住宅講習会、東京で.

・・ 6

「敬一洋 凶図八卜八 ヶ所へンロ小届椛赴リ'-Yi .  ｩ｜ｾ 知リ 兵hl I県立

美術館「美術の力→時代をtli< 7作家- J . [ モデュローノレー均

段、身体、 ｾｉｉ ｜Ｑ Ｍｊ ｊ 及 ｇｒａｎｄｄａｕｇｈｔｅｒｓＮ なにわ歴ｉｴｾ ill 築

夜議開催. ODPデザインセミナー f- n' 環境デザインJ スペース

デザインゼミ Ｑｭ 議Ｎビルディングド合ター＼ｊ ｾｬｩ 持活 〉 講習大阪

まちなみ賞舵I . ! !mm 建築碓・認検査対象枠を鉱大 御堂ピJ レの屋

上緑化を毎週金似日に公開. 首郷閣のu貸居住者は郎心を支持'

口

方

コンパニオンアニマんとの暮らし方読本発行 第11厄IBEL CA賞決

まる ...・ H ・- ーーー ・ ー…・・・・ ・・……・ ー.. .・H ・7

「建築家林雅子J 民一東京会湖、大阪会場ー ダニエノレ・リベ

スキンド良一広島市現代美術館一. 友凹多恵子炭- i i ¥の軌跡-

2∞2年児童画展開sli . 長 大 作 展 . ダ グ エ イ ケ ン ニ ュ ー オ

ーγ ャン 中部i建築賞2∞2募集現代日本彫刻展2∞3公務，映像

「六甲の 山 ｾｦ i'.EBeJ 上映. 医療拡l!i民E築フォーラム 商111文庫

の秋季シリーズ始まる モンコリレ近代絵画展 Arnerican Wood 

D白 i gnAw加廿52脱受賞作品集配布 ・・…… ・… .8

J1A市民大学講座唱2. PAI. / CE C実務sH): セミナー 大阪駅北地区

間際コンセプトコンペ 挺 築基 ｾｭ 始まる 「主II 築 ・設備総合管旦II 枝

術者 」 講習出 Ｑ 員五 ｾｭ Ｍ ｔｯｴ｡ ｬ Li vi ng  Show 2003- .  A/ E/ C 

5Y:釘" EM5 J APAN コ・ッホ辰一兵庫県立美術館「芸術の館J -

「ミステリアス ・ストライプ脱ー綿の由ヨトーJ . 関西3大学合同

辿策! 員. rスカンディナピア風景画展」 宮15回グ ッドペインテ

ィングカラー '02作品募集 ...・ H ・. .. 一… … ....... ... .9

ill 築史探偵団mお品ー大阪歴史博物館一桃山学院大学公開講座

近代込嘆の講演とツアー. 第11回近代建築公開講座. セ メント系

閤化材セミナ- l Ml  AUT1ル刑 Fお nYAI. . 村井修写真展「シド

ニーオペラハウスの光と影j 嫌文彦股「モダニティと風設の構

築J ジャン プJ レーヴェ/ チャーJ レズ& レイ・イームズ殴 笠

総栄「折り紙に魅せられた精子j 竹中大工道具館ミニ企画展ー

エス パイ エj レ住宅設計コンペアート ・スペース虹の展覧会.
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展。インテリアプランニング賞2002入賞作品決定 持続可能な森

林経営 (SFI ) 計商がワールドサミットビジネス賞受賞 … . 12  

雑

. 年頭のことば

2∞2年 を 迎 え て / 金 多 潔 ・・ … ー … … l  

・本年の抱負

常 設 委 員会 / 宮凹 照 久 - 山 田 修 片 倉 健 雄 ・川村

民次 ・和田克郎1

. デザインコンク ール

第47回 工 高生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル ー 設 計 課 題 ライ

ブハウス

・投稿

ｾ郷 小 学校校舎の 開 発 的な保全 ・ 再生を訴えるＯ柴
田 正 己 ...・ H ・..… 目H ・H ・- 目….. .・ H ・... . .・H ・.. .. ............. 4

読 み た く な る 「 建 築 と 社 会 」 へ 英 知 を 集 め よ う / 山

田 修 ・… … … … …. . .・H ・....6

・会員短信

土屋ｦ［ｾｾ前さん、東久遁宮記念会賞受賞 ・・ ｈ ・ ｈ ・ＮＮＮ Ｎ … Ｗ

横 山誠ーさん、 『怒 ら し の 視 点 で 住 ま い を つ く る j

出版 .......... . . ... . ...・ H ・・ ・H ・H ・... ・… .8

山 地 さ ん 、 町 び らき 40周 年 の 千里 閲 発 の 原点 を た ど

る … … … … … … … … … … ………ー・ … … … .. .・H ・.. .11

. 追憶

内 井Ujg蔵 先 生逝 く / 中 島 ー ・奥謝野久 ........... .10

・入賞発表

第 Ｒ 回読者と選ぶ「建築と社会 ｬ Ｚｴ ｊ 総評Ｏ井上ｾＮ

ｲ， Ｑｾ 評Ｏ木主 制 ＱＱ 百 ｼ二 本多友常 Ｎ 吉村英祐・ ・ ｈ ・ ｈ ・ＮＮＮ … ・ Ｖ

A ‘ f t .  

=0 

茶室見学会⑪表千家不審議淡町リバープレイス見学会平成13

年度建築工事実務締出' 会 一 … … …  ..2 

平成13年度第 21fi 1通常総会Iml 世. ( プロのノウハウ〉講座③主II 築

工事の祭式; -1由鎖祭から峻工式まてー茶室講泌会②ー予告ー

これからのill 築と社会③古都に新しい風を起こした「新風間宮」

.3 
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「ドイツ表現主義の芸術」展 インテリアプランニング賞2 0 0 2入賞作品決定

「ドイツ表現主義の芸術- 2 0世紀絵画の旗手たち { 色と 快適性や機能性、安全性を満たし 、時代や社会のニー

かたちの革命) J が、サントリーミュージアム〔天保山〕 ズに応えた、優れた建築物のインテリアスペース をデ

ギャラリーで開催される。 ザインした作品を表彰する「インテリアプランニング

ドイツ表現主義は20世紀初頭におこった芸術運動で 、 賞J (主催 ・ (財) 建築技術教育普及センタ ー) 2002 

美術、文学、音楽、演劇、映画など幅広い分野で展開さ の入賞作品が決定した。

れた。絵画においては、芸術家集団「ブリュ ッケJ と インテリアプランナーを対象に2000年 4 月- 2002年

「青騎士j の活動が目を引く 。キルヒナーが率いる「ブ 3 月に完成した国内のインテリア作品を公募 したとこ

リュ ッケJ は、自らのユートピアを追い求めて共同制作 ろ124点の応募があり 、審査 (審査委員長: 鬼頭梓)

に取り組んだ。一方、ミュンヘンで年刊誌 I青騎士j の の結果、7 点が入賞した。

編集に取り組んでいたカンディンスキーとマ ッケのもと ・国土交通大臣賞

には 、国際的でより自由な芸術表現を求めて集まった “ 愛しみ" の気持ちを醸成する空間

「青騎士j がいた。18人の作家による油彩、水彩、版画 酒井利行/ 加野隆司 (竹中工務庖) + 沼沫工リ子 (堀

など115点の作品を本展では紹介する。 木工リ子アンドアソシエイツ)

展覧会会期中は毎日 16 : 20より 、 ドイツ表現主義映画 ・ (財) 建築技術教育普及センタ 一理事長賞

の代表作「カリガリ博士J (1919年) r吸血鬼ノスフエ

ラトゥ J (1922年) を上映。定員40人、上映無料。

会 期 2002年12月7 日(土) - 2003年 1月26日(日)

10 ・30- 19: 30 休館日 12/9、12/31、1/20

会 場 サ ン ト リ ーミュー ジアム〔天保山〕

大阪市港区海岸通1-5-10

地下鉄中央線 ・テクノポート線大阪港駅下車

入場料大人1000円、65歳以上700円、高 ・大学生700

円、小 ・中学生500円

(Pal etteJ 光と水と緑と風の戯れるサニタリースペー

スー集合住宅一

山岡嘉瀬 (山岡嘉殉デザイン事務所)

- 優秀賞 5点

q避暑地の小さなホテルー一一志村美治/ 井筒芙E里子/

寺尾浩康 ( フィ ールドフォー・デザイ ンオフィス)

②住まいとしてのオフィス一一赤坂喜顕/ 康島正明

(竹中工務庖)

③403号室一一納谷学/ 納谷新 (納谷建築設計事務所)

④数寄屋金田中ーハ イフリッド数寄屋の試み 一一 堀

越英嗣/ 川村純一/ 松岡拓公雄/ 城戸崎博孝 (アーキ

テクトファイブ)

⑤ きれいは元気一一工藤和美/ 堀場弘 ( シーラカンス

K & H)  

4国土交通大臣賞

作品名 “ 愛しみ" の気持ちを

醸成する空間

受賞者 酒 井 利 行/ 加野隆司

(竹中工務后設計部)

沼木工リ子 (沼木工リ

子アンドアソシエイツ)

施設名 蒼き牧者愛徳の聖尽修

道会本部修道院

所 在 地 大阪府豊中市春日町3-

8- 15 

持続可能拡森林経営(SFI) 計画がワールド・サミット・ビジネス賞受賞

エルンス卜・ルートヴィヒ・キルヒナー

「海辺の三人の海水浴者たちJ 1912/ 20年

全米林産物製紙協会 (AF &P A) が推進する“ 持続可 実施され、各機関は野生生物 ・水資源の品質保全、生

能な森林経営 (Sust ainabl e Forest ry ｉ ｮｩｴｩ｡ｴｩｶ･ ｾ＠ :  物多様性の保護、収穫・伐採の方法など環境・自然保

SFI ) 計画" に対し 、国際商業会議所および国連環境 議に関するシステムを構築している。A F &P Aのメン

計画では2002年 8 月31 目、持続可能な開発に寄与す バーには、このSFI プログラムを遵守することが厳し

るとして r 2002年度持続可能開発パートナーシ ッ 〈求められている。

プ ・ワールド・サミ ッ ト・ビジネス賞」の授与を発表 今回の賞の援与にあたっては、世界37カ国の政府、非

した。 政府機関、産業別団体などから 120を超えるパートナ

SFI プログラムは林産物業界、自然保護団体、公的機 ーシ ップ ・ノミネーションがあり 、AF &P Aのほかに、

関、財団、大学 ・研究機関のパートナ シップにより SFI を推進する 4 つの活動が受賞および認定された。

『実学と人間教育』を建学の精神として、 21世紀の社会環境と I T 戦略を

基に実社会のニーズに対応できる建設按術者を育成。披群の就職実績。

ノロ企 c、本建築C A Dデザイン科 (共学2年) * 環境建築科 (共学2年) * 環境設備科 (共学2年)

t#-. λ '17、、 * 環虜土木科 (共学2年) * 緑化デザイン科 (共学2年) 開校予定 15年4月

事蕊d 名古屋環境建設専門学校 程ZE32ZL専門学校)

、. " ，. _ . NSCインフM ーシヨンセン世ーへお気軽にどうぞ. 函 0120- 157241 .  ホームページ h t t p : / / w w w. n s c . j p 迄。
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建物の汚れ

トラブル事例と解決策

建物を美しく保つにはそ

6  

「建物の汚れ」編集委員会・編著

く建築技術選書 ・特装版〉

企画・( 社) 日本建築協会 I  I SBN4-761S-3086- 3 

85判・ 二色刷 ・168頁

定価 本体3500円+ 税

学芸出版社

雨水 e  
ゆ

汚れ

本書59頁より

京都市下京区

木津屋橋通

西洞院東入

干600- 8216

汚れにくい設計、効果的なメンテナンスのために

トラ加しにつながる要因を事例別に整理一一

れ

な

り

の

コ

ツ

が

あ

る

te I  075- 343-0811 

fax 075- 343- 0810 

ゼネコン技術者による再発防止策のノウハウを伝授する

(  ( プロのノウハウ) )  

建築と音

の

_ _  1: ア冗巴凪ノ明。s

第一線の

技術研究者が

わかりやすく

鋭く解説

G  

学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通

西洞院東入 〒 600- 8216

te l  075- 343- 0811  

fax 075- 343- 0810  

トラブル

，ιグ〈ケン以?宗=、翁鉱、 .  掛酪創i  

、I，ll.(【慾 織

f  宇什 司、ｾｾ拶 ， ｾ ，＿ＩＩおよＩＩＩ 語;去

'1 "..・

建築と音

の

トラブル

企画・日本建築協会

田野正典、中川清、縄岡好人、平松友孝著

( 鹿島建設) ( 清水建設) ( 大林組) ( 大成建設)

四六・ 224頁 (2色刷) ・ 2300円+ 税 ISBN 4- 7615-2197-X 

生活騒音、建物の構造や配置プランによる騒音、

設備機器からの騒音振動、配管の伝搬経路の騒

音など、建物に関わる様々な音のトラブルの解決

方法をゼネコンの第一線の技術研究者が解説。

約50の重要事例について具体的な内容→原因→

対策→解説→ヒントとして整理し、建築設計や施

工監理の実務担当者に役立つよう構成した。

2"・

•• 



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工 )

組朝日工業社

本社 ・本山

大| 坂支社

支 応

Jl[f，i:r.! 1港区浜松岡T l - 25- 7 '，li: 3l i 03( 3432) 5711 

大阪市淀川区加お1- 58- 59 ';r;話06( 6302) 2270

北海道/ 東北/ 北関東/ 績浜/ 名古座/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

- - ヲイヲ〉徽式会社

* 底大臣本社 干550-0002 大阪市西区江戸堀 1丁目 9番25号 電 話 (06)6441-8231
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海 外 支 庖 シンガポー J レ・ホンコン

技術研究所 〒354・0044 崎玉県入間部三方町大字北永井390番地 7世話 (0492) 58-151 1  

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

/ 瓦 ¥ 産 業 設 備

1 /豆、 1 7 } ( 処理施設

マーーヲ 環 境 施 設

関 西 支 庖

本 社

支 底

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務取締役| 則附支l苫長 本 木 満

大阪市淀川区宮原U30 ニッセイ新大阪ピlレ 電話 06 (6350)  8100 
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空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ  
三建設備工業株式奮社

大阪支底

本 社

支 社
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東京都中央区日本橋蝋殻町 2 - 22 電 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 fl

*J;( 本広

大阪本的

文 m
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点京都新宿区凶新街新社il :l:b:ピ Jレ i包括03・3344- 7911

大阪市北! 耳西天満3 r 白13番20 ｾｾ＠ 電話06・6363-1371

仙台・横浜・名 Il:i W' 京都・神戸 I五山・稲附

開 よりよき環境へ繍で挑む一一一

智 株 式 会 社 精 研

干土

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピルl ・2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768- 5  0  3  1代 表

包話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピlレ7階)

干112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は空気です。 、，ｾ
界各と空気の工ンジ二ヨフ円ーーーー

植式会牡
制

ｾｌＯ大気扇土
・営草摺 目

空 気間相段舗 腫m水 衛 生 位鋼 撞 銀 位

・公宵防止聞週盤0・回目肘・ 副作施工

' " 社車草木眉東京都新宿区西新宿2-6-1 n03-3344-1851 ( 大代) 大阪本社昔前一6448-3603(代)

大阪支社 古田一制崎- 5851 (代) 名古屋宝庫 昔前2-21' -153S( 代) 中国王庖 宮082- 247- 5541

九州宝庫 ft 092-431-ZI41( 代} 宮無所北関東情活神戸 ・軍部 ・岡山 ・四国

空 気 調 和 4 竺竺k 搬 送機 設 備

iロ ド水衛生 て プ ア 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工業横式怠租

大 阪 支 庖 〒 530- 0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁 目6番 14号

本

電 話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表)

社 干 100-0005 東京総 千 代 問 区 丸の内3丁目 3喬 l 号

電 話 0 3 - 3 3 1 1 - 8 5 1 1 (代 表)

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備，消火設備の設計. 施工

，2W' g君 臨 衛 生 工 葉 両 大 阪 本 底

大阪本J苫

本

ー←
ムι

干1

庖

干531・0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8番4号

T E L  06- 6458お 28( 代表)

干108-0023 東京 都 港 区 芝 浦 三丁目 6番 18号

T E L  03-3452-7441 (代)

札 幌 ・東北・新潟・東関東・横浜・名古屋九州

O Ku J U  

援 露首通容も宗主島b昆護軍罷 駕 認

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・システム天井間仕切

嶋式会社 オクジ‘ュー

⑪まま P附 業 舵

本

本 4士

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7998 

車京 ・九州 ー検浜南九州名古屋・上海

あ 土

品プ 切

る ー- t.s ?_ 

I;! t 7 ｾ ｦｦ ら

桜二一; 良 ?  

工 _ljJ ，謬 ス

ヱ株量22
fll 予f' 芋 二二

ぷ 〉プ白 川

は云 孟主主

社三二五

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL.  06-6532- 0  6  4  I  ( 代表)

FAX. 06- 6535- 518 I  

天理営業所 天 理 市 丹 渡 市 新 町 4 9  
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電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

高 橋 幸 久

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 恭

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内 ・新宿 .)11
1祭川 ・東関東・北関東 ・中部・九州

社
ム一

A

気 設 備 設 計 施 工

裏金量t 三 興 討

上 田 正 雄

電

締。
表取締役社長代

常務取締役支社長

ヒ区 堂 島 浜 1 - 4- 19 ( R 土 地 1it μ ピル)

0 6  ( 6 4 4 2 )  3 6 7 1  (代)

中 央 区 日 本 紙 茅 助 11fT 2 丁 目 1 7 帯 3 号

0 3  ( 3 6 6 6 )  1 4 7 8  (代)

来 州 ・ 泉 南 ・ 滋 tl

大 阪 市1

m 話

束京者11

7包 括

堺

本 社

支 底

営業所

d ラャ Di gi tal  Pri -Press 

側“ おぬ凪劃面指 ω面々

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

問湖、e.06- 6351・5428 Fax. 06-6351・5 2 9 9

快適な環境をつくります

- 空調 ・給排水・衛生1 2 : 備

空 気回和

工渇配菅

水艶理

コージェ ホレーショ ン

クリー μ ルーム

・プラント

プラント肘袈

y ステムヱン y ニアリ ν グ

‘ 史ミ久、

式 ふ 社 大嫡阪本柑社〒蜘帥伽11 大嫡販肺市帽西E聞 阿 雌2剖 l卜 川守4け含剖叩[印0師 附6

Z 主 車京2本伝社苧 10的5-0帥014 車京都港区芝2会-2-1口7 含{仰03剖)3却a臼-)η31口l  

- 情報通信設備

情錨過惜Z字。γ トワ ーク

情舗処理

温情システム

融通システム

・電力，魁量設備

畳宜電

架空通配電

地中道配電

人と都市の

宮鍵禍目殴I t ・縄工' ! I i 理

・電気設備

畳宜電ー 脈岨

動 力 酬樹草書置

. 話. 融通. インターホ ン

防 犯、前 提

中央監綱剛l闇

γ ステム肘畢

日正!-!!=ゐ巴!!E.こ:.2.!:_• .II r:. 

φ 住友電設株

Ｍｾ｝ ｦ 霊知 峨主主京司 回 ｅ 紬歪 ｅ 需 主主ｊｬｬｩｉｉ関 慣は】司 ｈ 副 ｅ 彊層圏圃圃圃圃
入7J 丸、る多彩なフィ- 1.レドで、

新しい限界に抗戦 しています。

。y 。
C H  

人と挨織をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

社

A

一
一
A

電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

電気設備設計施工

朝 陽

T EL 06- 6352- 7502 FAX. 06- 6355- 2714 

T EL 06- 6352- 0943 F AX. 06- 6355- 5533 

TEL ノF AX 06- 6352- 1551 

本 社 〒530. 0043 大阪市北区天満 1-1 ・10

制 作 部 〒530. 0043 大阪市北区天満ト9 ・1 9

印刷工場 〒530- 0043 大阪市北区天満2- 5・1 5

0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁 目 2 - 4( 朝日ビル)

6 3 8 5 )  1361  ( 代) F A X  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

ヰ土 干 5 3 0

T E L 0 6 (  

本

デンカC S Aファミリー製品

nCSA(膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

ｮ Ｂｊｾ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材Ｉ鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

ｮ 守 Ｓ ー子・ｾＧｊｾ Ｈ品一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

-

4

・a

s

・d

・4

・4

-
r

一r-
T
-
Y
-
τ

••••• 

ネ土

A

一

宮式株業産

同士，

刀て浜学工業株式会社電気化

T E L 本 社 ・京 都 ・ 網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

販 売 庖近 畿 地 区

ネ土

A

Q

玄式株業産;甫藤 平 商 事 株 式 会 社金 森

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

0 6 )  

0 3 )  

T E L 大阪 (

T E L 東 京 (

ネ土

A

Q

冨式株成イヒ東ネ土

A

Q

玄式株産物光 洋 郷

T E L  滋 賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

6 2 5 2 - 6 0 0 0  0 6 )  
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日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協

会( 当時 ・関西建築協会) は、すでに

昭和初期には大阪近辺で住宅博覧会や

建築講演会を聞く一方、当時は入手し

にくかった建築の情報を図書の出版と

いう形て. 会員に提供していた。

*  

日本建築協会創立60周年記念事業

建築技術選書

白茶室の話

A 5 判 ・130頁 - 160頁 発 行 : 学 芸 出 版 社 本 体 価 格 ￥ 1. 200- ￥1. 400

耕

一

一

一

一

L

而

一

力

吾

臥

一

ん

這

一

礼

一

講

一

録

料

I

M

L

明

世

二

l

u

仙

川

一

J

Z

-

E

石

田

一

劃

造

即

日

一

師

団

回建具の知識と意匠

山片三郎

雄

一

場

開

一

車

伸

一

2

堀

木

一

内

子

野

功

4

u

u

 

叩

川

市

工

一

ば

寸

前

以

詰

E

醐

須賀好富

回医院 ・診療所の計画と設計

池 田 有 隣 船 越 鴎 由

回設計のコンビュタ一手法

飯塚英雄

固石垣と石積壁

窪田裕

英

一

正

一

雄

和

二

割

顕

一

久

空

刊

順

一

贋

き

の

?

骨

ど

一

よ

ほ

タ

デ

手

ン

ノ

の

セ

イ

蝿

げ

忙

H

U

必

読

礎

主

宅

基

シ

住

回

国

四

固住宅の家具

光藤俊夫

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

固鉄骨構造の話

金多潔 ・甲津功夫 ・西沢英和

固建物と地震災害

竹内吉弘 ・島田耕一

固建築金物の知識

国住宅三備心得帳

立 野 郎

二

郁

純

一

林

田

一

小

平

一

一
ス

彦

ク

監

口
k

い

h

J

 

L

V

 

工
の宅、王町

国建築塗装の手引き

回建築式典の実際

兜島修二

若林鶏j章雄

図建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

園田本壁

固身近な耐震設計法

園住宅の照明

山田幸

前川陽一

監 修 大 島 鱒

国建築を志す人びとへ

日本建築協会出版委員会

特装本

火災安全学入門 岡田光正

i芸書シリ ーズは、在庫図書を掲載

昭和生まれ 関西の建築家50 附年

A 4 判 企 画 ・発行 : 日本建築協会 本体価格1. 500円

日本挫築協会建築クラブ ｾＺｪ 月食会 ＳＰＰ 回記念

部前記録集 話のはなし 附年

B 6 判 5 分 iHt 企画: 日本建築協会建築クラブ l セット10 . 000円( 消波税合{ J ' )

民1m ( 旧四会) 連合協定

工事珪色拐約約苛弓ヨ百円，、プてｩｔ￬ｾｩｔ￬ｾｩｊＱ氏 A 4 判のみ取り搬し、

工 事 前 負 契 約 書 ・仲裁合意書 ・契約書使用上の留意事項

l 古11￥230 ( 消費税合) 送料 実費

以後、創立周年記念事業として、その

時代の動きをとらえて単行本を出版し

ている。

50周年、 60周年、 70周年、そして 80周

年に、図書の出版が企画され、現在も

継続して発行・販売されている出版物

は、以下のとおり。

*  

購入希些者 l立、鮒日本渇E築ttll 会事務局

(TEL 06 - 6348 - 0635、F A X06-

6348- 0634) まで。

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

T QCから見た建設業

四六判 2 色周11り 発行，学芸出版社本体価格￥ 1. 600- ￥2. 500

荒木隆彦 石田満萄

富

一

会

一

会

一

日

好

一

究

一

究

一

江

賀

一

研

一

研
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須
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ル

一

ル

ガ

一

芳

一

想

s

γ

n

u

ト
一

n

u

ト

一

一

置

い

矧

同

盟

問

揃一

方

ω

立

範一

立

即時一

デ

イ

ギ

ム

ラ

建
一

ラ

建
一

イ

の

ト

ト

ア

理

の

の

の

謹

備

備

ン

日

設

設

マ

一

本

一

調

生

場

姻

空

衛

現

合原一夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木任之

鉄筋工事・本音の現場学

荒川治徳

醸基事筋耕条文を動改訂" )

高木イ壬之

工業化住宅・考

これからのプレハブ住宅 松村秀一

日本建築協会創 立70周年記念事業

選書特装版

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

岡本辰義

仕上工事監理のチェックポイント

日建設計監理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八・東 敏憎

コンクリー卜工事のチ工、yクポイント100

加賀秀治

インテリアコーデイネートの100ポイント

町田ひろ子監修/ 松本 茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

木づくりの常識非常識

上 村 武

建築関連法規を読みこなすコツ

高木任之

都市計画法読みこなすコツ

高木任之

構造コストと経済設計

B  5 '1当l 発行: 学芸出版社本体価格￥2. 800- ￥3. 800

建築デザインのため仰青造計画

須賀好冨 須賀好富

新 ・建築と設備の接点 場所打ち杭の設計と施工

宮脇毅 ・南部武 阪口 I里

建築設備の健康診断 建築と緑

入門 ・建築積算

牧 野 茂 瀧 光 夫

外壁構法チェックリスト

飯塚五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 建築篇) r建築漏水J 編集委員会

建築 ー都市 ・住宅 ・土本一情報アクセスブック

菊岡f具也

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1卿 年

A 4 判 企 画・発行 . 日本建築協 会 本 体 側 絡1. 5001工!

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

( 設備篇) r設備漏水j 編集委員会

EI 本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール川豊作昂集 1992年

A 4 判 企 画・発行 日 本 建 築 協 会 定 価2. 000問

日本建築協会創立80周年記念出版

建築を志す人びとヘ

A  5 '判! 日本建築協会 出版委員会編著 本 体fjHj絡 1. 8001
I
I
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0

0

円

{
・

本

体

l

、

1

4

3

円

・

消

費

税

引

円

・

送

料

共

)

正

会

員

の

購

読

料

は

会

費

に

含

め

て

徴

収

. ローカル監視装置

. スイ ッチ

. タイマー

・電源機器

万引報知機器

. 検知器

. 受信制御機器

. 通報機器

・警報器

報知器

. 暗視機器

・煙幕防御機器

. 車両機器

. 特殊機器

- 保管機器

・肪爆機器

.テrィフェンス (防御・護身用) 機 器

. 金属探知器

X 線透視機器

- 人感ライト、人惑スイッチ、防犯ライト

. 無親機器

. 多重伝送機器

・映像機器

出入管理機器

536両手シ ジ、ニアリンク株式会社

事 業 本 部

※ 2002年版「総合カタログJ を

無料で差し上げます。

干 607- 8156 京 都 市 山 科 区 東 野 五 条 通 外 環 西 入 8 3 - 1  

T E L (075) 594- 7211 (代) F A X  (075)  501- 2085 
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